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１．事業の全体像 

 

 本章では、事業を実施した背景や目的等について掲載する。 

 

（１） 事業の背景 

 

わが国の精神障害者数は増加傾向にある。例えば、厚生労働省の「生活のしづらさなどに

関する調査（全国在宅障害児・者等実態調査）」によると、2016 年の精神障害者保健福祉手

帳所持者（推計値）は 84.1 万人と、前回調査（2011 年）の 56.8 万人に比べて、大きく増

加している。精神障害者数の増加については、東京都内でも同様の動きが見られるほか、社

会福祉法人多摩棕櫚亭協会（以下、当法人）の活動エリアでもある多摩北部圏域1において

も精神障害者数は増え続けているものと考えられる。こうした増加の動向は今後もしばら

くは続くものと予想される。 

また、精神障害者の社会参加に向けた動きが活発化する中、精神障害者の就労意欲も年々

高まってきていると考えられる。国では、障害者の就労ニーズに対応するために、障害者雇

用促進法の改正等による施策面での精神障害者の雇用・就労支援を進めてきた。その結果、

民間企業等における精神障害者への雇用ニーズの高まりがみられ、精神障害者の就職件数

は過去最高を年々更新している。 

このように精神障害者の就労を取り巻く環境は改善してきている一方で、定着という観

点からは新たな課題も浮き彫りとなっている。職場定着率に着目すると、精神障害者の職場

定着率は、企業等での採用から 3 か月後では 69.9％、採用 1 年後では 49.3％まで落ち込ん

でおり、約 2 人に 1 人が 1 年以内に離職している状況となっている2。 

精神障害者の就労定着が困難な理由としては、様々な要因があると推察されるが、中でも

採用担当者における精神障害や精神疾患に対する知識が不足している点が挙げられる。現

在、就労している精神障害者についてみると、自身の病状を十分に理解・把握し、体調を安

定させるための調整が可能な方が多いにも関わらず、こうしたことに企業が気付かず、適切

な支援や合理的配慮等が行われていない点が課題であると考えられる。 

また、精神障害者が就労定着する上での留意点や、職業準備性の考え方等に対する企業側

の理解が進んでいないため、実際に精神障害者の採用面接を行う際に、把握すべき点や注意

すべき点が分からないということも要因の１つと考えられる。その結果、十分に企業の戦力

となる資質がある方を見逃したりする等、精神障害者と企業の間で就労ミスマッチが生じ、

その結果、精神障害者の就労定着が十分に進まないものと推察される。 

                                                  
1 多摩北部圏域には、立川市、国立市、小金井市、小平市、国分寺市、三鷹市、武蔵野市、西東京市、府中

市、調布市、狛江市が含まれる。 
2 独立行政法人高齢・障害・求職者雇用支援機構 障害者職業総合センター「障害者の就業状況等に関する

調査研究」（2017 年） 
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（２） 事業の目的 

 

前節で述べた、精神障害者を取り巻く就労・定着面の課題等を踏まえた上で、当法人では、

主に下記の 2 点の取組みを実施することを目的として、「精神障害者就労定着支援連絡会事

業」（以下、本事業）を実施する。なお、本事業は平成 30 年度から令和 2 年度までの 3 年

間の事業であり、本報告書は平成 30 年度に実施した内容を記載している。 

 

① 企業・就労支援機関・医療機関等、当事者の関係者が参加する「圏域向け連絡会」を

通じて、精神障害者の採用・定着を進める上で重要な情報・知識に関する理解促進・

知識啓発を図る。 

② 企業関係者・就労支援機関・医療機関等の当事者の関係者で構成される「事務局会

議」等での議論を通じ、企業と精神障害者との円滑なマッチングや採用後の職場定着

に資する連携ツールとして、「採用面接シート」を作成する。 

 

（３） 連携に資するツールとしての「採用面接シート」の意義 

 

精神障害者の就労定着に向けた大きな課題の 1 つとして、精神障害者を雇用する企業に

おける障害や疾病、職業準備性等に対する理解不足と、それに起因した形で企業の採用担当

者が的外れな質問（例：学歴や職歴に重点を置いた質問）を行う等、「ピントの外れた採用

面接」を行っていることが考えられる。 

（２）で記載した連携に資するツール（「採用面接シート」）は、企業側の精神障害に対す

る知識不足等へ対応することを目的として、関係機関間での協議を通じ、職業準備性の観点

や精神科医療の観点、人事労務管理の観点等から就労定着において重要と考えられる視点

を盛り込んだものとして作成することを考えている。 

なお、シートの活用にあたっては、企業の理念や文化等に合わせて採用面接シートの内容

を見直すことも重要である。そのため、本事業では見直しの際に個々の企業が就労支援機関

や医療機関等と協議を行いながら、カスタマイズを進め、その企業に合った採用面接シート

の作成を進めていくという考えの下、その基本となるシートを作成する。 

本事業で作成する採用面接シートが本圏域内で普及することにより、シートを「媒介」と

した関係機関間の連携が促進される風土が醸成されることや、精神障害者の採用経験がさ

ほどない、あるいは就労定着が円滑に進んでいない企業に活用していただくことにより、精

神障害者の就労定着がより向上することが期待される。  
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２．本事業の事務局会議 

 

本章では、本事業を円滑、かつ効果的に実施すること等を目的として組成した事務局会議

の実施状況等について記載する。 

 

（１） 事務局会議の位置付け 

 

本事業では事業全体の進め方等に対する助言を得るため、「全体会」と「コア会議」から

構成される事務局会議を組成した。 

「全体会」については、本事業の内容や全体的な進め方等について諮問し、多角的な意見

を聴取する場として 3 回開催した。「コア会議」については、本事業の実務レベルの協議（圏

域向け連絡会のプログラム、連携ツールとしての「採用面接シート（案）」の具体的な項目

検討等）を行う場として 5 回開催した。 

なお、各会議の事務局会議に向けての各種調整や会議資料の作成等については事務局が

実施した。 

 

図表 1 事務局会議の体制 

 

 

 

 

 

 

 

 

【全体会（3回）】

本事業の内容や進め方について議論

【コア会議（5回）】

本事業の実務レベル（圏域向け連絡会のプログラ
ム内容等）の協議、助言

採用面接シート（案）等の構成・内容の協議

【事務局会議】（計8回）

事業の進め方等の諮問
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（２） 事務局会議の委員 

 

本事業における「全体会」の委員は、以下の通りである。なお、「全体会」のうち、一部

の委員については、「コア会議」の委員も兼務している。 

 

図表 2 「全体会」および「コア会議」の委員 

（注1）網掛けの委員はコア会議のメンバーを兼務。 

（注2）委員の所属機関等は2019年3月末時点。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

氏 名（敬称略） 所 属 機 関 

大森 理智 みずほビジネス・チャレンジド株式会社 企画部 職場定着支援チーム 

佐々木 真一 医療法人社団碧水会 長谷川病院 デイケア科科長 心理職 

井上 量 
独立行政法人高齢・障害・求職者雇用支援機構 

東京障害者職業センター多摩支所 主任障害者職業カウンセラー 

畠山 千陰 SASEC 一般社団法人障害者雇用企業支援協会 専務理事 

梶 達彦 東京都立多摩総合精神保健福祉センター 生活訓練科 精神科医師 

高瀬 健一 
独立行政法人高齢・障害・求職者雇用支援機構  

障害者職業総合センター 主任研究員 

小泉 久美子 東京労働局 ハローワーク立川 主任就職促進指導官 

堀内 久美子 三鷹市障がい者就労支援センターかけはし 施設長 

松村 佳子 武蔵野市障害者就労支援センターあいる 

崎尾 義輔 
社会福祉法人府中えりじあ福祉会 

地域生活支援センタープラザ 相談支援専門員 

川口 洋平 社会福祉法人白梅会 就労移行支援事業所レスポワール工房 施設長 

高橋 しのぶ 
社会福祉法人多摩棕櫚亭協会 

就労移行支援事業所ピアス 施設長 
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（３） 事務局会議の実施状況 

 

事務局会議（「全体会」および「コア会議」）の実施状況ならびに各回の協議事項は以下の

通りである。 

 

図表 3 全体会の実施状況および協議事項 

 

会議名 実施日時 協議事項 

第 1回全体会 
2018年8月1日 

17：30-19：30 

・本事業の目的・事業概要の説明 

・事業実施に向けた論点整理 

第 2回全体会 
2018年11月14日 

17：30-19：30 

・第1回全体会の振り返りとその後の進捗状況 

・第1回圏域連絡会参加者アンケートの集計結果に

ついて 

・ヒアリング調査の実施報告について 

・採用面接ポイントシート（案）の考え方について 

・採用面接ポイントシート（案）や解説書に盛り込

むべき項目・内容等について 

第 3回全体会 
2019年2月27日 

17：30-19：30 

・第2回全体会の振り返りとその後の進捗状況 

・第3回圏域連絡会の実施報告について 

・第5回コア会議の実施報告について 

・ヒアリング調査の実施報告について 

・採用面接シート（案）の修正版について 

・第4回圏域連絡会の実施内容（案）について 

・今後の大まかな流れについて 

（注 1）実施日順で記載。なお、協議事項は各回時において次第に記載したものを掲載している。 

（注 2）第 2回全体会の協議事項で掲載している「採用面接ポイントシート」は「採用面接シート」 

     を指す。 
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図表 4 コア会議の実施状況および協議事項 

会議名 実施日時 協議事項 

第 1回コア会議 
2018年5月30日 

17：30-19：30 

・本事業の目的・事業概要の説明 

・精神障害者の採用に関する自由討議 

第 2回コア会議 
2018年6月27日 

17：30-19：30 

・第1回コア会議の振り返り 

・連携に資するツールの参考資料について 

第 3回コア会議 
2018年9月12日 

17：30-19：30 

・第1回全体会の振り返り 

・第1回圏域連絡会参加者アンケートの集計結果に

ついて 

・一般企業・特例子会社向けヒアリング調査の実施

方法について 

第 4回コア会議 
2018年10月23日 

17：30-19：30 

・第3回コア会議の振り返り 

・ヒアリング調査の中間報告 

・採用面接ポイントシート（案）の考え方、項目につ

いて 

第 5回コア会議 
2019年1月30日 

17：30-19：30 

・第2回全体会の振り返り 

・第3回圏域連絡会の実施報告について 

・ヒアリング調査の実施報告について 

・採用面接ポイントシート（案）の修正版について 

（注 1）実施日順で記載。なお、協議事項は各回時において次第に記載したものを掲載している。 

（注 2）第 4回コア会議、および第 5回コア会議の協議事項で掲載している「採用面接ポイントシー 

ト」は「採用面接シート」を指す。 
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３．本事業の内容 

 

本章では、本事業で実施した当該圏域の医療機関や就労支援機関・企業等の関係機関向け

に実施した連絡会（以下、圏域向け連絡会）と、連携に資するツール（採用面接シート）作

成の 2 つの取組みの実施状況等について記載する。 

 

（１） 本事業における各取組みの関係性 

 

本事業で実施した「圏域向け連絡会」と「採用面接シート作成」との関係性、および前章

で記載した事務局会議との関係については、以下の通りである。 

具体的には、「圏域向け連絡会」の参加者から採用面接シートの課題等の情報提供を行っ

て頂くとともに、一部の企業についてはヒアリング等への協力を依頼した。その後、参加者

からの情報やヒアリング結果を通じて、精神障害者の採用や定着に関する現状や課題を把

握した上で、採用面接シート（案）の作成時に活かした。 

また、「採用面接シート作成」については、採用面接シート（案）を本年度の成果として、

第 4 回圏域向け連絡会参加者に対して報告を行った。 

  

図表 5 本事業における各取組みの関係性 

 

 

 

• 障害・疾病に関する理解の促進

• 精神障害者の雇用における留意
点等に関する理解の促進

• 参加者同士の交流・連携

• 各関係機関の連携のあり方に関
する議論

圏域向け連絡会
（年４回実施）

• 企業と精神障害者との円滑な
マッチング、職場定着につながる
連携に資するツール（採用面接
シート）の作成

連携に資するツール
（採用面接シート）の

作成

• 採用面接シートに対するニーズ
情報の提供

• ヒアリング等への協力

• 採用面接シートに関する情報収
集

• 採用面接シート（案）の成果報告

精神障害者の就労定着の向上

事務局会議（全体会・コア会議）

事業の内容・進め方に対するご意見・ご提案等
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（２） 圏域向け連絡会 

 

１）実施概要について 

圏域向け連絡会については、精神障害等に関わる病状への理解促進等を図ることや、参加

者同士の交流・連携を深めること等を目的に、講演形式をメインとして開催した。各回の実

施概要については、以下の通りである。 

 

図表 6 第 1 回圏域向け連絡会の実施状況 

 

項 目 内 容 

実施日時 2018年8月30日、14：00-16：00 

テーマ 「精神障害とは何か？」～企業が知りたい病気の基礎知識と応用～ 

講師 藤田英親院長（国分寺すずかけ診療クリニック） 

本テーマを選定した目的 
企業の採用担当者や障害者就労支援事業者の職員等に、「精神障害」や「精

神疾患」に関する基礎的な知識を得ていただくことを目的として実施。 

参加者数および内訳 

全体：141名 

（精神科医療機関:1名、就労移行支援・就労定着支援事業所：39名、 

企業：92名、区市町村障害者就労支援センター：1名、その他:8名） 

連絡会の周知方法 

当法人ホームページによるチラシ掲載。 

企業担当者および就労支援機関に向けたチラシの郵送またはメールによ

る送付。 
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図表 7 第 2 回圏域向け連絡会の実施状況 

 

項 目 内 容 

実施日時 2018年10月31日、14：00-16：00 

テーマ 「発達障害とは何か？」 ～企業における就労・定着支援の現状と課題～

講師 
知名青子氏（独立行政法人高齢・障害・求職者雇用支援機構 

障害者職業総合センター） 

本テーマを選定した目的 

企業の採用担当者や障害者就労支援事業者の職員等に、「発達障害」の概

念や定義、発達障害のある人を職場に迎える際に配慮すべき視点等を理解

してもらうことを目的として実施。 

参加者数および内訳 

全体：130名 

（就労移行支援・就労定着支援事業所：46名、企業：78名、区市町村障害

者就労支援センター：1名、ハローワーク・障害者職業センター：1名、

その他:4名） 

連絡会の周知方法 

当法人ホームページによるチラシ掲載。 

企業担当者および就労支援機関に向けたチラシの郵送またはメールによ

る送付。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

9



 

図表 8 第 3 回圏域向け連絡会の実施状況 

 

項 目 内 容 

実施日時 2019年1月18日、14：00-16：00 

テーマ 
第1部：「働く当事者に聞く！私の病気と障害」 

第2部：「働く当事者に聞く！準備と定着とは？」 

講師 
第1部：O氏（シダックス大新東ヒューマンサービス株式会社） 

第2部：当法人障害者職業・支援センター「オープナー」登録メンバー3名

本テーマを選定した目的 

現在、一般企業や特例子会社で就労している精神障害者の報告を通じ、当

事者や雇用する企業に対して就労において留意すべき点を伝えることを

目的として実施。 

参加者数および内訳 

全体：128名 

（精神科医療機関:8名、就労移行支援・就労定着支援事業所：25名、企業

：34名、障害者就業・生活支援センター：1名、行政関係：7名、当事者

47名、その他：6名） 

連絡会の周知方法 

当法人ホームページによるチラシ掲載。 

企業担当者および就労支援機関に向けたチラシの郵送またはメールによ

る送付。 
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図表 9 第 4 回圏域向け連絡会の実施状況 

 

項 目 内 容 

実施日時 2019年3月13日、14：00-16：00 

テーマ 
第1部：「精神障害者の採用面接ポイント」～面接は雰囲気作りから始まる～」

第2部：「精神障害者の採用面接ポイント デモンストレーション」 

講師 

第1部：大森理智氏（みずほビジネス・チャレンジド株式会社 企画部 

職場定着支援チーム） 

第2部：大森理智氏（みずほビジネス・チャレンジド株式会社 企画部 

職場定着支援チーム） 

井上量氏（独立行政法人高齢・障害・求職者雇用支援機構 

東京障害者職業センター多摩支所 主任障害者職業 

カウンセラー） 

当法人障害者就業・生活支援センターオープナー職員 

本テーマを選定した目的 
企業の採用担当者や障害者就労支援事業者の職員等に、精神障害者に対す

る採用面接時のポイント等を理解してもらうことを目的として実施。 

参加者数および内訳 

全体：92名 

（精神科医療機関:1名、就労移行支援・就労定着支援事業所：32名、企業

：54名、ハローワーク・障害者職業センター：2名、行政関係：1名、そ

の他：2名） 

連絡会の周知方法 

当法人ホームページによるチラシ掲載。 

企業担当者および就労支援機関に向けたチラシの郵送またはメールによ

る送付。 
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２）圏域向け連絡会に対する評価 

① 参加者アンケートの実施状況 

「圏域向け連絡会」の評価等を把握し、次回以降の内容の検討を行うための基礎材料とす

ることを目的に、参加者に対して、連絡会終了後にアンケート調査を実施した。各回の回収

状況については、以下の通りである。なお、第 3 回圏域連絡会においては、当事者にもアン

ケートを実施した。 

 

図表 10 圏域向け連絡会（各回）のアンケートの回収状況 

 

連絡会 配布数 回収数 回収率 

第1回 141 件 123 件 87.2％ 

第2回 130 件 112 件 86.2％ 

第3回 81 件（※） 47 件 58.0％ 

第4回 92 件 84 件 91.3％ 

（注）第3回圏域向け連絡会の参加者数は全体で128名だったが、当事者（47名）に対しては別種の 

アンケートを実施したため、上記の配布数には含めていない。 
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② 関係機関向けアンケート結果 

○ セミナー内容に対する満足度 

セミナー内容に対する満足度についてみると、第 1 回目では「満足」と「やや満足」の合

計が 8 割以上、第 2 回～第 4 回では、9 割以上となっており、多くの参加者がセミナー内容

に満足している結果となった。 

また、第 1 回では「満足」との回答が 47.1％であったものの、回数を重ねるにつれて、

「満足」の回答割合が高くなり、第 4 回では 77.2％と第 1 回に比べて約 30 ポイント上昇し

た。 

 

図表 11 セミナー内容に対する満足度（各回、単一回答） 

 

（注）無回答を除くベース（以下同様） 

 

 

47.1%

39.7%

9.1%

4.1%

第1回圏域向け連絡会（n=121)

満足 やや満足 どちらともいえない やや不満 不満

53.7%37.0%

7.4%

1.9%

第2回圏域向け連絡会（n=108)

満足 やや満足 どちらともいえない やや不満 不満

60.5%

31.6%

7.9%

第3回圏域向け連絡会（n=38)

満足 やや満足 どちらともいえない やや不満 不満

77.2%

17.7%

5.1%

第4回圏域向け連絡会（n=121)

満足 やや満足 どちらともいえない やや不満 不満

13



 

○ セミナー内容が参加申込み時に期待していたものと一致していたか 

セミナー内容が参加申込み時に期待していたものと一致していたかについてみると、連

絡会各回いずれも 8 割以上は「一致していた」、あるいは「ある程度一致していた」と回答

していた。とりわけ、第 4 回では「一致していた」が 66.7％、「ある程度一致していた」が

27.2％と、両者の合計が 9 割以上であった。 

 

図表 12 セミナー内容が参加申込み時に期待していたものと一致していたか 

（各回、単一回答） 

 

 

 

 

 

 

23.8%

58.2%

13.1%

3.3% 1.6%

第1回圏域向け連絡会（n=122)

一致していた ある程度一致していた

どちらともいえない あまり一致していなかった

一致していなかった

42.3%

46.8%

9.0%

1.8%

第2回圏域向け連絡会（n=111)

一致していた ある程度一致していた

どちらともいえない あまり一致していなかった

一致していなかった

48.6%

40.0%

11.4%

第3回圏域向け連絡会（n=35)

一致していた ある程度一致していた

どちらともいえない あまり一致していなかった

一致していなかった

66.7%

27.2%

4.9%

1.2%

第4回圏域向け連絡会（n=81)

一致していた ある程度一致していた

どちらともいえない あまり一致していなかった

一致していなかった
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○ 精神障害者の職場定着に関する課題の解消に役立つセミナーだったか 

第 1 回圏域向け連絡会時に、セミナー内容が精神障害者の職場定着に関する課題の解消

に役立つセミナーだったかをたずねたところ、「役に立つものだった」が 31.4％、「やや役

に立つものだった」が 40.7％と、参加者のうち 7 割以上はセミナー内容が役に立つものだ

ったと回答していた。 

 

図表 13 精神障害者の職場定着に関する課題の解消に役立つセミナーだったか 

（第 1回圏域向け連絡会、単一回答） 

  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

31.4%

40.7%

22.9%

5.1%

（n=118）

役に立つものだった やや役に立つものだった

どちらともいえない あまり役に立つものではなかった

役に立つものではなかった
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③ 当事者向けアンケートの自由回答意見 

第 3 回圏域向け連絡会時に実施した当事者向けアンケートにおける自由回答の意見につ

いては以下の通りであった。当事者の意見の多くは、今後の自身の就労状況に役立つとの内

容であった。 

 

図表 14 当事者向けアンケートの自由回答意見（第 3回圏域向け連絡会、抜粋） 

 

【第 1部：「働く当事者に聞く！私の病気と障害」の感想】 

自分も仕事をしながら、生活しなくてはいけないと思っています。デイケアに通って私も体力をつけ、

また仕事に臨みたいです。 

「頑張っていくしかない」という考えがあったことが素晴らしいと思いました。「家にいるときに、仕事

のことを考えると身体や心がもたない」も正直な意見だと思います。 

「苦しい思いをした人は人に対して寛容になった」というところが印象に残りました。自分にもそうい

うところがあると共感を覚えました。 

症状が重い状況から戻られたことを聞いて、自分も頑張ろうと思いました。 

健常者と同じようにはできなくても、昨日できなかったことを今日できるように努力することという言

葉が印象に残った。大学院から今までのことをまとめるのは大変だったと思います。 

9 年間も 1 つの会社に勤務し続けることはすごいと思った。上司や支援者との信頼関係が非常に大切で

あることを、話を聞いて改めて実感した。 

障害の内容が自分と同じではなかったので、全ての部分が自分に合っているとは思わなかったが、共通

している部分については参考になった。（「家では仕事のことを考えない」、「健常者と同じように働くこ

とができないと分かったら、自分にできることを精一杯して、昨日の自分を超える」「よく寝て、趣味の

時間を大切にする」等） 

厳しい現実を「事実」として受け入れることの大切さを知ることが、自分ができる仕事は何か？という

問いの答えにたどり着くのではないかと思いました。私は自分の障害を全て受け入れていないかもしれ

ないので、もう少し自分の障害について理解を深めていきたいと思いました。 

経験談については、その苦労や考え方が共感できるので非常に良かった。また、他人には話しにくい内

容を話すことは勇気がいることだと思いましたが、大きな勇気をもらったと思います。 

就職しても会社が経営不振や倒産等により、退職させられることがあることに気付くことができた。 

病気になられたきっかけとその後の具体的な経緯を聞かせて頂いて、苦労されたことやそれを乗り越え

て再就職から現在まで 9 年も働き続けていることはすごいと思いました。ご自身のことをよく分析・理

解されていることが自信や実績につながっていると感じました。 

（注）回答内容の趣旨を変えない範囲内で誤字脱字等の修正を行った上で、掲載している。 
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【第 2部：「働く当事者に聞く！準備と定着とは？」の感想】 

頑張りすぎないように、自分で判断をつけると良いのかなと思いました。 

「十分なトレーニングを積んでから会社に入ってほしい」、「挨拶は基本的なマナーであり、それができ

ないと何をやっているか周りから分からない」、「SOS を出すこともできるようになってほしい」という

意見が印象的でした。 

「8 割程度で仕事をする」、「相談をする」ということが大切であることがわかりました。特に相談につ

いては自分も課題と感じていることなので克服できるように頑張りたいと思いました。 

講師の話は参考になりました。確かに相談は勇気が必要だと思います。また、3 人の講師がそれぞれの

立場における考え方を聞くことが出来て良かったと思います。 

「80％の力で仕事をする。目安としては、帰ってから家事ができること」については、具体的に教えて

くれたので、参考になった。 

「企業では個人の意見がすべて通るとは限らない」という考え方については、私の頭から抜けていたの

で、今後参考にしたい。 

仕事を行うペースを整え、8 割程度の力で働くことで、趣味、家事をこなす余力が残り、仕事のモチベ

ーションにつながることが分かったので良かった。「モチベーションを維持すれば、メンタルも維持でき

る」については、その通りだと思うので、目標を作り、就活・就職していきたい。 

相談について、「支援者の方に自分ができる事・できない事を理解してもらうことも大事だ」という助言

を頂き、支援機関に所属しているうちに支援者の方と信頼関係を築きたいと思いました。自分も相談す

ることが苦手なので、今のうちに、相談（自分を整理する、SOS を出す）する練習を行いたいと思いま

す。 

同じ障害者採用でも会社によって考え方が様々であることが分かった。また、「職場に受け入れられるに

は最低限のスキルマナーが必要」ということが印象に残った。 

「ブレーキを踏むのも大事」という話は、自分にも当てはまると思った。 

自分も相談することが苦手なので、相談するときの具体的な方法やタイミング等を聞くことができて、

非常に勉強になりました。 

（注）回答内容の趣旨を変えない範囲内で誤字脱字等の修正を行った上で、掲載している。 
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（３） 連携に資するツール（採用面接シート）作成 

 

１）連携に資するツール（採用面接シート）作成の流れ 

① 3 年間におけるフロー 

本事業における「連携に資するツール（採用面接シート）」は 3 年間で作成することを想

定しており、その流れについては以下の通りである。 

まず、1 年目（平成 30 年度）については、「課題・ニーズ整理フェイズ」と位置付け、採

用面接シートの方向性検討や採用面接シート（案）の作成を実施した。 

続く、2 年目（令和元年度）については、「ツール作成フェイズ」と位置付け、採用面接

シート（案）の内容の更なる検討による充実や解説書の作成等を想定している。 

最終年度である 3 年目（令和 2 年度）については、「実証フェイズ」と位置付け、採用面

接シートを用いた面接、就労支援の試行実施等を踏まえ、連携に資するツールとしての採用

面接シートの確定と、ツール活用のための周知啓発の実施を予定している。 

 

図表 15 連携に資するツール（採用面接シート）作成のフロー全体（3年間） 
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② 1 年目（平成 30 年度）における連携に資するツール（採用面接シート）作成の流れ 

本事業における「連携に資するツール（採用面接シート）」作成の 1 年目（平成 30 年度）

については、前述の通り、「課題・ニーズ整理フェイズ」として、精神障害者の採用・定着

における課題把握やその整理に重点を置いた。 

まず、第 1 回圏域向け連絡会において、精神障害者の採用・定着に関するアンケート調査

を実施し、その結果を踏まえた上で、企業向けヒアリング調査を実施した。 

その後、アンケート調査やヒアリング調査の結果、文献調査、事務局会議の委員からの情

報を踏まえ、採用面接シート（素案）の作成を行った。さらに、事務局会議等での議論等を

踏まえて、素案の修正を実施し、採用面接シート（案）の作成を行った。 

 

図表 16 1 年目（平成 30 年度）における連携に資するツール（採用面接シート）作成の

流れ 
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２）連携に資するツール（採用面接シート）作成に向けた調査研究 

① アンケート調査 

○ 実施概要 

企業における精神障害者の採用活動における課題を解決するために必要と考えるツール

や、採用面接時に用いる面接ツールの活用状況等を把握し、本事業における連携に資するツ

ール（採用面接シート）作成の基礎資料とすること等を目的として、第 1 回圏域向け連絡会

において一般企業および特例子会社を対象にアンケート調査を実施した。アンケート調査

の実施概要については、以下の通りである。 

 

図表 17 アンケート調査の実施概要 

関連項目 実施内容 

調査対象 
第1回圏域向け連絡会（2018年8月30日実施）に参加された一般企業、特例

子会社の方 

調査手法 
連絡会当日にアンケート票を配布し、連絡会終了後アンケート票に回答し

て頂き、その場で回収（当日配布・当日回収）。 

調査項目 

面接を実施する際の課題 

採用面接時に用いる採用面接シートの活用状況やその利点、課題 

採用面接時に必ず把握する情報・質問確認を行う項目とその理由 等 

回収状況 77件 

 

○ アンケート調査の結果概要3 

【採用時の課題について】 

精神障害者の採用面接を行う際の課題については、「面接だけで応募者の職業準備性を把

握することが難しい」が 51.9％と最も多く、以下、「障害特性に関する理解が難しい」

（33.8％）、「病気や障害のことをどこまで聞いてよいかわからない」（27.3％）と続いてい

た。一方、「特に課題はない」は 1.3％であった。 

以上から、精神障害者の採用において、多くの回答者が採用において何らかの課題に直面

していることが示された。特に「面接における職業準備性の把握」については、精神障害者

の採用に関係する企業関係者の多くが課題を抱えていた。 

 

【採用時の課題を解消するためのツールや支援について】 

精神障害者の採用面接における課題を解消するため、必要と考えるツールや外部からの

支援等のニーズについてみると、まずツールでは、「当事者が自分で記入する形式の障害度

合いシート」、「面談の回答に応じて、次の質問が選択できるフローチャート」、「何の項目を

                                                  
3 アンケート調査の集計結果については、資料編を参照されたい。 
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確認すべきか一覧になっているツール」等の意見が見られた。一方、外部からの支援等のニ

ーズでは「専門知識のある方（障害者サポートセンター、ジョブコーチ）の同行」や「働く

ニーズへの理解、ダイバーシティーマネジメントへの理解に基づいた支援」等の意見が見ら

れた。 

以上から、自由回答の内容を整理すると、①面接時に使用できるツール、②医師や就労支

援機関といった支援者の採用プロセスへの関与（当事者の客観的な状況や病状等に関する

情報提供）を求める意見が見られた。 

 

【面接時のツールの活用状況およびツール運用時の課題・利点について】 

精神障害者の採用面接時に用いる「採用面接シートや独自の面接ツール」の活用状況につ

いてみると、「シートやツール等を活用している」が 26.5％であった。一方、「シートやツー

ル等はなく、作成していない」が 42.6％であった。 

「シートやツール等を活用している」と回答した方を対象に、採用面接シート等の利点に

関する回答を見ると、「面接者の目線が同じになり、採用のバラツキがなくなる」、「応募者

ごとに質問がぶれない」、「面接官の質問項目の漏れ等を防ぐ」、「上司との情報共有」等の意

見が見られ、このことから①面接者ごとの視点のバラツキの防止、あるいは②面接時の質問

項目の漏れの防止等の点で効果があると考えられる。 

他方、「シートやツール等を活用している」と回答した方を対象に現状の課題や運用等で

苦労している点についてみると、「本人の言葉が信用できない」、「どこまで書いてくれるの

かわからない」、「シート活用だけでは本人の本来の姿が見えてこない」等、ツールを活用し

たとしても、面接者本人の状況を十分に把握することが難しいとの回答が見られた。 

 

【面接時に把握している情報や質問・確認する項目について】 

精神障害者の採用面接時に必ず把握している情報や、応募者へ質問・確認を行う項目につ

いては、「自身の障害について理解しているか（障害の受容）」、「通院・服薬の状況」、「自身

が不調の際の対応方法（セルフケア能力）」等の意見が見られた。他方、これらの項目を把

握・質問する理由については、「職場でどのような準備が必要か把握するため」、「業務内容

を選定するため」、「自身の障害による課題に対してどのように認識しているかを理解する

ため」等の意見が見られ、総じてみると、疾病や障害の状況、疾病や障害と仕事との両立が

可能かどうかを把握しているとの意見が多く見られた。 

 

【採用選考時、職場見学や実習時の応募者の行動や態度等を判断材料にしているか否か】 

採用選考における、職場見学や実習時の応募者の行動や態度等を選考時の判断材料にし

ているか否かについて見ると、「選考時の判断材料にしている」が 54.4％と、半数以上の企

業では採用選考時の判断材料としているとの回答であった。 
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○ アンケート調査結果のまとめ 

アンケート調査結果を通じてみると、現状、精神障害者の雇用に取り組む企業の多くが採

用プロセスで「職業準備性」を十分に把握出来ていないことが分かった。加えて、面接ツー

ルを使用している企業においても、既存の面接シート等の使用が必ずしも「本人の本来の姿

の把握」につながっていないという課題も見られた。 

以上の点を勘案すると、精神障害者の採用面接時における課題を解決するためには、面接

担当者の面接スキルや企業における精神障害者の雇用経験等の他に、「職業準備性」や「本

人の本来の姿」を的確に把握することが可能な面接シート等が必要であると考えられる。 

そうしたシートを作成するにあたり、アンケート結果で得られた回答を踏まえ、精神障害

者を採用・定着する際の課題への対応等をより詳細に把握するために、ヒアリング調査を実

施した。 
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② ヒアリング調査 

○ 実施概要 

精神障害者の採用および定着を進めている一般企業や特例子会社に対し、精神障害者の

採用・定着における工夫点や課題、採用時に活用している面接ツールの有無やその内容等を

把握し、面接ツール作成に向けた基礎資料とするため、ヒアリング調査を実施した。 

ヒアリング調査の実施概要、およびヒアリング協力先については、以下の通りである。 

 

図表 18 ヒアリング調査の実施概要 

関連項目 実施内容 

調査対象 一般企業、および特例子会社 

調査対象の選定方法 

アンケート調査で、精神障害者の採用にあたり「採用面接シートや独自の

面接ツール等を活用している」と回答した一般企業及び特例子会社。 

 

当法人とのこれまでのやり取りにおいて、精神障害者あるいは障害者雇用

に向けた体制や取組みが充実していると感じられた一般企業および特例

子会社。 

実施方法 
各企業の精神障害者の採用担当者等に対して、当法人の職員やコア会議の

委員が訪問し、聞き取りを実施。（実施時間は1時間程度） 
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図表 19 ヒアリング調査協力先企業 

実施日 本社所在地 法人形態 ヒアリング企業名 

2018 年 9 月 27 日 東京都豊島区 一般企業 株式会社良品計画 

2018 年 10 月 10 日 東京都日野市 特例子会社 日野ハーモニー株式会社 

2018 年 10 月 29 日 東京都中央区 一般企業 ブリヂストンタイヤジャパン株式会社 

2018 年 10 月 30 日 東京都品川区 一般企業 株式会社サンリオ 

2018 年 11 月 30 日 東京都渋谷区 一般企業 トランスコスモス株式会社 

2018 年 12 月 21 日 神奈川県鎌倉市 特例子会社 富士ソフト企画株式会社 

2018 年 12 月 25 日 東京都立川市 社会福祉法人 社会福祉法人立川市社会福祉協議会 

2019 年 1 月 11 日 東京都豊島区 一般企業 株式会社ダブリュ・アイ・システム 
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○ ヒアリング調査におけるヒアリング項目 

ヒアリング項目については、第 1 回圏域向け連絡会の参加者アンケートの設問等を考慮

した上で、当法人においてヒアリング項目案を作成した。その後、コア会議の委員からのご

意見・ご指摘等を踏まえて、ヒアリング項目を確定させた。 

 

図表 20 ヒアリング調査におけるヒアリング項目 

 

【貴社（貴事業所）における精神障害者の現状について】 

• 貴社の概要（主な業務内容、従業員数等）について 

• 貴社（貴事業所）で働く精神障害者の人数や主な業務内容について 

• 精神障害者の採用実績や採用後の定着状況について 

【精神障害者の採用について】 

• 精神障害者を採用するに至った経緯について 

• 精神障害者を採用する際の選考方法の課題や工夫について 

• 採用面接時に必ず質問や確認する項目の有無について 

【貴社で活用している面接シート・ツールについて】 

• 面接シートやツールを作成・活用するに至った経緯について 

• 面接シートやツールを活用した場合の課題や苦労している点について 

• 面接シートやツールに必須と考えられる項目について 

【外部機関との連携について】 

• 具体的な連携先について 

• 連携先からの支援内容について 

• 連携するにあたっての課題やその対応策について 

• 支援を受けたことによる効果について 

• その他、採用に際して工夫していること等について 

【その他】 

• その他、面接時や定着に関してのご意見 
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○ ヒアリング調査結果から得られた意見 

ヒアリング調査から得られた、企業からの主なご意見は下記の通りである。 

 

図表 21 ヒアリング調査で得られた意見（抜粋・要約） 

 

■面接シートに対するニーズ 

 面接シートがあれば、障害者の面接に不慣れな担当者のスキルの底上げにつながる。 

 シートがあることで、求職者に質問すべき点を的確に聞いたか確認をすることができる。自社で考え

た聞くべき項目に漏れ等がないか確認できるので、シートの見本のようなものがあれば有難い。 

 

■面接時の把握事項・把握項目 

 障害の受容や不調のきっかけについては把握するようにしている。その際には、直接尋ねるのではな

く、ストーリーの中で必要な情報を把握するように心がけている。 

 病状等の基本的な情報の他に、通勤に関する項目（どのくらい時間がかかるか等）については、詳細

に聞くようにしている。 

 現在、支援機関等で実施している訓練内容について把握するようにしている。理由としては、訓練内

容から、現時点の日中活動をある程度把握することが可能だからである。 

 

■面接時の課題 

 シートがあっても、活用するための手引きがないと面接に慣れてない方（面接回数が少ない担当者等）

はどのようにシートを活用したら良いか分からないのではないか。 

 面接時には本人が緊張のために、何かできないこと、不安なことはないかと尋ねても「大丈夫です」

と答えがちな面がある。 

 

■外部機関との連携 

 採用面接にあたり、当事者のプロフィール等を就労支援機関と共有し、情報の補足や事後の定着支援

につなげている。 

 支援機関には、面接時の本人の発言等に対して助言・評価を行う「第三者」としての役割を期待して

いる。 

 採用後についても、何か問題が起きた場合、職場環境に起因するものか、本人の特性によるものか、

問題の原因を把握するために継続的に関わってきた支援機関からの助言が重要になる（最初から問題

解決に取り組むのは負担が大きい）。 

 面接では、就労支援機関が採用後にどこまで関わってくれるか、本人との関係が構築できているかと

いった点も重視している。 
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■企業内の体制づくり 

 障害者雇用に自発的に取り組む姿勢を評価する仕組みを設ける等、全社的に障害者雇用を推進する風

土づくりを行っている。 

 障害者が行う業務の切り出しに向けて、担当者が社内営業を行い、それを通じて全社的な障害理解に

もつなげている。 

 担当者が各部署を回り、障害者への仕事の有無や採用後のメンター役の有無を把握する等、事前に受

入体制を整えた上で採用活動を行っている。 

 採用の窓口になる人間が前向きになることで、職場全体の障害者雇用に対する意識を高める。採用に

あたっては、面談やミーティングを通じ、精神障害の特性、作業指示の仕方や（問題がある場合に）

どこまで指摘してよいか、といった点を共有している。 

 

 

○ ヒアリング調査結果のまとめ 

面接シートに対しては、「確認事項の漏れ防止」という側面や「複数の面接官による評価

の視点の共有化」といった利点を挙げる意見が見られ、その作成には一定の意義があると考

えられる。また、障害者雇用に慣れていない面接官に対して、シートがあることにより、面

接時のポイント等について共通認識することが出来るといった意見も一部で見られた。そ

の他、病状等の他に、支援機関での訓練内容や通勤に関する項目を含めて面接シートを作成

し、活用しているケースも見られた。 

他方、採用面接の限界（あるいは面接シートの限界）を指摘する意見も多く聞かれた。実

際には、採用面接シートと実習との併用や、就労支援機関との連携、面接担当者個人の技法・

ノウハウ面での熟達等を通じ、選考プロセス全体の見直しや面接担当者の精神障害者に対

する面接レベルの向上が質の高い採用につながると推察される。併せて、採用後の定着に向

けた職場環境の整備、支援機関との連携、精神障害者とともに働く周囲の職員に対するフォ

ロー体制の充実等も、障害者雇用の拡大に向けて重要な項目であると考えられる。 

以上を踏まえると、選考プロセスの課題については、採用面接シートを作成するだけでは

必ずしも全てを解決するに至らないものの、一方で、採用面接シートに対する一定のニーズ

はあると見られ、また、精神障害者の雇用に取り組む企業における採用面接の全体的な底上

げにつながる可能性も十分にあると考えられる。 

そのため、本年度については、選考プロセスのあり方を検討するための第一歩として、経

験やノウハウ、知識等が少ない担当者であっても、一定水準以上の面接を行うことが可能と

なるような採用面接シート（案）を作成することを到達点とした。 
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（４） 採用面接シート（案）の内容 

 

１）採用面接シート（案）の概要 

全体会やコア会議における議論、ヒアリング調査等から得られた情報等を踏まえた上で、

医療機関・企業・就労支援機関の各機関の観点を取り入れた採用面接シート（案）を作成し

た。 

主な目的や考え方については、以下の通りである。 

 

図表 22 採用面接シート（案）の目的や考え方 

項 目 内 容 

○ 何を聞くシートか？ 
「人材の採用全般に関する項目」と「精神障害者の採用に

おいて確認をすべき項目」のうち、後者に焦点を合わせた

シートを作成。 

○ いつ利用するか？ 
特に定めない（1 次面接、2 次面接といった、特定の面接

段階での利用に限定はしない）。 

○ 誰が使うか？ 
過去において精神障害者の採用で失敗をしたことがある

企業、採用を進めて行きたいが具体的な留意点等が分から

ない企業等の採用担当者。 

○ どのような質問項目を記載するか？ 
（本人自身の）病気や障害との向き合い方、理解の度合い、

より職場で活躍するために必要な配慮、フォローのポイン

ト 等。   

○ 何を把握するための質問項目とするか？
面接時の質問項目だけでなく、各質問項目を尋ねる理由に

ついても記載。 

○ 付加価値をどこに置くか？ 

「就労支援機関等で就労のために一生懸命頑張ってきた

精神障害者」が、（精神障害に関して）知識不足の面接担

当者による「的外れ」な質問と面接によって落とされるケ

ースを減らすこと。 
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２）採用面接シート（案）留意点 

採用面接シート（案）の活用時について、本来の意図と異なる形で活用されることを防止

するために、全体会やコア会議等での委員からの意見等を踏まえた上で、以下の点を活用時

の留意点として設定した。 

 

図表 23 採用面接シート（案）活用時の留意点 

 本シートは、求職者の人となりや職業準備性をより深く理解するためのものである。 

 精神障害者を不採用とするためのチェックリストではない。 

 本シートに記載した項目が、面接時に確認すべき項目を全てカバーしているわけではない。

また、面接時の質問項目として唯一の「正解」というわけではない。 

 面接時にどのような項目を尋ねるべきか、常に担当者間で話し合い、各企業等に適合した形

に項目の見直しを行って使用すべきである。 

 企業文化や風土、障害者雇用に対する考え方に求職者が馴染めるかどうかといった点につ

いては、独自の評価基準や質問事項等を設定する。 

 精神障害は極めて個別性の強い障害である。常に情報の収集を行い、疾病や障害に対する理

解を深めることがより良い採用につながる。 
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３）採用面接シート（案）の内容 

採用面接シート（案）の内容については、事務局会議で得られた意見等を踏まえた上で、

面接時に把握すべき項目を独立行政法人高齢・障害・求職者雇用支援機構が作成した職業準

備性のピラミッドで示されている 5 つの視点を参考に、「健康管理」、「日常生活管理」、「対

人スキル（対人関係）」、「基本的労働習慣」、「職業適性」の 5 つのテーマに分類した上で、

各テーマにおける項目を掲載した。また、面接時に当該項目を「把握する意図」についても

記載した4。 

 

図表 24 採用面接シート（案） 

 

                                                  
4 なお、採用面接シートの構成は、「項目」や「把握する意図」の他に、「各項目に対応した質問例」や「回

答を解釈する際の留意点」も記載することを想定している。もっとも、「各項目に対応した質問例」や「回

答を解釈する際の留意点」については、より詳細に検討することが必要であると考えられるため、2 年目

（令和元年度）以降に記載し、採用面接シートを完成させることを想定している。 

把握する意図

病気や障害に対する理解を把握
する。

・安定して長く働き続けるために、病気を悪化させない働き方ができるかを知るため。

通院の頻度について把握する。
・病気や障害への理解とともに自己管理につなげているかを知るため。
・採用後の業務量と通院のバランスをあらかじめ聞きイメージするため。

服薬の状況を把握する。
・主体的に治療に関わっているかを知ることで、自分の病気についての認識度を知るため。
・服薬について自己管理が出来るかを知るため。
・主治医と服薬について相談できているかを知るため。

悪化のサイン（前触れ）や、サ
インに対しての予防と対処方法
について把握する。

・病気や障害の認識度を知るため。
・病気や障害の自己管理力を知るため。
・把握することで会社における配慮につなげるため。
・雇用管理（体調の管理）をスムーズにするため。

手帳の取得時の状況や取得の理
由について把握する。

・手帳を取得することで自分の病気・障害についてどう理解しているかを知るため。
・障害者雇用での就労についての本人の認識を理解するため。
・手帳の申請について積極的に自らおこなっているかを知るため。
・取得理由から障害者雇用につながっているかを知るため。

仕事と余暇のバランスについて
把握する。

・疲れへの対処方法があるかを知るため。
・気分転換の方法があるかを知るため。
・わざわざ疲れるようなことをしていないかを知るため。
・疲れについての本人の認識について知るため。

ストレスコントロールの状況に
ついて把握する。

・ストレスをどの位マネジメントできるかを知るため。
・セルフケアをどの位出来るのかを知るため。

他者との信頼関係の構築や協調
性について把握する。

・他人を信頼することが出来るか、人間関係の中で安心感を持つ事が出来ているかを知るため。
・他者との関わり方、距離感などのコミュニケーション上の癖を理解し、現場とのマッチングを図るため。

報告・連絡・相談を自分から進
んで行う事ができるかを把握す
る。

・基本的なコミュニケーションが身についているかを把握するため。
・仕事を一人で抱えず、進捗を人と共有する事の大切さが理解できているかを知るため。

主治医との関係性について把握
する。

・主治医が本人の事をどの程度把握しているかを確認するため。
・主治医が就労に関して協力的かを知るため。
・主治医の説明に納得しているかを知るため。
・主治医と治療方針について意思が一致しているかを確認するため。

家族との関係性について把握す
る。

・本人と家族の関係性が体調に影響することがあり、その状況を知っておくため。
・家族の状況が本人にとって、どのような影響を与えるかを理解するため。
・家族が病気についてどれくらい理解しているかを知るため。

支援機関との関係性について把
握する。

・支援機関（者）がいた場合についての信頼関係について確認するため。
・支援機関が本人に対してどのような支援を行っているかを確認するため。
・支援機関が本人把握をどの程度しているかを確認するため。

健
康
管
理

日
常
生
活
管
理

対
人
ス
キ
ル

（
対
人
関
係

）

5つの視点
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把握する意図

通勤経路と時間についてを把握
する。

・通勤時間やラッシュは、本人の疲労に繋がりやすい傾向があり、就業生活に大きな影響があるため。
・通勤の状況を本人が理解しているかを知ることで、出勤時間への配慮を検討するため。

働く意欲・モチベーションにつ
いて把握する。

・何のために働くかを本人がどう捉えているかを聞くことによって、本人の意思の強さを確認するため。
・自分の生活全体の中に働くことを位置づけられているか（無理な選択になっていないか）を確認するた
め。

長く働き続けるために努力・工
夫していることについて把握す
る。

・働く動機（モチベーション）の維持をどう考えているか。主体的に会社の一員としてあろうと考えている
か
・自分の長く働く上での特性（障害、症状、得意不得意）を理解しているか

障害特性や得意・不得意につい
て、ご本人がどのように理解し
ているか？を把握する。

・本人が自分の得意・不得意を理解しているかを知るため。
・本人に合った業務を用意できるかを検討するため。
・自己評価だけではなく、客観的評価とずれていないかを確認するため。

職業訓練や職場実習で身につい
たことなどについて、把握す
る。

・訓練の経過で自己理解が進み、本人が納得しているのかを知るため。
・職業準備性が整っているかを知るため。

退職の理由について把握する
・理由を明確に話すことができるかを知るため。
・病後の退職理由を聞くことで、配慮事項につながるため。

配慮事項について把握する。
・ご本人が病気と障害をどのように捉えているかを確認し、具体的な配慮事項が話せるかを確認するため。
・具体的な配慮事項を聞くことで、会社として配慮の対応が可能なのかを確認するため。

希望する条件面について把握す
る。

・業務面でのステップアップについて、どのように考えているかを確認するため。
・今後、企業側のニーズに応えてもらえるかについて確認するため。
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４．事業のまとめと今後の方向性 

 

本章では、本事業を実施した中で、本年度における成果や課題、次年度以降の展開等につ

いて整理する。 

 

（１） 圏域向け連絡会について 

 

１）平成 30 年度の成果 

圏域向け連絡会については、平成 30 年度は 4 回実施した結果、各回いずれも 100 名前後

の方が参加し、一定の集客は得られた。参加者の内訳は、企業のほか、就労支援機関や医療

機関からの参加も見られ、「精神障害」や「職業準備性」に関する学びの機会を提供するこ

とが出来たと考えられる。 

また、セミナーの内容に対する満足度やセミナー内容について参加者が期待していたも

のとの一致について、多くの参加者が「満足している」、「一致している」と回答していたこ

とから、参加者が期待するセミナーへのニーズに十分に対応できたものと考えられる。 

 

２）令和元年度以降の展開 

就労を希望する精神障害者の増加が見込まれること等を考慮すると、圏域全体において、

精神障害等への理解の底上げを図るためには、より多くの関係機関に参加してもらう必要

がある。そのため、より多くの参加者確保に向けた周知方法やプログラムの見直し等につい

て、参加者の意見等を踏まえながら、令和元年度以降検討していくことを考えている。 

また、平成 30 年度はスクール形式の講演が主であったことから、参加者同士の交流や連

携に資する機会の提供という点については、課題があったと考えられる。今後、精神障害者

の就労・定着を促進するためには、関係機関同士の連携が重要であることから、次年度以降

は、スクール形式の講演等に加え、例えば、グループワーク形式やワールドカフェ形式のセ

ミナー、懇親会等といった参加者同士の交流・連携が促進できるような機会を提供する取組

みについても検討していく。 

 

 

 

 

 

 

 

32



 

（２） 連携に資するツール（採用面接シート）作成について 

 

１）平成 30 年度の成果 

連携に資するツール（採用面接シート）作成については、企業における精神障害者の採用・

定着に関する課題を網羅的に洗い出し・整理を行うことにより、共通する課題について明確

化することが出来た。そして、このような課題に対する 1 つの対応策として、就労支援機

関・企業・医療機関といった精神障害者本人を取り巻く関係機関のそれぞれの観点を踏まえ、

就労・定着に向けて就労支援機関と企業の連携に資するツールとして採用面接シート（案）

を作成した。 

 

２）令和元年度以降の展開 

連携に資するツール（採用面接シート）を有効に活用していくためには、圏域向け連絡会

や事務局会議に参加していない関係機関や当事者等からも意見を収集する等、より多様な

視点を取り入れていくことが必要であると考えられる。また、一部の内容については、時間

の制約もあり、完成には至らなかった。そのため、例和元年度以降については、採用面接シ

ート（案）の完成、および内容の精緻化に向けて、平成 30 年度と同様に継続的に情報収集

を実施することを考えている。 

また、採用面接シート（案）のみでは、連携ツールとしての位置付けやシートに記載した

項目の意図が的確に伝わらない可能性が考えられる。そのため、採用面接シート（案）の活

用意図や具体的な活用例等といった採用面接シートの内容を補足するための「手引書5」を

作成する必要があり、令和元年度では「手引書」の構成や目次について検討することを考え

ている。また一方で、作成した意図や活用方法等をより正確に周知するため、採用面接シー

ト（案）と「手引書」を用いた企業の人事担当者向けの研修会の開催に向けた取組みも検討

する。 

さらに、平成 30 年度に作成した採用面接シート（案）については、企業による試行は実

施していないため、どの程度活用することが出来るのか、あるいはどのくらい効果があるの

か等については未知数である。実際に採用面接（あるいは、採用面接の模擬）に活用した際

の効果測定も今後必要であり、試行的な活用（模擬面接等含む）とその効果検証のための方

法についても令和元年度以降に検討していく。 

 

 

 

 

 

 

                                                  
5 現時点においては、「手引書」という名称は仮称であり、令和元年度に名称についても検討する。 
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（３） 事業全体について 

  

事業全体をみると、まず、全体会やコア会議等の場に就労支援機関・企業・医療機関等の

精神障害者の就労に対する関係者が一堂に集まり、「精神障害者の就労」をテーマとして議

論をすることにより、現状の課題に対する共通認識が形成された。また、両会議合わせて 8

回実施することにより、本事業を進めるにあたり、より詳細な議論を実施することができた。 

 また、本事業を通じて、関係機関における平素からの情報共有や連携を行う関係性が多角

的、かつ重層的に構築された。例えば、コア会議の委員がヒアリング調査に同行したり、第

4 回の圏域向け連絡会において、連携に資するツール（採用面接シート）（案）の活用方法

に関するセミナーに登壇したりする等、関係機関の連携がより実質的なものとなる萌芽が

見られたことも平成 30 年度の事業における大きな成果であったと考えられる。 
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資料編 

 

（１）アンケート結果表（精神障害者の採用活動に関するアンケート） 

※所属先が「特例子会社」あるいは「一般企業」の方のみ回答 
 

○貴法人において、精神障害者の採用面接を行う際に課題となっている点を教えてくださ

い。（あてはまるものすべてに〇） 

項 目 回答数 割合（%） 

精神障害者の面接で重点的に把握すべき点が分からない 20 26.0%

病気や障害のことをどこまで聞いてよいかわからない 21 27.3%

障害特性に関する理解が難しい 26 33.8%

医療機関や支援機関からどのような情報を得ればよいか分からない 13 16.9%

合同面接会等で十分な面接の時間が確保できない 4 5.2%

面接だけで応募者の職業準備性を把握することが難しい 40 51.9%

担当者により面接の質にバラツキがある 6 7.8%

その他 4 5.2%

特に課題はない 1 1.3%

分からない・回答する立場にない 9 11.7%

精神障害者の採用は行っていない 9 11.7%

無回答 8 10.4%

回答件数 77 － 

（※）上位 3 項目には網掛けをしている。 

 

○精神障害者の採用面接における課題を解消するため、必要と考えるツールや外部からの

支援などのニーズを教えてください。（自由回答）（回答件数：23 件） 

主なご意見 

就労支援機関からの情報が足りていないと感じる。また就労支援機関に企業の特徴を知って

もらう必要を感じている。 

職業準備性については、面接でも本人の応答を信じるしかない。第三者から（支援者など）の

意見もやはり採用してみないと分からない部分が多い。 

当社では文言の解説、アドバイザーとして採用面接過程に就業支援カウンセラーが関与して

います。今後、より本人活躍を目指しては、精神障害者の就業モチベーション、より現社会に

根ざした解釈が必要になると感じています。キャリア、アンカー等、"働くニーズ"への理解、

ダイバーシティーマネジメントへの理解に基づいたご支援の検討をお願いしたいし、それに

対応していく企業教育が必要になると思います。 
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職歴、就労支援事業所 

自分で記入する形式の障害度合いシート。医師の診断書だけでなく、医師の面接への同席（非

常に困難ですが。） 

現在全ての精神障害者は支援機関からの照会で採用している。各個人の発症時期、現状の内容

（病状）やれる業務等の情報をいただかないと面談では聞きづらい。特に症状がわからない

と、採用後病状が出たときの対応のしかたがわからない。 

必要と考えるツールで各部の支援機関より「ナビゲーションブック」を本人が作成することを

支援機関が手伝って欲しい。 

精神障害者については個々の情報が違うので面接の時にその障害者について何を確認すれば

よいか判断が難しい。面談の答えに応じて、次の質問が選ばれるチャートなどがあれば良い。

障害者雇用に対し、施策や方針が存在していない。そもそも基準やベースがない中で、今日障

害者雇用促進のために勉強させていただきたく研修に参加しました。 

何の項目を確認すべきか一覧になっているツールがあると助かります。（過不足のないもの）

専門知識のある方（障害者サポートセンター、ジョブコーチ）の同伴 

採用面接への同席 

採用面接前の実習による障害状況の判断 

面接および定着支援では、支援者の役割は大きい。客観的意見を望みます。 

医師、就労支援からの本人の特性、（働ける方）病気（休んだ回数、日数）。能力→どういうこ

とに強みがあり、弱みがあるのか。 

 

○貴法人における精神障害者の採用面接時に用いる「採用面接シートや独自の面接ツール」

の活用状況を教えてください。（あてはまるものに１つだけ○）。 

項 目 回答数 割合（%） 

シートやツール等を活用している 18 26.5%

シートやツール等はあるが、活用していない 2 2.9%

シートやツール等を活用している作成中である 2 2.9%

シートやツール等はなく、作成していない 29 42.6%

無回答 17 25.0%

合 計（回答件数） 68 100.0%
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○上記の設問で「１．シートやツール等を活用している」と回答した方にお伺いします。採

用面接シート等を活用した面接における利点、および現状の課題や運用等で苦労してい

る点を教えてください。（自由回答） 

①採用面接シート等を活用した面接における利点（回答件数：14 件） 

主なご意見 

面接担当者が落ち着いて面談できる。他の人事担当者と打ち合わせをする際に、客観的、主観

的意見をまとめることが出来る。 

面接スクリプトのようなものは活用している。面接官の質問項目の漏れなどを防ぐため。 

健常者とは違う面接ができる（よりくわしく障害について聞ける） 

特に障害者に分けていない為、人権視点でリスキーな点に触れず、一定の視点で把握すること

ができます。 

本人の情報をまとめるために使用しています。 

面接者の目線が同じになり、採用のバラツキがなくなる。 

同じシートを利用し 2 人以上の面接者による評価を比べる事ができる→気付きの点（視点）

が異なる等 

応募者ごとに質問がぶれない。 

短時間で把握したい内容に担当者、面接にきた人によってばらつきがないようにできる。ま

た、現在、就労しているメンバーが定着している点、退職してしまったメンバーの原因を面接

時点で判断、ふりわけすることができる。 

確認漏れがない。 

上司が現場責任者と共有できる。 

 

②現状の課題や運用等で苦労している点（回答件数：13 件） 

主なご意見 

質問事項の工夫が足りていないと感じている。シート活用だけでは本人の本来の姿が見えて

こないこともある。 

本人の言葉が信用できない。（フルタイムで働けます。と言われても実際はムリだったことも

あり） 

ハローワークより服薬や疾患への問いかけは限定するようにいわれているため、人事担当者

の誤解を減らす事実的エピソードが得られたい。 

話し方のテクニックが必要な場合が多くある点 

どこまで（本気で）書いてくれているかわからない。 

特にない。 

どちらの面接会、面談会も 15 分程度、足りないことが多い。 

シートやツールを活用しても、本人を把握できるわけでない。 
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○貴法人において、精神障害者の採用面接時に必ず把握している情報や、応募者へ質問・確

認を行う項目がありましたら教えてください。また、当該項目を把握・質問している理由

も教えてください。（自由回答） 

①必ず把握している情報、質問・確認を行う項目（回答件数：30 件） 

主なご意見 

自分の障害について理解できるか。ストレスの解消法等、具合が悪くなった時の対処法を知

っているか。伝えることは出来るか。 

障害特性。配慮事項。 

（答えは応募者の自由とした上で）通院の有無、間隔、最近、いつ投薬が変更となったか。自

分の疾患への病職、不調時の（現在の）方法。手帳取得でどう感じたか。自分で感じている生

きづらさ、支援機関の登録、利用、支援期間への思い。 

通院の状況、服薬の有無、病気を発症したと思われる事情、原因等の本人の認識。 

不調の兆候にきづくことができるか、それに対応する術をもっているか（セルフケア能力） 

自覚しているかどうか、通院、服薬状況、配慮事項。 

自分の障害について（受容を自己理解）、相談相手の有無（支援者の有無） 

家庭環境、過去の就労状況 

フルタイムに耐えられるか（毎日の就業大丈夫ですか。勤怠が安定している方を採用したい。

配慮（勤務の頼み方や通院・休憩の配慮など）が必要なことがあれば。 

家庭環境（家族関係や同居している人がいるのか）支援機関をつけているか。 

お客様への敬意を払えるか、挨拶が出来るか。 

 

②①を把握・質問している理由（回答件数：22 件） 

主なご意見 

長く仕事を続けていただくために、必要だと感じているから。 

本人が自身の障害についてどの程度理解しているか。周囲に分かりやすく説明できるかは障

害の受容をはかる上でも重要で入社後も重要であると考えます。 

現状、病気、疾患とどうつきあっているのか把握したい。課題認識をどう考えているのか理解

したい。 

体調の管理能力の程度で配慮の度合いを調整するため。 

職場でどのような準備が必要なのか確認するため。 

合理的配慮を行う際の資料として活用するため。 

体調が悪くなった時のバックアップがあるかどうかを知りたい。 

サービス業のため 

業務内容の選定等 

 

38



 

○貴法人で行う精神障害者の採用選考において、職場見学や実習時の応募者の行動や態度

等を、選考時の判断材料にしているか教えてください。（あてはまるものに１つだけ○） 

項 目 回答数 割合（%） 

選考時の判断材料にしている 37 54.4%

選考時の判断材料にしていない 3 4.4%

職場見学や実習は行っていない 4 5.9%

その他 2 2.9%

無回答 22 32.4%

合 計（回答件数） 68 100.0%
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「
精

神
障

害
と

は
何

か
」

企
業

が
知

り
た

い
病

気
の

基
礎

知
識

と
応

用

精
神
障
害
者
就
労
定
着
⽀
援
連
絡
会

•プ
ロ

ロ
ー

グ

•精
神

疾
患

ー
障
害

は
ど

こ
で

起
き

て
い

る
の

か

•統
合

失
調

症
と
は

•様
々

な
精

神
疾
患

•精
神

障
害

者
の
処

遇
の

歴
史

•生
活

の
し

づ
ら
さ

の
要

因

•何
を

ど
う

配
慮
す

る
の

か
？

•職
場

と
医

療
の
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

？

•終
わ

り
に

2

う
つ

病
双

極
性

障
害

強
迫

性
障

害
パ

ニ
ッ

ク
障

害

疫
学

症
状

経
過

治
療

対
応

認
知

機
能

障
害

の
影

響
対

人
関

係
の

問
題

生
活

経
験

の
不

足
病

気
と

障
害

の
併

存

今
日
の
話
題

精
神

障
害

と
は

、
精

神
疾

患
の

た
め

精
神

機
能

の
障

害
が

生
じ

、

日
常
生
活
や

社
会

参
加

に
困

難
を

き
た

し
て

い
る

状
態

の
こ

と
を

い
う

。

精
神

疾
患

（
疾

病
・

病
気

）
←
治

療
の

対
象

と
し

て
の

と
ら

え
方

。

精
神

障
害

←
社

会
的

配
慮

の
対

象
と

し
て

の
と

ら
え

方
。

精
神
疾

患
の

種
類

4

40

katoyt
タイプライターテキスト

katoyt
タイプライターテキスト

katoyt
タイプライターテキスト

katoyt
タイプライターテキスト

katoyt
タイプライターテキスト

katoyt
タイプライターテキスト

katoyt
タイプライターテキスト

katoyt
タイプライターテキスト

katoyt
タイプライターテキスト

katoyt
タイプライターテキスト

katoyt
タイプライターテキスト

katoyt
タイプライターテキスト

katoyt
テキスト ボックス

　　（２）　圏域向け連絡会セミナー資料 

　　　




•
Ｆ
0：

症
状
性
を
含
む
器
質
性
精
神
障
害

ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
型
認
知
症
、
脳
血
管
性
認
知
症
な
ど

•
Ｆ
1：

精
神
作
用
物
質
使
用
に
よ
る
精
神
お
よ
び
行
動
の
障
害

ア
ル
コ
ー
ル
、
ア
ヘ
ン
、
大
麻

、
覚
醒
剤
・
カ
フ
ェ
イ
ン
な
ど
の

神
経
作
用
物
質
に
関
連
し
た
依
存
症
、
乱
用
、
中
毒
な
ど

•
Ｆ
2：

統
合
失
調
症
、
統
合
失
調
症
型
障
害
お
よ
び
妄
想
性
障
害

統
合

失
調

症
、

妄
想

性
障

害
、

統
合

失
調

感
情

障
害

な
ど

•
Ｆ
3：

気
分
(感

情
)障

害

主
と
し
て
気
分
が
障
害
さ
れ
る
も
の
で
う
つ
病
、
双
極
性
障
害
な
ど

•
Ｆ
4：

神
経
症
性
障
害
,ス

ト
レ
ス
関
連
障
害
お
よ
び
身
体
表
現
性
障
害

社
交

不
安

障
害

、
パ

ニ
ッ

ク
障

害
、

強
迫

性
障

害
、
PT
SD

、

解
離
性
（
転
換
性
）
障
害
な
ど

・
・

・
・

・
・

～
Ｆ
9ま

で
あ
る

主
な

精
神

疾
患

0

1
0
0

2
0
0

3
0
0

4
0
0

5
0
0

6
0
0 昭
和

3
0
年

3
5
年

4
0
年

4
5
年

5
0
年

5
5
年

平
成

2
年

1
7
年

ど
の
く
ら
い

患
者

さ
ん

が
い

る
の

？
（

受
診

者
数

）

（
厚

生
労

働
省

患
者

調
査

よ
り
作

成
）

6
0
年

人 口 十 万 あ た り の 受 診 者 の 割 合

2
0
年

1
2
年

7
年

高
血

圧

精
神

疾
患

結
核

悪
性

新
生

物
（
ガ
ン
な
ど
）

糖
尿

病

精
神

疾
患

を
も

つ
人

数

•認
知
症
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
約
４
６
０
万
人

（
受
診
数
は
５
０
～
６
０
万
人
）

•ア
ル
コ
ー
ル
依
存
症
・
・
・
・
・
・
約
８
０
万
人

（
受
診
数
は
６
～
７
万
人
）

•統
合
失
調
症
・
・
・
・
・
・
・
・
・
約
８
０
万
人

•気
分
障
害
・
・
・
・
・
・
・
・
・
約
１
０
０
万
人

•強
迫
性
障
害
・
・
・
・
・
・
・
・
約
１
０
０
万
人
？

•パ
ニ
ッ
ク
障
害
・
・
・
・
・
・
・
・
約
６
０
万
人
？

国
分

寺
市

（
人

口
12

万
人

）
で

は

•認
知

症
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

約
４

６
０

０
人

•ア
ル

コ
ー

ル
依

存
症

・
・

・
・

・
・

・
約

８
０

０
人

•統
合

失
調

症
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
約

８
０

０
人

•気
分

障
害

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

約
１

０
０

０
人

•強
迫

性
障

害
・

・
・

・
・

・
・

・
・

約
１

０
０

０
人

？

•パ
ニ

ッ
ク

障
害

・
・

・
・

・
・

・
・

・
約

６
０

０
人

？
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BI
O
‐P
SY
CH

O
‐S
O
CI
O

SO
CI
O

PS
YC
HO

BI
O

社
会

心
理

生
物

BI
O
・

生
物

的
存

在

生
き

物
と

し
て

動
物

と
し

て
の

存
在

の
レ

ベ
ル

PS
YC
H
O
・
心

理
的

存
在

感
情

、
思

考
、

意
思

な
ど

心
理

的
存

在
の

レ
ベ

ル

SO
CI
O
・
社
会
的
存
在

社
会

、
文

化
の

中
で

の
存

在
の

レ
ベ

ル
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そ
れ
ぞ
れ
の
存
在
は

密
接
に
影
響
し
あ
う
。

単
純
な
医
療
モ
デ
ル

BI
O
・
生

物
的

存
在

病
気

PS
YC
HO

・
心

理
的

存
在

症
状

SO
CI
O
・

社
会

的
存

在

問
題

原
因

結
果

こ
こ

ろ
の

病
気

に
よ

る
問

題
は

脳
の

病
気

の
結

果
だ

か
ら

、
脳

の
治

療
が

優
先

・
・

・
・

各
レ

ベ
ル

で
の

対
処

BI
O
・

生
物

的
存

在

神
経

活
動

の
ア

ン
バ

ラ
ン

ス

PS
YC
HO

・
心

理
的

存
在

精
神

症
状

SO
CI
O
・

社
会

的
存

在

社
会

的
問

題

薬
物
療
法

精
神
療
法

認
知
行
動
療
法

作
業
療
法

生
活
支
援
・
就
労
支

援
環
境
調
節

友
人
・
家
族

各
レ
ベ
ル
で

の
健

康
維

持

BI
O
・
生

物
的

存
在

生
物

的
健

康

PS
YC
HO

・
心

理
的

存
在

安
心

・
元

気

SO
CI
O
・

社
会

的
存

在

社
会

参
加

身
体
的
健
康

食
事
睡
眠
運
動
排
泄

趣
味
、
生
き
が
い

ス
ト
レ
ス
解
消

柔
軟
な
思
考

愚
痴
・
相
談

役
割
の
獲
得
維
持

良
好
な
人
間
関
係

生
活
の
安
定
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統
合
失
調
症
と
は

人
口

の
0.
7‐
1％

の
割

合
で

発
症

男
女

比
は

ほ
ぼ

１
：

１

平
均

的
発

症
年

齢
は

、
男

性
18

歳
、

女
性
25

歳
、

幻
聴

や
妄
想

な
ど

の
精

神
症

状
が

現
れ

る
。

服
薬

に
よ
り

多
く

の
場

合
症

状
改

善
が

み
ら

れ
る

。

疫
学

18

BI
O
・

生
物

的
存

在
病

気

ド
パ

ミ
ン
神

経
の

活
動

過
剰

？
ド

パ
ミ

ン
レ

セ
プ

タ
の

過
敏

性

PS
YC
HO

・
心

理
的

存
在

症
状

幻
聴

・
妄

想
・

感
情

平
板

化
不

眠
・

思
考

障
害

SO
CI
O
・

社
会

的
存

在
問

題

引
き

こ
も

り
・

不
登

校
人

間
関

係
問

題

中
脳

皮
質

系
黒

質
線

条
体

系

中
脳

辺
縁

系

漏
斗

下
垂

体
系
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幻
聴

の
疑

似
体

験

•h
tt
p:
//
w
w
w
.m

en
ta
l‐n

av
i.n
et
/t
og
os
hi
cc
ho

sh
o/
vi
rt
ua
l/i
nd

ex
.h
tm

l

幻
聴
・

妄
想

へ
の

対
応

•妄
想

内
容

に
つ

い
て

、
議

論
や

説
得

は
う

ま
く

い
か

な
い

こ
と

が
多

く
、

か
え

っ
て

妄
想

を
強

固
に

す
る

こ
と

も
。

•つ
ら

い
気

持
ち

へ
の

共
感

を
伝

え
る

。

•事
実

関
係

に
つ

い
て

は
、

シ
ン

プ
ル

に
伝

え
る

。

22

統
合

失
調

症
の

陰
性

症
状

•感
情
の
起
伏

が
乏

し
く

な
る

。

•意
欲
が
減
退

し
、

好
き

だ
っ

た
こ
と
に
も
関

心
が

弱
く

な
る

。

•身
だ
し
な
み

に
無

頓
着

に
な

っ
た

り
、

人
と

会
う

の
を

避
け

る
よ

う
に

な
り
、
自
室
に

ひ
き

こ
も

る
人

も
い

る
。

陰
性
症

状
へ

の
対

応

•回
復

期
は

数
か

月
か

ら
年

の
単

位
で

休
息

が
必

要
。

•「
甘

え
」

「
依

存
」

と
叱

咤
激

励
し

て
も

う
ま

く
い

か
な

い
。

•本
人

が
で

き
る

こ
と

、
し

た
い

こ
と

を
一

緒
に

や
る

こ
と

か
ら

ア
プ

ロ
ー

チ
す

る
。

24
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•記
憶

す
る

、
注

意
を

集
中

さ
せ

る
、
計

画
を

立
て

る
、

判
断

す
る

な
ど

の
能

力
が

低
下

す
る
。

•考
え

方
が

か
た

く
な

に
な

り
、

柔
軟
な

対
応

が
で

き
に

く
く

な
る

。

統
合

失
調

症
の

認
知

機
能

障
害

25

時
間

の
流

れ

前
駆

期

急
性

期

回
復

期

良 好 精 神 状 態 不 良

26

統
合
失
調
症

の
経

過

統
合

失
調

症
の

経
過

症
状

の
再

燃
を

繰
り

返
す

と
慢

性
化

し
陰
性

症
状

や
認

知
障

害
が

重
篤

に
な

っ
て

い
く

い
か

に
再

燃
を

起
こ

さ
な
い

か
が

重
要

！
！

27

治
療

を
継

続
す

る
こ

と
で

、

約
20

％
は

非
常

に
良

好
な

経
過

を
た

ど
る

。

40
～
50

％
は

症
状

を
残

し
な

が
ら

も
、

日
常

生
活

を
営

む
こ

と
が

で
き

る
よ

う
な

回
復

を
歩

む
。

20
～
30

％
は

、
急

性
の

精
神

病
性

エ
ピ

ソ
ー

ド
を

く
り

か
え

し
た

り
、

陰
性

症
状

、
生

活
障

害
が

目
立

っ
て

、
さ

ま
ざ

ま
な

社
会

支
援

を
必

要
と

す
る

。

統
合
失
調
症

の
経

過

28
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•陽
性
症
状

•陰
性
症
状

•認
知
機
能
障

害

統
合

失
調

症
の

症
状

29

実
在

し
な

い
声

が
聞

こ
え

た
る
(幻

聴
)

あ
り

え
な

い
こ

と
を

信
じ

込
む
(妄

想
)

考
え

の
ま

と
ま

り
が

な
く

な
る

悪
口

が
声

と
な

っ
て

聞
こ

え
て

く
る

、
自

分
の

考
え

や
行

動
が

他
人
に

コ
ン

ト
ロ

ー
ル

さ
れ

て
い

る
と

感
じ

る
、

考
え

が
周

囲
の
人

に
伝

わ
る

、
な

ど
の

異
常

体
験

が
起

き
る

。

統
合
失
調
症

の
陽

性
症

状

30

•抗
精
神
病

薬
（

幻
覚

妄
想

、
思

路
障

害
を

改
善

）

•抗
う
つ
薬

（
意

欲
低

下
、

憂
鬱

な
気

分
を

改
善

）

•抗
不
安
薬

（
不

安
感

、
焦

燥
感

を
改

善
）

•睡
眠
薬

•気
分
調
整

薬
（

躁
鬱

の
波

を
抑

え
る

）

•抗
痙
攣
薬

（
け

い
れ

ん
発

作
を

防
止

）

精
神

疾
患

の
治

療
で

使
わ

れ
る
薬
（
向
精
神
薬
） 31

剤
形

の
色

々

•錠
剤

、
カ

プ
セ

ル
剤

•散
剤

、
顆

粒

•液
剤

•持
続

性
注

射

精
神
疾
患
の

治
療

で
使

わ
れ

る
薬

（
向

精
神

薬
） 32
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•薬
物

療
法

を
し

な
い

と
、
70

〜
80

％
が

診
断

時
か

ら
1年

以
内

に
統

合
失

調
症
の
症
状
を

再
発

•十
分

に
安

定
し

て
い

た
患

者
の

薬
物

療
法

を
中

断
し

た
研

究
で

は
、
75

％
の

患
者

が
6‐
24

ヶ
月

以
内

に
再

発
す

る
と

報
告

さ
れ

て
い

る

•継
続

的
に

薬
を

服
用

す
る

と
、

再
発

率
は
20

〜
30

％
程

度

薬
を

や
め

る
と

ど
う

な
る

か
？

•
一

般
的

に
服

薬
を
「

不
自

然
」

「
薬

に
頼

る
」

と
し

て
嫌

悪
す

る
風

潮
が

あ
り

、
向

精
神

薬
に

関
す

る
抵

抗
感

は
さ

ら
に

強
い

。
本

人
や

家
族

だ
け

で
な

く
福

祉
や

医
療

関
係

者
で

も
、

服
薬

を
や

め
さ

せ
よ

う
と

す
る

人
ま

で
い

る
。

•
抗

精
神

病
薬

や
気
分

調
整

薬
、

抗
う

つ
薬

な
ど

は
、

症
状

が
な

く
て

も
定

期
的

に
継

続
し

て
服

用
す

る
こ

と
が

非
常

に
大

事
。

•
た

だ
し

、
日

本
の
医

師
は

多
剤

大
量

処
方

の
傾

向
が

あ
り

、
今

の
薬

の
種

類
や

量
が

適
切

な
の

か
に

関
し

て
は

、
医

師
を

交
え

て
の

検
討

が
繰

り
返

し
必

要
。

服
薬
に
関
し

て

34

35

•支
持
的

精
神

療
法

•認
知
行

動
療

法

•対
人
関

係
療

法

•集
団
精

神
療

法

•デ
イ
ケ

ア

精
神
疾
患
の

治
療

・
精

神
療

法

36
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様
々
な
精
神
疾
患

精
神

症
状

•
感

情
憂

う
つ

な
気

分
、

不
安

や
焦

燥
感

•
意

欲
何

を
す

る
の

も
お

っ
く

う
で

、
面

倒
に

な
る

•
思

考
考

え
が

ま
と

ま
ら

ず
、

集
中

力
が

な
く

な
る

「
不

治
の

病
に

か
か

っ
て

し
ま

っ
た

。
」

「
破

産
し

て
も

う
や

っ
て

い
け

な
い

。
」

な
ど

の
妄

想

身
体

症
状

•
睡

眠
障

害
、

食
欲

低
下

、
下

痢
・

便
秘

、
頻

尿
、

性
欲

減
退

、
口

渇
、

腰
痛

な
ど

う
つ
病

38

•初
発
の

う
つ

病
患

者
さ

ん
の

概
ね

５
０
％

は
再

発
を

経
験

す
る
。
再

発
を

繰
り

返
す

と
よ

り
再

発
の
可

能
性

が
増

え
る

。

•治
療
効

果
が

出
て

す
ぐ

服
薬

を
や

め
る
と

４
０

～
６

０
％

が
再
発
す

る
。

•服
用
継

続
し

て
い

る
場

合
の

再
発

率
は
１

０
～

２
０

％

•４
～
６

ヶ
月

安
定

し
た

状
態

が
続

い
た
後

で
も

、
服

薬
中

断
す
る
と

１
０

～
１

５
％

は
８

週
間

以
内
に

再
発

す
る

。

う
つ

病

39

•双
極

性
障

害
は

、
「

躁
状

態
」

と
呼

ば
れ

る
気

分
が

高
ぶ

る
時

期
と

、
「

う
つ

状
態

」
と

呼
ば

れ
る

気
分

が
低

下
す

る
時

期
が

、
交

代
し

て
出

現
す

る
病

気

•躁
う

つ
の

間
で

何
の

症
状

も
な

い
時

期
も

あ
る

•気
分

調
整

薬
で

の
継

続
治

療
が

必
要

服
薬

で
再

発
率

を
30

～
40

％
ま

で
減

少
で

き
る

が
、

躁
を

経
験

し
た

回
数

が
多

い
ほ

ど
、

躁
が

ま
た

起
こ

る
可

能
性

は
高

ま
る

。

双
極
性
障
害

（
躁

鬱
病

）

40
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•強
迫

観
念

自
分
の
意

思
に

反
し

て
、

不
合

理
な

考
え

や
イ

メ
ー

ジ
が

頭
に

繰
り
返
し
浮
か
ん

で
く

る
。

•強
迫

行
為

不
安
を
打

ち
消

す
た

め
に

無
意

味
な

行
為

を

繰
り
返
す

。

強
迫

性
障

害

41

・
バ

イ
菌

な
ど

に
汚

染
さ

れ
た

の
で

は
と

い
う

不
安

か
ら

、
何

度
も

手
を

洗
っ

た
り

、
何

時
間

も
お

風
呂

に
入

る
。

・
ド

ア
の

鍵
や

ガ
ス

の
火

を
、

何
度

も
確

認
す

る
。

・
衣

服
を

着
る

と
き

や
外

出
の

前
の

支
度

な
ど

、
必

ず
決

め
ら

れ
た

順
序

で
行

わ
な

い
と

満
足

で
き

ず
、

う
ま

く
い

か
な

い
と

最
初

か
ら

や
り

直
す

。

・
い

つ
か

ま
た

使
う

の
で

は
な

い
か

と
い

う
思

い
か

ら
も

の
を

捨
て

ら
れ

ず
、

家
の

中
が

不
要

な
も

の
で

埋
め

尽
く

さ
れ

る
。

強
迫
性
障
害

42

•パ
ニ
ッ
ク
発
作

突
然
の
動
悸
や
呼

吸
困

難
、

発
汗

、
め

ま
い
な

ど
身

体
症

状
と

と
も

に
強
い
不
安
や
恐
怖

感
を

伴
う

。

•予
期
不
安

ま
た
発
作
を
起
こ

す
の

で
は

な
い

か
と

い
う
、

強
い

恐
怖

感
や

不
安

感
が

生
ま
れ
る
。

•広
場
恐
怖

逃
げ
場
の
な
い
よ

う
な

場
所

、
大

勢
の

人
が
集

ま
る

場
所

、
過

去
に

発
作

を
起
こ
し
た
場
所
を

避
け

る
よ

う
に

な
る

。

パ
ニ

ッ
ク

障
害

43

精
神
障
害
者
の
処
遇
の
歴
史

50



•１
９

０
０

年
頃

～
１

９
５

０
年

頃

座
敷

牢
と

シ
ョ

ッ
ク

療
法

•１
９

５
０

年
頃

～
２

０
０

０
年

精
神

病
院

と
薬

物
療

法

•２
０

０
０

年
頃

～

地
域

生
活

と
ピ

ア
活

動

45

相
馬

事
件

：

旧
中

村
藩

主
、

相
馬

誠
胤

（
そ

う
ま

と
も

た
ね

）
が

統
合

失
調

症
の

た
め

自
宅

監
禁

の
後

、
東

京
府

癲
狂

院
へ

入
院

。

18
83

年
、

旧
藩

士
の

錦
織

剛
清

（
に

し
ご

り
た

け
き

よ
）

は
家

族
に

よ
る

不
当

監
禁

で
あ

る
と

し
て

関
係

者
を

告
発

。
18
87

年
、

錦
織

は
相

馬
誠

胤
が

入
院

し
て

い
た

東
京

府
癲

狂
院

に
侵

入
し

、
相

馬
誠

胤
の

身
柄

を
奪

取
。

精
神

障
害

者
の

処
遇

の
歴

史

•１
９

０
０
年

頃
～

１
９

５
０

年
頃

“座
敷

牢
と

シ
ョ

ッ
ク

療
法

の
時

代
”

１
９
０
０
年
制

定
の

精
神

病
者

監
護

法
で

私
宅
監
置
（
座

敷
牢

）
が

法
制

化
さ

れ
た

。

有
効
な
薬
は
な

く
、

発
熱

療
法

、
イ

ン
シ

ュ
リ

ン
シ

ョ
ッ

ク
（
19

33
年

～
）

、
電

気
け

い
れ

ん
療

法
（
19
38

年
～

）
な

ど
が

行
わ

れ
て

い
た

。

47

「
わ

が
邦

十
何

万
の

精
神

病
者

は
、

実
に

病
を

受
け
た

る
不

幸
の

外
に

、
こ

の
邦

に
生

ま
れ

た
る

の
不

幸
を

重
ぬ

る
も

の
と

云
う

べ
し

」

呉
秀

三
（
18
65

年
‐1

93
2年

）

東
京

帝
国

大
学

医
科
大

学
教

授
（

精
神

病
学

講
座

）
日

本
に

お
け

る
精

神
病

学
の

創
立

者

51



•１
９
５

０
年

頃
～

２
０

０
０

年

“精
神

病
院

と
薬

物
療

法
の
時
代
”

１
９
５

０
年

私
宅

監
置

廃
止

、
民

間
精

神
病

院
が

増
加

。

１
９
５

５
年

ク
ロ

ル
プ

ロ
マ

ジ
ン

発
売

薬
で
の

治
療

が
可

能
に

な
り

、
欧

米
で

は
徐

々
に

精
神

病
院

の
縮
小

廃
止

へ
と

進
む

。

49

精
神

障
害

者
の

処
遇

の
歴

史

ラ
イ
シ
ャ
ワ

ー
大

使
刺

傷
事

件

ラ
イ

シ
ャ

ワ
ー

駐
日

ア
メ

リ
カ

大
使

が
19
64

年
（

昭
和
39

年
）
3月

に
ア

メ
リ

カ
大

使
館

門
前

で
統

合
失

調
症

の
少

年
に

ナ
イ

フ
で

大
腿

を
刺

さ
れ

重
傷

を
負

い
、

治
療

の
際

の
輸

血
が

元
で

肝
炎

に
罹

患
。

51
52

厚
生

労
働

省
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
よ

り
転

載
ht
tp
s:
//
w
w
w
.m

hl
w
.g
o.
jp

52



•２
０
０
０
年

頃
～

“地
域
生
活

と
ピ

ア
活

動
の

時
代
”

１
９
９
４
年

訪
問
看
護
の
対
象
が
全
て
の
年
齢
層
に
拡
大

１
９
９
６
～
２
０
０
８
年

非
定

型
抗

精
神

病
薬

の
発

売
１
９
９
７
年

ア
メ
リ
カ
で
Ｗ
Ｒ
Ａ
Ｐ
が
開
発
さ
れ
る

１
９
９
９
年

精
神
障
害
者
地
域
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー
法
定
化

２
０

０
０

年
TB

S「
筑
紫
哲
也
の
ニ
ュ
ー
ス
２
３
」
で

北
海
道
浦
河
の
べ
て
る
の
家
か
ら
全
国
に
生
中
継

２
０
０
１
年

べ
て
る
の
家
で
当
事
者
研
究
始
ま
る

２
０
０
１
年

大
阪
府
で
精
神
障
害
者
ピ
ア
ヘ
ル
パ
ー
の
養
成
講
座
始
ま
る

２
０
０
２
年

精
神
障
害
者
向
け
の
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
制
度
開
始

２
０
０
３
年

国
府
台
病
院
で
Ａ
Ｃ
Ｔ
の
研
究
事
業
開
始

54

精
神

障
害

者
の

処
遇

の
歴

史

当
事
者
研
究

53



ピ
ア

活
動

の
時

代
•相

互
的

ピ
ア

サ
ポ

ー
ト

は
、

言
葉

と
し

て
現

れ
る

前
か

ら
存

在
し

て
い

た
が

、
よ

り
意

識
的
に

行
わ

れ
る

よ
う

に
な

っ
て

き
た

。

•最
近

に
な

り
、

病
と

リ
カ

バ
リ

ー
の
経

験
を

自
ら

の
専

門
性

と
し

た
、
“支

援
者
”と

し
て

の
ピ

ア
サ

ポ
ー

タ
ー

・
ピ
ア

ス
ペ

シ
ャ

リ
ス

ト
・

ピ
ア

ス
タ
ッ

フ
が

存
在

感
を

増
し

て
き

て
い

る
。

リ
カ
バ
リ
ー

•リ
カ

バ
リ

ー
は
、

疾
患

か
ら

の
完

治
や

発
症

以
前

と
同

じ
状

況
に

戻
る

こ
と

を
指

し
示

す
の

で
は

な
く

、
「

精
神

疾
患

の
破

局
的

な
影

響
を

乗
り

越
え

て
、

人
生

の
新

し
い

意
味

と
目

的
を

創
り

出
す

こ
と

」
（
An

th
on

y）
を

指
す

。

精
神

障
害

の
あ

る
人

が
、

そ
れ

ぞ
れ

、
自

分
が

求
め

る
生

き
方

を
主

体
的

に
追

求
し

て
行

く
過

程
を

言
い

、
支

援
者

側
に

も
、

リ
カ

バ
リ

ー
志

向
の

支
援

が
求

め
ら

れ
る

。

58

生
活
の
し
づ

ら
さ

の
要

因

•認
知

機
能

障
害
の

影
響

•対
人

関
係

の
問
題

•生
活

経
験

の
不
足

•病
気

と
障

害
の
併

存

60
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認
知

機
能

障
害

の
影

響

•物
事
の
段
取
り

が
苦

手

•と
っ
さ
の
出
来

事
、

予
定

外
の

こ
と

な
ど

状
況

の
変

化
に

も
ろ

く
、

臨
機

応
変
に
い
か
な

い

•あ
い
ま
い
な
状

況
、

複
数

の
課

題
に

戸
惑

う

•全
体
的
な
把
握

や
総

合
的

判
断

が
苦

手
と

な
り

、
細

か
い

こ
と

に
こ

だ
わ

り
、
考
え
が
か

た
く

な
に

な
り

が
ち

•物
事
に
慣
れ
る

の
に

時
間

が
か

か
る

•エ
ネ
ル
ギ
ー
配

分
が

苦
手

で
、

上
手

に
休

め
な

い
・

集
中

力
が

続
か

な
い

。 61

対
人
関

係
の

問
題

•傷
つ

き
や

す
く

、
う

ま
く

自
分

の
気

持
ち

を
表

現
で

き
な

い

•他
人

へ
配

慮
し

た
言

動
が

難
し

く
、

気
を

つ
か

い
す

ぎ
て

疲
れ

る

•話
が

飛
ぶ

、
話

が
続

か
な

い
、

判
断

・
評

価
が

的
外

れ
に

な
る

•人
に

物
事

を
頼

む
の

が
下

手
で

（
一

人
で

行
き

詰
る

か
、

全
面

依
存

）
ま

た
、

う
ま

く
断

れ
な

い
（

引
き

受
け

て
困

る
か

、
拒

絶
と

い
っ

た
極

端
な

行
動

）

62

生
活

経
験

の
不

足

•１
０
代
後
半

で
発

症
す

る
と

、
自

立
に

向
け

た
生

活
経

験
を

積
む

機
会

を
失
っ
て
し
ま

う
。

•長
期
入
院
や

繰
り

返
し

の
入

院
を

し
た

場
合

、
生

活
能

力
が

乏
し

く
な

り
、

主
体
的
な
行

動
が

と
れ

な
く

な
る

、
い

わ
ゆ

る
「

施
設

症
」

と
な

る
。

63

精
神

症
状

社
会

参
加

の
制

限

生
活

経
験

の
不

足

生
活

の
し

づ
ら

さ

64
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病
気

と
障

害
の

併
存

•病
気

←
治

療
の

対
象

と
し

て
の

と
ら

え
方

。

（
通

常
治

療
な

ど
に

よ
り

変
化

す
る

と
想

定
）

•障
害

←
社

会
的

配
慮

の
対

象
と

し
て

の
と

ら
え

方
。

（
通

常
あ

る
程

度
固

定
し

た
状

態
を

想
定

）

•他
の
障
害
に

比
べ

て
精

神
障

害
は

病
気

の
変
動

に
伴

い
、

障
害

の
状

態
も

変
動
す
る
。

•昨
日
で
き
て

い
た

こ
と

が
今

日
は

で
き

な
い
こ

と
も

あ
る

。

•で
き
る
こ
と

で
き

な
い

こ
と

が
、

周
囲

に
も
本

人
に

も
わ

か
り

に
く

い
。

65

何
を
ど
う
配

慮
す

る
の

か
？

•同
じ

病
気

で
も
個

々
人

に
よ

っ
て

症
状

も
異

な
る

、
元

々
の

能
力

や
性

格
も

違
う

。

•仕
事

の
中

で
何
が

困
難

な
の

か
、

何
を

配
慮

す
る

と
能

力
が

発
揮

で
き

る
の

か
は

、
仕

事
を

し
て

い
く

中
で

こ
そ

発
見

で
き

る
。

•そ
の

発
見

の
過
程

や
試

行
錯

誤
に

付
き

合
う

こ
と

こ
そ

、
精

神
障

害
に

対
す

る
合

理
的

配
慮

と
し

て
必

要
な

こ
と

。

•医
者
は
就
労
能

力
は

よ
く

わ
か

ら
な

い

•本
人
不
在
の
情

報
交

換
は

ダ
メ

•本
人
に
寄
り
添

い
情

報
を

仲
介

す
る

支
援

者

67

職
場

と
医

療
の

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
？

医
者
は
就
労
能
力
は
よ
く
わ
か
ら
な
い

•外
来

診
療

だ
け

だ
と

、
情

報
源

は
ほ

と
ん

ど
本

人
の

言
葉

の
み

で
。

実
際

の
生

活
状

況
を

見
る

機
会

が
な

い
。

•精
神

症
状

の
程

度
と

就
労

能
力

は
必

ず
し

も
一

致
し

な
い

。

•ほ
と

ん
ど

の
医

者
は

、
職

場
と

し
て

医
療

の
世

界
し

か
知

ら
な

い
。

様
々

な
職

場
で

必
要

と
さ

れ
る

能
力

に
つ

い
て

の
知

識
も

常
識

も
乏

し
い

。
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本
人
不
在
の

情
報

交
換

は
ダ

メ

•守
秘

義
務

が
あ
る

の
で

、
職

場
か

ら
の

問
い

合
わ

せ
に

は
答

え
ら

れ
な

い
。

受
付

で
「

お
答

え
で

き
ま

せ
ん

」
だ

け
し

か
対

応
し

な
い

医
師

も

•病
状

悪
化

の
サ
イ

ン
や

職
場

で
の

様
子

に
つ

い
て

の
情

報
は

重
要

だ
が

、
「

本
人

に
は

内
緒

で
・

・
・

」
で

も
た

ら
さ

れ
た

情
報

は
診

療
の

中
で

活
か

せ
な

い
。

•本
人

に
オ

ー
プ
ン

な
場

で
の

情
報

交
換

が
原

則
。

本
人

に
寄

り
添

い
情

報
を

仲
介
す
る
支
援
者

•職
場
環
境
や

本
人

の
生

活
状

況
・

病
状

な
ど

の
こ

と
を

あ
る

程
度

把
握

し
、

本
人
と
相
談

し
な

が
ら

情
報

の
仲

介
を

し
て

も
ら

え
る

支
援

者
が

必
要

。

•就
労
支
援
事

業
所

•訪
問
看
護

•相
談
支
援
事

業
所

・
・

・
精

神
疾

患
を

持
ち

な
が

ら
人

生
を

歩
ん

で
い

る
人

は
い

わ
ゆ

る
健

常
者

よ
り

も
重

い
荷

物
を

背
負

っ
て

い
ま

す
。

い
た

わ
り

と
尊

敬
の

念
を

も
っ

て
接

し
ま

し
ょ

う
。
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発
達

障
害

と
は

何
か

知
名

⻘
⼦

障
害

者
職

業
総

合
セ

ン
タ

ー

2
0
1
8
.1

0
.3

1

精
神

障
害

者
就

労
定

着
⽀

援
連

絡
会

シ
リ

ー
ズ

第
２

回

〜
企

業
に

お
け

る
就

労
・

定
着

⽀
援

の
現

状
と

課
題

〜

は
じ

め
に

発
達

障
害

と
は

何
か

？
は

じ
め

に
発

達
障

害
と

は
何

か
？

本
研

修
の

流
れ

２
．

職
場

で
起

き
や

す
い

問
題

と
対

応
例

２
．

職
場

で
起

き
や

す
い

問
題

と
対

応
例

４
．

企
業

に
お

け
る

就
労

定
着

⽀
援

の
現

状
と

課
題

４
．

企
業

に
お

け
る

就
労

定
着

⽀
援

の
現

状
と

課
題

１
．

発
達

障
害

者
が

事
例

化
す

る
背

景
１

．
発

達
障

害
者

が
事

例
化

す
る

背
景

お
わ

り
に

お
わ

り
に

職
業

準
備

性
未

達
成

に
よ

る
課

題
の

⽀
援

の
た

め
に

３
．

就
労

継
続

事
例

に
み

る
適

応
の

ポ
イ

ン
ト

３
．

就
労

継
続

事
例

に
み

る
適

応
の

ポ
イ

ン
ト

2

は
じ

め
に

発
達

障
害

と
は

何
か

？

発
達

障
害

は
様

々
な

障
害

を
包

括
す

る
概

念
で

あ
る

時
期

原
因

表
出

す
る

問
題

発
達

期
（

概
ね

18
歳

頃
ま

で
）

様
々

な
原

因
に

よ
っ

て
中

枢
神

経
系

に
何

ら
か

の
障

害
が

⽣
じ

た
た

め
に

認
知

・
⾔

語
・

学
習

・
運

動
・

社
会

性
の

ス
キ

ル
の

獲
得

に
困

難
が

⽣
じ

る

発
達

障
害

者
⽀

援
法

に
よ

る
発

達
障

害
と

は
？

3
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広
汎

性
発

達
障

害
（

⾃
閉

症
・

ア
ス

ペ
ル

ガ
ー

症
候

群
・

そ
の

他
の

特
定

不
能

の
広

汎
性

発
達

障
害

）
学

習
障

害

注
意

⽋
陥

多
動

性
障

害

発
達

性
⾔

語
障

害
発

達
性

運
動

協
調

障
害

等
々

発
達

障
害

者
⽀

援
法

の
範

囲

発
達

障
害

に
含

ま
れ

る
診

断
名

知
的

障
害

脳
性

ま
ひ

⼗
数

年
前

ま
で

の
認

識

医
学

的
診

断
に

よ
る

発
達

障
害

の
範

囲
・

D
SM

-5
IC

D
-1

0に
よ

る
定

義

4

発
達

障
害

者
⽀

援
法

（
平

成
17

年
4⽉

1⽇
か

ら
施

⾏
）

に
お

い
て

「
発

達
障

害
」

と
は

、
⾃

閉
症

、
ア

ス
ペ

ル
ガ

ー
症

候
群

そ
の

他
の

広
汎

性
発

達
障

害
、

学
習

障
害

、
注

意
⽋

陥
多

動
性

障
害

、
そ

の
他

こ
れ

に
類

す
る

脳
機

能
の

障
害

で
あ

っ
て

、
そ

の
症

状
が

通
常

低
年

齢
に

お
い

て
発

現
す

る
も

の
と

し
て

政
令

で
定

め
る

も
の

を
い

う
。

①
⾃

閉
症

、
ア

ス
ペ

ル
ガ

ー
症

候
群

そ
の

他
の

広
汎

性
発

達
障

害

②
学

習
障

害

③
注

意
⽋

陥
多

動
性

障
害

④
そ

の
他

こ
れ

に
類

す
る

脳
機

能
の

障
害

で
あ

っ
て

、
そ

の
症

状
が

通
常

低
年

齢
に

お
い

て
発

現
す

る
も

の
と

し
て

政
令

で
定

め
る

も
の

発
達

障
害

の
⾏

政
的

定
義

5

学
習

障
害

と
は

、
基

本
的

に
は

全
般

的
な

知
的

発
達

に
遅

れ
は

な
い

が
、

聞
く

、
話

す
、

読
む

、
書

く
、

計
算

す
る

⼜
は

推
論

す
る

能
⼒

の
う

ち
特

定
の

も
の

の
習

得
と

使
⽤

に
著

し
い

困
難

を
⽰

す
様

々
な

状
態

を
指

す
も

の
で

あ
る

。

学
習

障
害

は
、

そ
の

原
因

と
し

て
、

中
枢

神
経

系
に

何
ら

か
の

機
能

障
害

が
あ

る
と

推
定

さ
れ

る
が

、
視

覚
障

害
、

聴
覚

障
害

、
知

的
障

害
、

情
緒

障
害

な
ど

の
障

害
や

、
環

境
的

な
要

因
が

直
接

の
原

因
と

な
る

も
の

で
は

な
い

。

→
資

料
１

p.
17

2

学
習

障
害

の
定

義
（

現
⾏

の
⽂

部
科

学
省

の
定

義
）

6

注
意

⽋
陥

・
多

動
性

障
害

の
診

断
項

⽬
（

注
意

⽋
如

・
多

動
症

）

a)
綿

密
に

注
意

す
る

こ
と

が
で

き
な

い
、

ま
た

は
不

注
意

な
過

ち
を

お
か

す

b)
注

意
を

持
続

す
る

こ
と

が
困

難
で

あ
る

c)
直

接
話

し
か

け
ら

れ
た

と
き

に
聞

い
て

い
な

い
よ

う
に

⾒
え

る

d)
指

⽰
に

従
っ

て
や

り
遂

げ
る

こ
と

が
で

き
な

い

e)
課

題
や

活
動

を
整

理
す

る
こ

と
が

困
難

で
あ

る

f)
精

神
的

努
⼒

を
継

続
す

る
課

題
を

避
け

る
、

嫌
う

、
ま

た
は

い
や

い
や

⾏
う

g)
課

題
に

必
要

な
も

の
を

な
く

す

h)
外

か
ら

の
刺

激
に

よ
っ

て
注

意
を

そ
ら

さ
れ

る

i)
⽇

課
を

忘
れ

る不
注

意
a)

⼿
⾜

を
そ

わ
そ

わ
と

動
か

し
、

ま
た

は
い

す
の

上
で

も
じ

も
じ

す
る

b)
座

っ
て

い
る

こ
と

を
要

求
さ

れ
る

状
況

で
じ

っ
と

し
て

い
ら

れ
な

い
c)

不
適

切
な

状
況

で
、

⾛
り

回
っ

た
り

⾼
い

所
へ

上
っ

た
り

、
過

度
に

動
き

回
っ

た
り

す
る

d)
過

度
に

⼤
声

で
騒

々
し

い
e)

“じ
っ

と
し

て
い

な
い

”ま
た

は
、

ま
る

で
“エ

ン
ジ

ン
で

動
か

さ
れ

る
よ

う
に

”⾏
動

す
る

。
ほ

か
の

⼈
か

ら
は

落
ち

着
き

が
な

く
、

じ
っ

と
し

続
け

る
の

が
困

難
な

よ
う

に
⾒

え
る

f)
し

ゃ
べ

り
す

ぎ
る

g)
質

問
が

終
わ

る
前

に
出

し
抜

け
に

答
え

始
め

て
し

ま
う

h)
順

番
を

待
つ

こ
と

や
並

ん
で

待
つ

こ
と

が
困

難
で

あ
る

i)
他

⼈
の

邪
魔

を
し

た
り

⼲
渉

す
る

多
動

性
／

衝
動

性

7

→
資

料
１

p.
17

3
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注
意

⽋
陥

・
多

動
性

障
害

（
注

意
⽋

如
・

多
動

症
）

◆
不

注
意

、
多

動
性

お
よ

び
衝

動
性

に
つ

い
て

⻘
年

、
成

⼈
（

17
歳

以
上

）
で

は
少

な
く

と
も

５
つ

以
上

存
在

し
、

社
会

⽣
活

や
学

校
⽣

活
を

営
む

上
で

⽀
障

が
あ

る

◆
著

し
い

不
適

応
が

学
校

や
家

庭
な

ど
の

複
数

の
場

⾯
で

認
め

ら
れ

る
。

◆
成

⼈
期

に
は

多
動

性
の

問
題

が
改

善
さ

れ
て

い
る

事
例

（
AD

D）
が

多
い

。

8

広
汎

性
発

達
障

害

19
40

年
代

に
L.

 カ
ナ

ー
や

H.
 ア

ス
ペ

ル
ガ

ー
に

よ
っ

て
症

例
が

報
告

さ
れ

た
障

害

⾃
閉

症
や

ア
ス

ペ
ル

ガ
ー

症
候

群
な

ど
を

含
む

⾏
動

⾯
で

の
特

徴
が

⽬
⽴

つ
障

害
で

あ
る

が
、

そ
の

現
れ

⽅
は

多
様

で
あ

る

療
育

や
教

育
そ

の
他

の
場

で
、

課
題

改
善

の
た

め
の

⽀
援

が
⾏

わ
れ

て
い

る

→
資

料
１

p.
17

4 9

定
型

発
達

特
定

不
能

の
広

汎
性

発
達

障
害

ア
ス

ペ
ル

ガ
ー

症
候

群
⾼

機
能

⾃
閉

症
⾃

閉
症

⾃
閉

症
ス

ペ
ク

ト
ラ

ム
障

害
（

Ａ
Ｓ

Ｄ
）

定
型

発
達

か
ら

典
型

的
な

⾃
閉

症
ま

で
を

⾃
閉

症
の

強
弱

で
⼀

続
き

で
あ

る
と

み
な

す広
汎

性
発

達
障

害
（

Ｐ
Ｄ

Ｄ
）

井
上

勝
夫

（
20

11
精

神
経

誌
11

3巻
11

号
）

「
⼤

⼈
の

PD
D診

断
は

ど
う

あ
る

べ
き

か
」

よ
り

再
構

成

10

広
汎

性
発

達
障

害
・

⾃
閉

症
ス

ペ
ク

ト
ラ

ム
の

特
性

が
組

み
合

わ
さ

っ
て

多
様

な
特

徴
を

⽰
す

こ
だ

わ
り

の
問

題
活

動
や

興
味

の
範

囲
が

著
し

く
制

限
さ

れ
て

い
る

社
会

性
や

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
の

問
題

⼈
へ

の
反

応
性

や
関

⼼
が

乏
し

す
ぎ

た
り

、
逆

に
、

⼤
き

す
ぎ

た
り

し
て

、
対

⼈
関

係
が

う
ま

く
結

べ
な

い
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

を
と

る
時

に
、

⾔
葉

や
表

情
・

ジ
ェ

ス
チ

ャ
ー

な
ど

の
⼿

段
を

う
ま

く
使

え
な

い

感
覚

の
特

異
性

の
問

題
感

覚
が

過
敏

⇔
反

応
が

乏
し

い

知
的

発
達

の
遅

れ
と

偏
り

知
的

障
害

を
伴

う
場

合
が

多
い

が
、

知
的

障
害

を
伴

わ
な

い
場

合
も

あ
る

。
知

能
検

査
の

下
位

検
査

項
⽬

の
成

績
に

著
し

い
ば

ら
つ

き
が

あ
る

こ
と

が
多

い
。

11
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特
性

の
組

み
合

わ
せ

と
い

う
視

点

・
３

つ
の

特
徴

が
組

み
合

わ
さ

っ
て

い
る

こ
と

は
共

通
。

・
知

的
障

害
の

有
無

や
３

つ
の

特
徴

の
現

れ
⽅

は
多

様

・
そ

の
た

め
⼀

⾒
、

全
く

異
な

る
障

害
の

よ
う

に
⾒

え
る

・
「

⾃
閉

症
の

特
徴

の
さ

ま
ざ

ま
な

現
れ

⽅
」

を
表

す
「

⾃
閉

症
ス

ペ
ク

ト
ラ

ム
」

を
⽤

語
と

し
て

使
う

こ
と

も
あ

る
。

広
汎

性
発

達
障

害
の

場
合

知
的

障
害

を
伴

う
知

的
障

害
が

軽
度

知
的

障
害

を
伴

わ
な

い

⾼
機

能
⾃

閉
症

と
い

う
こ

と
も

あ
る

等 12

発
達

障
害

と
⼿

帳
〜

基
本

的
な

考
え

⽅
〜

療
育

⼿
帳

の
対

象
精

神
障

害
者

保
健

福
祉

⼿
帳

の
対

象

知
的

障
害

者
福

祉
法

発
達

障
害

者
⽀

援
法

発
達

障
害

は
精

神
障

害
者

保
健

福
祉

⼿
帳

の
対

象
障

害
で

あ
る

W
HO

（
世

界
保

健
機

関
）

の
IC

D-
10

（
国

際
疾

病
分

類
第

10
版

）
の

Fコ
ー

ド
に

対
応

⼿
帳

認
定

対
象

外
の

者
は

、

原
則

と
し

て
存

在
し

な
い

た
だ

し
、

⼿
帳

の
認

定
は

都
道

府
県

・
政

令
指

定
都

市
の

所
管

事
項

で
あ

り
、

基
準

や
判

断
に

地
域

差
あ

り

13

成
⼈

期
発

達
障

害
者

の
就

労
⽀

援
の

視
点

学
校

卒
業

ま
で

に
ど

の
よ

う
な

⽀
援

を
受

け
た

か
に

よ
っ

て
、

状
態

像
が

⼤
き

く
変

化
す

る

就
職

に
「

特
別

な
⽀

援
」

を
必

要
と

し
な

い
者

⼿
帳

の
対

象
と

な
る

者
（

⼆
次

的
な

障
害

を
含

む
）

療
育

⼿
帳

精
神

障
害

者
保

健
福

祉
⼿

帳

⼿
帳

は
取

得
し

て
い

な
い

が
就

職
に

あ
た

っ
て

特
別

な
⽀

援
が

必
要

と
な

る
者

障
害

者
雇

⽤
率

制
度

の
対

象
者

職
リ

ハ
サ

ー
ビ

ス
の

対
象

者

14

１
．

発
達

障
害

者
が

事
例

化
す

る
背

景
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障
害

と
⽣

活
設

計

16

タ
イ

プ
Ⅰ

タ
イ

プ
Ⅱ

障
害

理
解

先
天

的
な

障
害

と
し

て
理

解
障

害
は

前
提

で
あ

る
障

害
を

想
定

せ
ず

学
校

卒
業

障
害

は
前

提
で

は
な

い
障

害
に

向
き

合
う

時
期

⼈
⽣

の
極

め
て

早
い

時
期

か
ら

障
害

と
と

も
に

⽣
活

設
計

を
描

く
⼊

職
も

し
く

は
職

場
適

応
に

置
い

て
障

害
と

向
き

合
う

⽣
活

を
余

儀
な

く
さ

れ
る

教
育

課
程

特
別

⽀
援

教
育

通
常

教
育

職
業

準
備

に
関

す
る

取
り

組
み

作
業

実
習

・
職

場
実

習
・

職
場

体
験

・
進

路
相

談
・

・
・

？

障
害

に
対

し
て

の
受

け
⽌

め
⽅

・
理

解
、

特
性

を
活

か
し

て
い

く
等

、
様

々
な

経
験

が
教

育
課

程
の

中
に

⽤
意

さ
れ

て
い

る
。

障
害

に
対

し
て

の
受

け
⽌

め
⽅

・
理

解
、

特
性

を
活

か
し

て
い

く
た

め
の

経
験

は
教

育
課

程
の

中
に

⽤
意

さ
れ

て
い

な
い

障
害

と
本

⼈
の

気
づ

き ⾼
次

脳
機

能
障

害
発

達
障

害

原
因

脳
機

能
の

障
害

脳
機

能
の

障
害

背
景

・
き

っ
か

け
事

故
・

病
気

（
中

途
障

害
）

受
障

の
契

機
な

し

経
過

事
故

・
⼊

院
・

リ
ハ

ビ
リ

・
社

会
復

帰
・

後
遺

障
害

事
故

や
病

気
な

ど
に

よ
る

⾝
体

的
・

精
神

的
な

障
害

で
受

障
前

の
⽣

活
設

計
の

変
更

を
余

儀
な

く
さ

れ
る

発
達

の
原

理
・

原
則

に
従

う
発

達
と

と
も

に
課

題
が

現
れ

変
化

す
る

。

17

気
づ

き
に

く
さ

の
背

景

⾃
覚

さ
れ

て
い

る

職
業

選
択

時
に

診
断

が
あ

る

障
害

理
解

が
あ

る

障
害

を
開

⽰
す

る
意

思
が

あ
る

⾃
⼰

理
解

と
進

路
選

択
学

校
⽣

活
や

職
業

⽣
活

に
お

い
て

困
難

が
あ

る
こ

と
が

⾃
覚

さ
れ

て
い

な
い

こ
と

も
あ

る

周
囲

が
職

業
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

の
⽀

援
の

利
⽤

を
勧

め
た

と
し

た
と

し
て

も
、

当
事

者
に

⾃
覚

が
な

く
、

障
害

に
関

す
る

理
解

が
な

い
（

⼗
分

で
な

い
）

事
例

で
は

ま
ず

は
「

⼀
般

扱
い

」
の

就
職

を
希

望
す

る
こ

と
が

多
く

、
職

業
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

か
ら

は
遠

く
な

る
。

⾃
覚

さ
れ

て
い

な
い

診
断

が
な

い

障
害

理
解

が
な

い

開
⽰

意
思

が
な

い

18

「
障

害
」

に
向

き
合

う
タ

イ
ミ

ン
グ

・
職

業
評

価
は

適
切

に
⾏

わ
れ

た
か

？
・

無
理

の
な

い
職

業
選

択
が

⽀
援

さ
れ

た
か

？
・

適
性

に
即

し
た

適
応

⽀
援

が
⾏

わ
れ

た
か

？

⼊
職

を
め

ぐ
っ

て
◆

⼊
職

に
⽴

ち
向

か
う

こ
と

が
で

き
な

か
っ

た
（

⼊
職

を
先

送
り

し
た

）
◆

⼊
職

に
挑

戦
し

た
が

う
ま

く
い

か
な

か
っ

た

適
応

を
め

ぐ
っ

て
◆

⼊
職

に
成

功
し

た
が

、
適

応
に

失
敗

し
た

◆
⼊

職
に

成
功

し
た

が
、

解
雇

さ
れ

た

19
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障
害

受
容

と
職

業
準

備
へ

の
対

応
在

宅
・

無
業

の
事

例
か

ら
み

た
⽀

援
の

考
え

⽅

・
学

校
⽣

活
へ

の
適

応
、

学
業

の
継

続
や

進
学

が
実

現
で

き
な

か
っ

た
等

挫
折

体
験

が
精

神
的

不
安

定
を

引
き

起
こ

し
て

い
た

・
特

性
に

即
し

た
作

業
指

⽰
に

よ
る

作
業

体
験

、
職

場
で

求
め

ら
れ

る
⾏

動
様

式
の

学
習

な
ど

が
必

要
と

な
っ

た

・
特

性
理

解
を

踏
ま

え
た

教
育

⽀
援

並
び

に
進

路
⽀

援
が

⾏
わ

れ
て

い
な

か
っ

た

共
通

点

学
校

と
職

場
と

で
は

評
価

が
異

な
る

こ
と

、
し

た
が

っ
て

、
特

性
に

関
す

る
⾃

⼰
理

解
（

障
害

理
解

）
⽀

援
が

不
可

⽋
で

あ
る

こ
と

、
就

職
と

職
場

適
応

の
た

め
に

職
業

評
価

が
必

要
で

あ
る

こ
と

、
に

注
意

が
必

要
で

あ
る 20

メ
ン

タ
ル

ヘ
ル

ス
不

全
と

⾏
動

上
の

問
題

へ
の

対
応

休
職

･失
業

し
て

い
る

事
例

か
ら

み
た

⽀
援

の
考

え
⽅

・
契

機
と

な
っ

た
作

業
遂

⾏
上

の
問

題
が

解
消

さ
れ

る
こ

と

・
⽀

援
を

利
⽤

し
て

適
応

･定
着

ま
で

の
配

慮
を

確
保

す
る

こ
と

・
障

害
特

性
に

即
し

て
適

職
選

択
の

基
準

を
明

ら
か

に
し

て
⽅

針
転

換
を

は
か

る
こ

と

共
通

点 メ
ン

タ
ル

ヘ
ル

ス
不

全
へ

の
対

応
に

は
、

特
性

理
解

を
踏

ま
え

た
仕

事
の

選
択

が
重

要
で

あ
る

。

し
か

し
、

⾏
動

上
の

問
題

に
よ

っ
て

は

課
題

解
決

に
時

間
が

か
か

る
場

合
も

あ
る

こ
と

に
注

意
が

必
要

で
あ

る

21

22

他
に

も
、

La
i M

Cら
（

20
14

）
は

,A
SD

を
有

す
る

児
童

お
よ

び
成

⼈
で

は
約

70
％

の
症

例
で

１
つ

以
上

の
精

神
科

的
ま

た
は

⾝
体

的
併

存
症

が
認

め
ら

れ
る

こ
と

を
指

摘
し

て
い

る
。

引
用

：
①

板
垣

俊
太

郎
（
20
16

）
「
成

人
期

の
自

閉
症

ス
ペ

ク
ト

ラ
ム

診
療

実
践

マ
ニ

ュ
ア

ル
第

６
章

成
人

期
に

お
け

る
AS

Dの
鑑

別
診

断
」

②
La
i M

C,
 L
om

ba
rd
o 
M
V,
 B
ar
on

‐C
oh

en
. 2
01
4

Au
tis
m
. L
an
ce
t
38
3

89
6‐
91
0.

発
達

障
害

に
お

け
る

合
併

精
神

疾
患

23

感
覚

特
異

性
の

問
題

⾝
体

感
覚

に
過

敏
や

、
鈍

⿇
さ

等
が

あ
る

こ
と

で
、

配
慮

が
必

要
に

な
る

場
合

が
あ

る
。

⾝
体

感
覚

配
慮

が
必

要
な

例
視

覚
光

へ
の

過
敏

・
蛍

光
灯

は
光

の
点

滅
が

気
に

な
り

疲
れ

や
す

く
な

る
・

Ｐ
Ｃ

モ
ニ

タ
ー

の
反

射
が

気
に

な
っ

て
集

中
で

き
な

い

温
度

の
感

覚
・

夏
に

厚
着

を
し

て
い

る
←

→
冬

に
極

端
な

薄
着

で
あ

る
→

体
調

を
崩

し
や

す
い

聴
覚

・
⼈

の
話

し
声

が
気

に
な

る
・

不
快

な
⾳

で
頭

が
真

っ
⽩

に
な

る
・

集
団

の
中

に
い

る
こ

と
が

⾟
い

、
会

話
が

聞
き

取
れ

な
い

触
覚

・
⼈

に
触

ら
れ

る
の

が
苦

痛
・

⾐
服

の
⼀

部
が

肌
に

触
れ

る
と

極
端

に
不

快
で

あ
る

苦
⼿

な
こ

と
は

⼈
に

よ
っ

て
異

な
る

。
ど

の
よ

う
な

状
況

下
で

脆
弱

性
を

背
景

と
し

た
ス

ト
レ

ス
反

応
が

⽣
じ

る
か

を
確

認
し

、
対

応
⽅

法
に

つ
い

て
検

討
す

る
こ

と
が

重
要
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職
場

に
お

け
る

配
慮

の
視

点
~

障
害

特
性

へ
の

理
解

~

学
習

障
害

、
注

意
⽋

陥
多

動
性

障
害

、
広

汎
性

発
達

障
害

（
⾃

閉
症

・
ア

ス
ペ

ル
ガ

ー
症

候
群

・
そ

の
他

特
定

不
能

の
広

汎
性

発
達

障
害

な
ど

）
な

ど
が

あ
り

、
⼀

括
り

に
は

で
き

な
い

発
達

障
害

の
特

性
は

と
て

も
多

様
そ

の
⼈

に
あ

っ
た

配
慮

が
必

要

個
々

⼈
の

特
性

と
状

況
を

的
確

に
把

握
す

る
こ

と
が

基
本

１
．

発
達

障
害

者
が

事
例

化
す

る
背

景

２
．

職
場

で
起

き
や

す
い

問
題

と
対

応
例


指

⽰
さ

れ
て

い
る

ル
ー

ル
は

守
れ

る
が

、
職

場
の

暗
黙

の
ル

ー
ル

に
混

乱
し

て
し

ま
う


場

の
雰

囲
気

を
読

む
こ

と
が

苦
⼿

で
、

つ
い

、
適

切
で

な
い

返
事

を
す

る


注

意
さ

れ
る

と
、

相
⼿

が
⾃

分
を

敵
視

し
て

い
る

よ
う

に
感

じ
て

し
ま

う


つ

い
、

⾃
⼰

流
で

⾏
動

し
て

し
ま

う


苦

⼿
な

⾳
や

⽂
字

な
ど

の
情

報
が

あ
る

と
必

要
な

こ
と

を
う

ま
く

選
択

で
き

な
い な

ど


確

実
に

守
る

べ
き

指
⽰

は
、

⽂
章

や
メ

モ
に

し
て

具
体

的
に

⽰
す

（
図

⽰
な

ど
は

、
効

果
的

で
あ

る
）

定
期

的
に

連
絡

・
報

告
を

求
め

る


⽐

喩
や

視
線

で
は

な
く

、
直

接
的

・
具

体
的

に
説

明
し

た
り

、
質

問
す

る


落

ち
着

い
て

集
中

で
き

る
環

境
を

整
え

る
（

苦
⼿

な
⾳

や
⽂

字
な

ど
を

把
握

し
て

気
が

散
ら

な
い

よ
う

に
す

る
）

な
ど

就
労

⽀
援

の
課

題
対

応
例

社
会

性
の

問
題

26


上

司
や

同
僚

に
対

す
る

接
し

⽅
が

う
ま

く
で

き
な

い
（

誰
に

ど
う

接
し

て
良

い
の

か
わ

か
ら

な
い

）


電

話
の

応
対

が
う

ま
く

で
き

な
い


指

⽰
が

わ
か

ら
な

い
と

き
に

、
タ

イ
ミ

ン
グ

良
く

質
問

で
き

な
い


突

然
興

奮
し

た
り

、
怒

り
出

す
（

緊
張

す
る

と
、

⼤
声

を
出

し
た

り
す

る
）

な
ど


そ

れ
ぞ

れ
の

役
割

を
明

⽰
し

、
接

し
⽅

の
モ

デ
ル

を
⽰

す


あ

え
て

電
話

の
応

対
は

求
め

な
い


サ

イ
ン

に
気

づ
い

た
ら

、
声

か
け

を
す

る
（

指
⽰

に
は

、
図

や
写

真
な

ど
を

⽤
い

る
）


落

ち
着

け
る

環
境

を
整

え
、

平
静

を
待

つ
（

環
境

に
な

れ
て

く
れ

ば
、

頻
度

が
減

り
,

早
く

平
静

に
戻

る
こ

と
が

で
き

る
） な

ど

就
労

⽀
援

の
課

題
対

応
例

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
の

問
題

27
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
複

数
の

こ
と

を
担

当
す

る
こ

と
に

な
る

と
、

ど
れ

を
優

先
す

る
の

か
、

わ
か

ら
な

く
な

る


経

験
し

た
こ

と
が

な
い

こ
と

を
初

め
て

や
る

と
き

は
、

と
て

も
不

安
に

な
る

（
後

込
み

し
て

で
き

な
い

こ
と

も
あ

る
）


時

間
や

場
所

な
ど

の
予

定
が

変
更

に
な

る
と

、
不

安
に

な
る

な
ど


メ

モ
帳

や
⼿

帳
な

ど
を

利
⽤

し
て

、
担

当
作

業
を

リ
ス

ト
ア

ッ
プ

さ
せ

る
（

わ
か

ら
な

い
と

き
は

、
優

先
順

位
の

指
⽰

を
上

司
に

求
め

る
）


指

⽰
・

例
⽰

・
研

修
・

確
認

等
に

よ
り

、
経

験
を

積
ま

せ
る


作

業
時

間
・

⼯
程

を
予

め
確

定
す

る
(残

業
や

納
期

の
変

更
は

早
め

に
指

⽰
す

る
メ

モ
を

取
っ

て
復

唱
さ

せ
る

）
な

ど

就
労

⽀
援

の
課

題
対

応
例

こ
だ

わ
り

の
問

題

28

ど
の

よ
う

な
特

性
理

解
が

必
要

か

作
業

遂
⾏

特
性

を
理

解
す

る
苦

⼿
な

作
業

・
ス

ト
レ

ス
の

⾼
い

作
業

・
ミ

ス
の

出
や

す
い

作
業

・
安

定
し

な
い

作
業

…
…

職
場

の
ル

ー
ル

や
マ

ナ
ー

を
理

解
す

る
明

⽰
し

た
⽅

が
よ

い
ル

ー
ル

・
苦

⼿
な

暗
黙

の
ル

ー
ル

は
何

か
…

…

で
き

る
こ

と
・

得
意

・
可

能
な

対
処

⽅
法

を
理

解
す

る
で

き
る

作
業

・
無

理
の

少
な

い
作

業
を

選
ぶ

こ
と

が
適

応
・

定
着

の
ポ

イ
ン

ト
で

あ
る

こ
と

に
気

づ
く

○
ス

ト
レ

ス
や

疲
労

の
現

れ
⽅

を
理

解
し

、
対

処
す

る
⽅

法
を

理
解

す
る 29

事
例

か
ら

み
た

就
労

⽀
援

の
課

題
…

…
10

⼈
に

は
10

通
り

の
対

応
策

…
…

３
．

就
労

継
続

事
例

に
み

る
適

応
の

ポ
イ

ン
ト

資
料

２
：

広
汎

性
発

達
障

害
者

・
⾃

閉
症

ス
ペ

ク
ト

ラ
ム

障
害

者
の

雇
⽤

⽀
援

の
た

め
に

…
…

  事
業

主
と

⾃
閉

症
・

ア
ス

ペ
ル

ガ
ー

障
害

な
ど

広
汎

性
発

達
障

害
・

⾃
閉

症
ス

ペ
ク

ト
ラ

ム
の

あ
る

者
の

た
め

の
雇

⽤
⽀

援
ガ

イ
ド

…
…

◆
職

業
に

就
く

た
め

に
様

々
な

⽀
援

が
選

択
さ

れ
て

い
る

◆

就
労

継
続

の
事

例
か

ら
み

た
⽀

援
の

考
え

⽅

⼀
般

扱
い

の
就

職
（

障
害

を
開

⽰
し

て
就

職
）

⼀
般

扱
い

の
就

職
（

障
害

を
開

⽰
せ

ず
に

就
職

）
障

害
者

雇
⽤

で
就

職
（

精
神

障
害

者
保

健
福

祉
⼿

帳
）

障
害

者
雇

⽤
で

就
職

（
療

育
⼿

帳
）

31
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◇
◆

◇
短

⼤
卒

40
代

後
半

の
Aさ

ん
◇

◆
◇

障
害

を
開

⽰
し

て
「

⼀
般

扱
い

」
で

就
職

／
初

職
継

続

診
断

：
「

⾃
閉

症
（

ア
ス

ペ
ル

ガ
ー

タ
イ

プ
）

」
（

５
歳

）

現
職

：
縫

製
⼯

場
（

初
職

継
続

）
ラ

イ
ン

作
業

で
業

務
の

繁
閑

に
対

応
す

る
ベ

テ
ラ

ン

就
職

の
考

え
⽅

：
学

歴
に

こ
だ

わ
ら

ず
、

対
⼈

関
係

の
少

な
い

「
モ

ノ
相

⼿
の

仕
事

」
を

探
し

た

採
⽤

時
の

事
業

所
の

理
解

：
⾃

閉
症

＝
緘

默
１

週
間

毎
に

い
ろ

い
ろ

な
作

業
に

就
か

せ
て

適
職

を
探

ろ
う

32

障
害

児
学

級
（

現
、

特
別

⽀
援

学
級

）
の

教
師

だ
っ

た
親

の
熱

⼼
な

情
報

提
供

学
習

会
に

参
加

し
た

り
、

両
親

に
聞

き
な

が
ら

の
⼿

探
り

の
指

導
を

６
年

間
（

臨
時

雇
⽤

）
→

正
規

雇
⽤

作
業

に
習

熟
し

た
現

在
、

作
業

上
の

特
別

な
配

慮
は

な
い

周
り

も
接

し
⽅

の
コ

ツ
が

わ
か

り
、

勤
続

30
年

を
め

ざ
し

て
い

る

事
業

所
へ

の
⽀

援

外
部

の
専

⾨
家

の
役

割
が

⼤
き

い

事
業

所
に

よ
る

⽀
援

継
続

的
・

組
織

的
な

⽀
援

が
継

続
事

例
を

⽣
む

現
場

で
の

安
定

33

新
し

い
作

業
を

指
⽰

さ
れ

る
こ

れ
ま

で
の

作
業

か
ら

の
変

更
に

対
応

で
き

ず
混

乱
す

る

Aさ
ん

の
状

況
結

果

Ａ
さ

ん
の

課
題

と
⽀

援

ミ
ス

が
多

発
し

て
集

中
で

き
な

く
な

る

作
業

⼯
程

を
固

定
安

⼼
し

て
作

業
に

集
中

で
き

る

ミ
ス

な
く

作
業

で
き

る

予
定

を
確

認
で

き
る

⼿
順

書
を

作
成

メ
モ

を
取

っ
て

必
携

対
応

で
き

る
よ

う
に

な
っ

た

き
っ

か
け

34

◇
◆

◇
⾼

卒
30

代
後

半
の

Bさ
ん

◇
◆

◇
障

害
⾮

開
⽰

「
⼀

般
扱

い
」

で
就

職
／

第
2職

継
続

診
断

：
「

⾼
機

能
⾃

閉
症

」
（

５
歳

）

現
職

：
⾷

品
製

造
⼯

場
（

第
⼆

職
で

継
続

）
在

庫
管

理
で

周
囲

に
も

受
け

⼊
れ

ら
れ

て
い

る

就
職

の
考

え
⽅

：
対

⼈
関

係
の

少
な

い
⼯

場
で

の
仕

事
を

選
ん

だ
が

、
⼯

場
閉

鎖
で

離
職

親
の

勧
め

で
障

害
者

職
業

セ
ン

タ
ー

の
準

備
訓

練
を

受
け

て
い

る
が

、
本

⼈
は

あ
く

ま
で

「
⼀

般
扱

い
」

の
就

職
に

こ
だ

わ
っ

た
。

35

66



障
害

者
職

業
セ

ン
タ

ー
の

準
備

訓
練

（
現

、
準

備
⽀

援
）

に
参

加
し

た
と

き
は

、
障

害
者

の
た

め
の

訓
練

で
あ

る
こ

と
に

驚
い

た
が

、
最

後
ま

で
受

講
を

し
て

い
る

作
業

遂
⾏

に
は

⽀
援

が
必

要
で

は
な

か
っ

た
が

、
職

場
の

ル
ー

ル
や

マ
ナ

ー
は

、
そ

の
後

の
⽣

活
に

役
⽴

っ
た

本
⼈

の
強

い
希

望
で

「
⼀

般
扱

い
」

で
再

就
職

の
活

動
を

し
、

⾃
⼰

開
拓

で
就

職

障
害

を
開

⽰
を

し
て

い
な

い
の

で
職

場
の

配
慮

は
な

い
が

、
準

備
訓

練
で

学
ん

だ
こ

と
は

、
対

⼈
関

係
の

ト
ラ

ブ
ル

を
回

避
す

る
⼒

と
な

っ
て

い
る

。

36

◇
◆

◇
⼤

卒
40

代
前

半
の

Cさ
ん

◇
◆

◇
精

神
障

害
者

保
健

福
祉

⼿
帳

で
就

職
／

転
職

経
験

多
数

診
断

：
「

広
汎

性
発

達
障

害
」

（
３

８
歳

）

現
職

：
運

輸
・

通
信

業
配

送
実

務
・

事
務

補
助

（
2０

数
社

⽬
で

継
続

）

就
職

の
考

え
⽅

：
適

職
探

索
を

繰
り

返
し

な
が

ら
就

職
活

動
を

繰
り

返
し

、
職

業
訓

練
を

受
け

た
り

し
た

が
、

３
年

以
上

継
続

し
た

仕
事

は
な

か
っ

た

離
職

理
由

：
仕

事
が

覚
え

ら
れ

な
い

⼈
の

視
線

が
気

に
な

っ
て

不
安

定
に

な
る

37

「
ま

だ
で

き
な

い
の

か
」

と
⾔

わ
れ

る
い

じ
け

る
注

意
し

た
⼈

を
嫌

い
に

な
る

Ｃ
さ

ん
の

状
況

結
果

Ｃ
さ

ん
の

課
題

と
⽀

援

職
場

に
い

け
な

く
な

る

発
想

を
変

え
る

ミ
ス

を
認

め
ら

れ
る

作
業

を
確

実
に

覚
え

ら
れ

る

好
き

嫌
い

で
考

え
な

く
な

る

⼿
順

書
・

メ
モ

を
使

い
作

業
す

る

イ
ラ

イ
ラ

し
た

と
き

は
休

憩
を

取
る

適
応

と
安

定

不
安

の
き

っ
か

け

38

精
神

科
デ

イ
ケ

ア
を

利
⽤

し
な

が
ら

、
デ

イ
ケ

ア
の

紹
介

で
ト

ラ
イ

ア
ル

雇
⽤

を
経

て
就

職

丁
寧

な
説

明
／

⼀
度

に
⼀

つ
の

指
⽰

①
対

⼈
業

務
で

は
な

い
た

め
に

ス
ト

レ
ス

が
少

な
い

②
シ

フ
ト

が
⾃

由
通

院
⽇

に
シ

フ
ト

を
は

ず
せ

る
障

害
者

⼿
帳

や
⾃

⽴
⽀

援
の

た
め

に
役

所
に

⾏
く

⼟
・

⽇
曜

に
出

勤
し

て
平

⽇
休

み
た

い

③
問

題
⾏

動
を

コ
ン

ト
ロ

ー
ル

で
き

て
い

る
の

で
、

特
段

の
配

慮
は

な
い

事
業

所
へ

の
⽀

援

事
業

所
に

よ
る

⽀
援

現
場

で
の

安
定

外
部

の
専

⾨
家

の
役

割
が

⼤
き

い
Cさ

ん
は

、
は

じ
め

て
3年

以
上

続
く

仕
事

と
巡

り
会

っ
た 39
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◇
◆

◇
⾼

卒
40

代
前

半
の

D
さ

ん
◇

◆
◇

療
育

⼿
帳

で
就

職
／

転
職

経
験

あ
り

診
断

：
「

⾃
閉

症
」

（
３

５
歳

）

現
職

：
卸

売
業

商
品

管
理

補
助

（
2０

年
の

作
業

所
経

験
を

経
て

現
職

）

初
職

離
職

理
由

：
仕

事
が

覚
え

ら
れ

な
い

カ
ッ

と
な

る
と

抑
え

ら
れ

な
い

就
職

の
考

え
⽅

：
カ

ッ
と

な
り

そ
う

な
時

に
⾃

分
を

抑
え

る
「

標
語

」
を

作
っ

て
、

コ
ン

ト
ロ

ー
ル

す
る

⽅
法

を
教

わ
っ

た
。

→
再

就
職

の
⾃

信
を

つ
け

た

40

「
仕

事
が

遅
い

」
と

⾔
わ

れ
る

カ
ッ

と
な

る
と

⾃
分

の
⾏

動
を

抑
え

ら
れ

な
い

Ｄ
さ

ん
の

状
況

結
果

Ｄ
さ

ん
の

課
題

と
⽀

援

職
場

を
⾶

び
出

す
と

戻
れ

な
く

な
る

Ｄ
さ

ん
の

た
め

の
⼿

順
書

を
⼯

夫
す

る
ミ

ス
が

減
る

怒
ら

な
く

な
る

イ
ラ

イ
ラ

を
感

じ
る

と
標

語
を

思
い

出
す

安
定

に
つ

な
が

る

怒
り

の
き

っ
か

け

「
イ

ラ
イ

ラ
は

、
場

⾯
の

ポ
イ

ン
ト

切
り

替
え

て
」

「
悪

い
も

あ
る

が
、

⾔
わ

ぬ
が

上
位

」

41

障
害

者
職

業
セ

ン
タ

ー
で

準
備

訓
練

（
現

準
備

⽀
援

）
を

し
た

後
、

ジ
ョ

ブ
コ

ー
チ

⽀
援

を
利

⽤
し

て
就

職

Dさ
ん

⽤
の

マ
ニ

ュ
ア

ル
を

作
成

し
て

作
業

指
導

／
担

当
者

を
決

め
て

、
相

談
で

き
る

体
制

を
と

る

①
対

⼈
業

務
で

は
な

い
た

め
に

ス
ト

レ
ス

が
少

な
い

②
作

業
所

の
経

験
が

⽣
活

リ
ズ

ム
を

安
定

さ
せ

た
③

問
題

⾏
動

を
コ

ン
ト

ロ
ー

ル
で

き
て

い
る

の
で

、
職

場
で

カ
ッ

と
な

っ
た

こ
と

が
な

い

事
業

所
へ

の
⽀

援

事
業

所
に

よ
る

⽀
援

現
場

で
の

安
定

職
場

で
「

標
語

」
と

マ
ニ

ュ
ア

ル
を

使
う

練
習

が
で

き
、

D
の

特
徴

を
理

解
し

て
く

れ
て

い
る

上
司

に
相

談
で

き
る

こ
と

で
、

D
 の

不
安

は
軽

減
し

て
い

る

42

雇
⽤

継
続

の
発

達
障

害
者

に
お

け
る

作
業

と
環

境
整

備
に

関
す

る
特

徴

担
当

可
能

な
作

業
を

く
り

か
え

し
⾏

う
こ

と
で

習
熟

で
き

る

作
業

条
件

は
就

業
場

⾯
で

発
⾒

す
る

作
業

の
指

⽰
等

は
特

性
に

合
わ

せ
た

⼯
夫

が
必

要

⽀
援

の
担

当
者

が
決

め
ら

れ
て

い
る

と
本

⼈
も

周
囲

も
安

⼼
で

き
る

個
⼈

の
特

性
理

解
の

課
題

作
業

条
件

に
お

け
る

環
境

整
備

の
課

題

⼈
的

⽀
援

に
お

け
る

環
境

整
備

の
課

題

43
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４
．

企
業

に
お

け
る

就
労

・
定

着
⽀

援
の

現
状

と
課

題
・

個
⼈

の
⽀

援
の

選
択

に
よ

っ
て

ど
の

よ
う

に
問

題
は

異
な

る
か

障
害

者
雇

⽤
⽀

援
を

利
⽤

し
て

、
就

労
す

る
場

合
開

⽰
し

て
⼀

般
扱

い
で

、
就

労
す

る
場

合
開

⽰
せ

ず
に

⼀
般

扱
い

で
就

労
す

る
場

合

障
害

特
性

か
ら

み
た

本
⼈

⽀
援

の
課

題
は

何
か

45

・
企

業
が

求
め

る
⾏

動
レ

ベ
ル

は
何

か
・

求
め

る
⾏

動
の

達
成

時
期

は
い

つ
頃

か
・

企
業

は
ど

の
よ

う
な

考
え

を
持

ち
、

就
職

し
て

い
る

か

障
害

特
性

か
ら

み
て

課
題

と
な

る
こ

と
は

何
か

個
⼈

は
ど

の
よ

う
な

考
え

を
持

ち
、

職
業

選
択

に
望

む
か

環
境

要
因

職
場

適
応

・
定

着
⽀

援
の

課
題

個
体

要
因

調
査

対
象

：
特

例
⼦

会
社

25
0社

（
第

三
セ

ク
タ

ー
含

む
）

回
収

数
：

10
5社

（
回

収
率

42
.0

％
）

調
査

時
期

：
平

成
21

年
７

⽉
〜

8⽉
（

回
答

は
平

成
21

年
6⽉

1⽇
現

在
）

調
査

内
容

：
障

害
者

雇
⽤

の
概

要
と

発
達

障
害

の
把

握
の

状
況

障
害

者
の

採
⽤

⽅
法

／
採

⽤
・

研
修

・
配

置
で

重
視

す
る

こ
と

障
害

者
を

指
導

す
る

職
員

の
研

修
の

概
要

職
場

の
ル

ー
ル

の
指

導

46

特
例

⼦
会

社
に

お
け

る
就

労
・

定
着

⽀
援

の
実

態
に

関
す

る
調

査
並

び
に

発
達

障
害

者
⽀

援
に

関
す

る
ヒ

ア
リ

ン
グ

調
査

研
究

報
告

書
№

10
1

障
害

者
雇

用
の

実
績

の
あ

る
特

例
子

会
社

に
お

け
る

従
業

員
採

用
か

ら
研

修
、

配
置

、
定

着
支

援
の

留
意

点
を

整
理

す
る

。

　
特

例
子

会
社

の
認

可
か

ら
の

経
過

年
数

2
年

未
満

9
%

2
0
年

以
上

8
%

不
明

2
1
%

5
年

以
上

～
1
0
年

未
満

1
9
%

1
0
年

以
上

～
1
5
年

未
満

1
2
%

1
5
年

以
上

～
2
0
年

未
満

1
5
%

2
年

以
上

～
5
年

未
満

2
5
%

分
析

対
象

企
業

の
概

要
(1

) 
分

析
対

象
企

業
の

規
模

最
⼩

は
10

名
未

満
か

ら
最

⼤
は

20
0名

以
上

ま
で

広
範

囲
。

20
〜

50
名

未
満

の
規

模
が

37
％

で
最

も
多

い
。

47

　
　

企
業

規
模

の
概

要
(1

0
5
社

）

不
明

1
1
%

2
0
以

上
50

名

未
満

  
3
7
%

50
以

上
1
0
0名

未
満

　
2
1
%

1
0
0
以

上
1
50

名

未
満

　
1
0
%

15
0
以

上
2
00

名

未
満

　
5
%

2
00

名
以

上

1%
1
0
名

未
満

5
%

1
0
以

上
20

名

未
満

 1
0
%

(2
) 

認
可

さ
れ

て
か

ら
の

期
間

対
象

企
業

選
択

に
際

し
て

は
、

認
可

後
6ヶ

⽉
以

上
の

企
業

で
あ

る
こ

と
と

し
た

が
、

最
も

⻑
い

雇
⽤

経
験

を
持

つ
企

業
は

30
年

に
及

ぶ
。

た
だ

し
、

2年
以

上
5年

未
満

が
25

％
で

最
も

多
く

、
10

年
未

満
ま

で
を

あ
わ

せ
る

と
53

％
を

占
め

て
い

た
。
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48

障
害

者
雇

⽤
に

つ
い

て
(１

) 
特

例
⼦

会
社

に
お

け
る

雇
⽤

障
害

者
数

（
⼿

帳
別

）
知

的
障

害
者

が
89

社
で

17
98

名
と

最
も

多
く

、
⾝

体
障

害
者

が
15

70
名

。
た

だ
し

、
知

的
障

害
者

に
つ

い
て

は
重

度
以

外
、

⾝
体

障
害

者
に

つ
い

て
は

重
度

が
多

か
っ

た
。

精
神

障
害

者
に

つ
い

て
は

19
8名

で
あ

っ
た

。
そ

の
他

に
複

数
の

⼿
帳

を
持

つ
者

が
50

名
で

あ
っ

た
。

身
体

障
害

者
手

帳
所

持
者

の
内

訳
知

的
障

害
者

枠
療

育
手

帳
所

持
者

の
人

数
内

訳

総
数

最
大

最
小

総
数

最
大

最
小

重
度

8
0

1
1
0
9

9
0

1
重

度
7
1

7
2
7

5
6

1

重
度

（
短

時
間

）
1
4

1
9

3
1

重
度

（
短

時
間

）
6

2
3

8
1

重
度

以
外

6
8

4
4
2

3
4

1
重

度
以

外
8
4

1
0
4
8

6
0

1

精
神

障
害

保
健

福
祉

手
帳

所
持

者
の

人
数

内
訳

複
数

の
手

帳
所

持
者

の
人

数

総
数

最
大

最
小

総
数

最
大

最
小

1
週

3
0
時

間
以

上
3
9

1
6
5

6
5

1
複

数
の

手
帳

2
1

5
0

6
1

短
時

間
1
1

3
3

1
3

1

事
業

所
数

（
8
9
社

中
）

障
害

者
数

（
人

）
事

業
所

数
（
8
9
社

中
）

障
害

者
数

（
人

）

障
害

者
数

（
人

）
事

業
所

数
（
8
9
社

中
）

事
業

所
数

（
8
9
社

中
）

障
害

者
数

（
人

）

49

障
害

種
別

の
概

要
（
1
0
5
社

）身
体

障
害

の
み

1
1
%

知
的

障
害

の
み

1
6
%

精
神

障
害

の
み

0
%

身
体

・知
的

障
害

3
4
%

身
体

・
精

神
障

害

4
%

知
的

・精
神

障
害

4
%

身
体

・知
的

・精
神

障
害

3
1
%

(２
) 

雇
⽤

さ
れ

て
い

る
障

害
の

種
別

・
雇

⽤
障

害
種

の
組

み
合

わ
せ

は
、

特
例

⼦
会

社
と

し
て

の
雇

⽤
経

験
の

⻑
短

に
関

連
が

な
か

っ
た

。

・
規

模
別

に
⾼

・
低

の
２

群
に

分
け

た
検

討
で

は
、

⾼
群

（
45

社
）

の
51

％
が

⾝
体

・
知

的
・

精
神

の
障

害
種

を
も

雇
⽤

。
企

業
の

規
模

は
、

雇
⽤

障
害

者
の

数
の

み
な

ら
ず

、
障

害
種

の
組

み
合

わ
せ

と
も

関
連

し
て

い
る

こ
と

が
⽰

さ
れ

た
。

障
害

者
雇

⽤
に

つ
い

て

50

企
業

数
従

事
業

務
内

容
障

害
種

別
の

対
応

身
体

障
害

者

手
帳

所
持

者

8
4

社

(8
0
%
)

経
理

事
務

・
一

般
事

務

デ
ー

タ
入

力
・

P
C

作
業

専
門

的
技

能
を

活
用

し
た

製
造

工
程

C
A

D
解

析
等

施
設

の
バ

リ
ア

フ
リ

ー

確
実

な
伝

達

（
手

話
や

指
示

の
出

し
方

）

健
康

管
理

・
休

憩
・

通
院

療
育

手
帳

所
持

者

8
9

社

(8
5
%
)

軽
作

業

施
設

管
理

・
清

掃

メ
ー

ル
集

配
等

確
実

な
伝

達

指
導

員
の

配
置

作
業

種
や

作
業

速
度

の
限

定

精
神

障
害

者
保

健
福

祉
手

帳
所

持
者

4
2

社

(4
0
%
)

軽
作

業

経
理

事
務

・
一

般
事

務

作
業

種
・

作
業

速
度

の
限

定

健
康

管
理

、
確

実
な

伝
達

周
囲

の
配

慮
・

指
導

員
の

配
置

（
３

）
障

害
者

⼿
帳

別
に

み
た

従
事

業
務

内
容

お
よ

び
障

害
種

別
の

対
応

（
n=

10
5）

障
害

者
雇

⽤
に

つ
い

て

51

・
採

⽤
⽅

法
…

多
く

が
「

⾯
接

」
を

実
施

。
そ

の
他

「
職

業
評

価
」

「
職

場
実

習
・

適
応

訓
練

・
委

託
訓

練
」

「
ト

ラ
イ

ア
ル

雇
⽤

・
ス

テ
ッ

プ
ア

ッ
プ

雇
⽤

」
等

、
特

性
評

価
の

み
な

ら
ず

雇
⽤

へ
の

段
階

的
な

移
⾏

を
経

て
雇

⽤
に

⾄
る

⽅
法

が
と

ら
れ

て
い

た
。

・
採

⽤
に

あ
た

っ
て

重
視

す
る

内
容

に
つ

い
て

、
重

視
す

る
順

に
つ

い
て

は
、

障
害

種
別

に
よ

る
⼤

き
な

違
い

は
な

い
。

・
全

体
と

し
て

⾝
体

障
害

に
対

す
る

得
点

が
最

も
⾼

い
傾

向
に

あ
り

、
障

害
間

で
は

「
指

⽰
の

理
解

」
と

「
作

業
の

正
確

さ
」

に
お

い
て

、
有

意
な

差
が

認
め

ら
れ

た
。

採
⽤

に
あ

た
っ

て

70



（
１

）
採

⽤
後

研
修

の
実

施
状

況
初

任
者

研
修

の
実

施
は

短
期

間
が

多
い

。
研

修
内

容
は

実
施

期
間

が
短

期
の

場
合

「
就

業
規

則
／

ビ
ジ

ネ
ス

マ
ナ

ー
／

安
全

教
育

等
」

、
⼀

週
間

以
上

の
場

合
「

業
務

・
作

業
⼯

程
・

技
術

の
習

得
」

が
中

⼼
と

な
っ

て
い

た
。
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図

1
. 障

害
の

あ
る

社
員

に
お

け
る

採
用

後
の

研
修

の
期

間
(n

=1
0

5
)

1
日

未
満

3
0
%

不
明

・
無

回
答

2
6
%

1
日

以
上

3
日

未
満

1
6
%

1
ヶ

月
以

上

3
%

研
修

な
し

5
%

1
週

間
以

上

1
ヶ

月
未

満

7
%

3
日

以
上

1
週

間
未

満

1
3
%

採
⽤

後
の

定
着

に
向

け
た

ス
テ

ッ
プ

•
実

施
期

間
の

⻑
短

に
関

わ
ら

ず
「

配
属

先
の

業
務

習
得

」
は

O
JT

の
中

⼼
で

あ
る

。
•

１
ヶ

⽉
未

満
の

場
合

は
「

練
習

・
講

習
、

作
業

⼿
順

、
他

の
社

員
に

よ
る

指
導

」
、

1ヶ
⽉

以
上

の
場

合
は

「
作

業
・

勤
務

習
慣

化
、

実
際

業
務

の
遂

⾏
」

と
実

施
期

間
が

⻑
期

化
す

る
に

つ
れ

難
易

度
が

⾼
ま

る
。

•
実

施
期

間
を

特
に

定
め

て
い

な
い

場
合

の
研

修
内

容
は

、
職

員
個

別
の

状
況

に
対

応
し

て
い

た
。
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（
２

）
Ｏ

Ｊ
Ｔ

の
実

施
状

況

図
2

. 
障

害
の

あ
る

社
員

に
お

け
る

採
用

後
の

O
J

T
の

期
間

(n
=
1

0
5

)

1
週

間
未

満

5
%

不
明

・
無

回
答

2
2
%

3
日

以
上

1
週

間
未

満

1
3
%

1
週

間
以

上

1
ヶ

月
未

満

7
%

特
に

期
間

を

設
け

ず
実

施

3
0
%

3
ヶ

月
以

上

9
%1

日
以

上

3
日

未
満

1
6
%

採
⽤

後
の

定
着

に
向

け
た

ス
テ

ッ
プ
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（
３

）
研

修
で

の
留

意
事

項
留

意
項

目
留

意
し

て
い

る
内

容
（
件

数
）

作
業

速
度

速
度

は
求

め
ず

本
人

の
ペ

ー
ス

重
視

（
2

3
)，

速
度

よ
り

正
確

・
丁

寧
さ

を
重

視
(2

0
)，

速
度

の
目

標
を

時
間

・
納

期
で

設
定

(1
6

)

作
業

の
正

確
さ

（
品

質
の

ば
ら

つ
き

）

正
確

さ
を

優
先

的
な

目
標

と
し

て
達

成
さ

せ
る

(4
3

)，
検

品
・

確
認

の
工

程
を

作
る

(1
6

)，
手

順
等

マ
ニ

ュ
ア

ル
の

徹
底

を
図

る
(1

2
)

指
示

の
理

解
本

人
に

復
唱

や
説

明
を

求
め

、
指

示
の

理
解

度
を

判
断

す
る

(2
8

)，
本

人
の

理
解

を
得

る
ま

で
繰

り
返

し
説

明
・

指
示

・
指

導
す

る
(2

1
)，

指
示

方
法

や
理

解
方

法
の

工
夫

、
作

業
工

程
の

単
純

化
(1

9
)

安
全

な
作

業
遂

行

作
業

ル
ー

ル
・

手
順

・
用

具
の

使
用

方
法

な
ど

の
遵

守
(1

9
)，

O
J
T

や
安

全
教

育
の

実
施

に
よ

る
注

意
喚

起
(1

8
)，

職
場

環
境

の
整

備
・

バ
リ

ア
フ

リ
ー

化
(1

2
)

情
報

管
理

情
報

管
理

ル
ー

ル
を

設
け

遵
守

さ
せ

る
)(

3
3

)，
O

J
T

・
訓

練
・

連
絡

会
・

勉
強

会
に

よ
る

指
導

(9
)，

本
人

と
会

社
間

の
連

絡
の

徹
底

(8
)

採
⽤

後
の

定
着

に
向

け
た

ス
テ

ッ
プ

55

研
修

で
の

留
意

事
項

（
続

き
）

基
本

的
労

働
習

慣
の

確
立

時
間

や
ス

ケ
ジ

ュ
ー

ル
（

業
務

時
間

・
遅

刻
・

休
暇

）
の

管
理

の
重

視
(1

8
)，

生
活

リ
ズ

ム
・

健
康

管
理

の
重

視
(1

5
)，

あ
い

さ
つ

、
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

、
報

・
連

・
相

の
重

視
(1

0
)

労
働

意
欲

働
く

意
識

（
責

任
・

積
極

性
・

働
く

目
的

・
就

業
態

度
）

の
重

視
(2

2
)，

作
業

態
度

・
意

欲
・

業
務

評
価

に
よ

る
意

欲
喚

起
(1

9
)，

意
欲

を
高

め
る

た
め

面
談

・
ミ

ー
テ

ィ
ン

グ
等

を
行

う
(9

)

人
間

関
係

連
絡

・
相

談
・

話
し

合
い

・
ミ

ー
テ

ィ
ン

グ
・

面
談

等
で

人
間

関
係

を
指

導
、

問
題

を
共

有
す

る
(2

0
)，

あ
い

さ
つ

・
声

か
け

・
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

の
重

視
(1

9
)，

社
員

と
の

関
係

を
重

視
(1

3
）

就
業

態
度

職
場

ル
ー

ル
（

就
業

規
則

・
規

律
・

時
間

・
マ

ナ
ー

）
の

重
視

(2
1

)，
重

視
す

る
勤

務
態

度
・

意
欲

・
特

性
(1

7
)，

注
意

・
声

か
け

・
面

談
・

勉
強

会
に

よ
る

就
業

態
度

の
指

導
(1

2
)

そ
の

他
ア

ビ
リ

ン
ピ

ッ
ク

へ
の

参
加

、
ス

ポ
ー

ツ
大

会
へ

の
参

加
、

月
別

目
標

、
面

談
、

セ
ク

シ
ャ

ル
ハ

ラ
ス

メ
ン

ト

採
⽤

後
の

定
着

に
向

け
た

ス
テ

ッ
プ

71



（
４

）
研

修
後

、
職

場
に

配
置

す
る

際
に

会
社

が
留

意
し

て
い

る
こ

と

56

図
.「

職
場

に
配

置
す

る
際

の
留

意
点

」
の

上
位

３
位

の
企

業
数

と
９

項
⽬

の
平

均
順

位
(N

=
67

)

採
⽤

後
の

定
着

に
向

け
た

ス
テ

ッ
プ

職
場

の
ル

ー
ル

の
指

導
に

つ
い

て
•

職
場

で
場

⾯
に

適
切

で
は

な
い

⾏
動

が
起

こ
り

が
ち

な
11

の
場

⾯
を

設
定

。
各

場
⾯

の
考

え
⽅

を
４

通
り

⽤
意

し
、

最
も

適
切

な
⾏

動
に

つ
な

が
る

と
思

わ
れ

る
「

考
え

⽅
」

を
選

択
。

57

場
面

１
：

備
品

の
私

的
利

用
場

面
２

：
始

業
時

間
に

関
す

る
理

解
場

面
３

：
遅

刻
の

連
絡

場
面

４
：

毎
日

の
あ

い
さ

つ
場

面
５

：
作

業
中

の
返

事
場

面
６

：
指

示
に

従
う

場
面

７
：

指
示

さ
れ

た
作

業
以

外
の

仕
事

場
面

８
：

作
業

終
了

の
報

告
場

面
９

：
ミ

ス
の

報
告

場
面

１
０

：
わ

か
ら

な
い

と
き

の
質

問
場

面
１

１
：

共
用

備
品

の
管

理

回
答

の
一

致
率

が
90

％
以

上
場

面
１

，
２

，
３

，
９

，
１

１

回
答

の
一

致
率

が
80

%
以

上
90

％
未

満
場

面
４

，
８

，
１

０

回
答

の
一

致
率

が
70

％
未

満
場

面
５

，
６

，
７

新
入

社
員

Ａ
さ

ん
に

関
す

る
エ

ピ
ソ

ー
ド

１
１

職
場

の
ル

ー
ル

の
指

導
に

つ
い

て

58

【
場

面
１

：
備

品
の

私
的

利
用

】

机
の

上
に

は
、

Ａ
さ

ん
の

仕
事

に
必

要
な

「
ボ

ー
ル

ペ
ン

、
鉛

筆
、

は
さ

み
、

ホ
チ

キ
ス

、
セ

ロ
ハ

ン
テ

ー
プ

」
が

置
か

れ
て

い
ま

し
た

。
先

輩
職

員
Ｂ

係
長

は
「

こ
れ

ら
の

文
房

具
は

、
Ａ

さ
ん

が
使

っ
て

良
い

も
の

で
す

」
と

説
明

し
ま

し
た

。
Ａ

さ
ん

は
、

自
宅

の
セ

ロ
ハ

ン
テ

ー
プ

が
残

り
少

な
く

な
っ

て
い

る
こ

と
を

思
い

出
し

ま
し

た
。

帰
り

に
、

「
Ａ

さ
ん

が
使

っ
て

も
良

い
」

と
言

わ
れ

た
文

房
具

の
中

か
ら

、
セ

ロ
ハ

ン
テ

ー
プ

を
持

っ
て

帰
り

ま
し

た
。

考
え

方
（
有

効
回

答
10

3社
）

％

①
「
Ａ

さ
ん

が
使

っ
て

も
良

い
」
と

言
わ

れ
た

も
の

だ
か

ら
、

特
に

問
題

は
な

い
。

1.
0%

②
会

社
使

う
も

の
な

の
で

、
持

っ
て

帰
る

の
は

良
く
な

い
。

90
.5
%

③
セ

ロ
ハ

ン
テ

ー
プ

は
使

え
ば

な
く
な

る
も

の
だ

か
ら

、
ま

た
、

新
し

い
セ

ロ
ハ

ン
テ

ー
プ

を
も

ら
え

ば
い

い
。

0.
0%

④
持

っ
て

帰
る

の
は

良
く
な

い
か

も
し

れ
な

い
が

、
「
持

っ
て

帰
っ

て
は

い
け

な
い

」
と

い
わ

れ
て

い
な

い
か

ら
特

に
問

題
は

な
い

。
5.
4%

⑤
そ

の
他

4.
8%

職
場

の
ル

ー
ル

の
指

導
に

つ
い

て

59

【
場

面
１

０
：
わ

か
ら

な
い

時
の

質
問

】

上
司

が
作

業
の

手
順

に
つ

い
て

説
明

を
し

ま
し

た
。

他
の

人
は

説
明

を
聞

き
、

す
ぐ

に
作

業
に

取
り

か
か

り
ま

し
た

。
Ａ

さ
ん

も
作

業
を

始
め

た
の

で
す

が
、

途
中

で
ど

の
よ

う
に

や
る

の
か

、
作

業
の

手
順

が
わ

か
ら

な
く

な
っ

て
し

ま
い

ま
し

た
。

と
り

あ
え

ず
、

他
の

人
が

や
っ

て
い

る
と

こ
ろ

を
見

て
か

ら
、

自
分

で
も

や
っ

て
み

よ
う

と
思

い
、

黙
っ

て
他

の
人

の
作

業
を

見
て

い
ま

し
た

。
少

し
し

て
か

ら
Ａ

さ
ん

も
作

業
を

始
め

ま
し

た
が

、
通

り
か

か
っ

た
上

司
か

ら
作

業
手

順
に

つ
い

て
注

意
を

受
け

ま
し

た
。

考
え

方
（
有

効
回

答
10

3社
）

％

①
質

問
し

た
方

が
よ

か
っ

た
と

は
思

う
が

、
作

業
手

順
が

分
か

ら
な

か
っ

た
の

は
上

司
の

説
明

の
せ

い
だ

か
ら

、
注

意
さ

れ
る

の
は

か
わ

い
そ

う
だ

。
3.
8%

②
注

意
は

さ
れ

た
け

ど
、

人
の

力
を

借
り

な
い

で
、

自
分

で
何

と
か

し
よ

う
と

し
た

こ
と

は
、

よ
い

こ
と

だ
。

3.
8%

③
分

か
ら

な
く
な

っ
た

ら
、

す
ぐ

に
上

司
に

質
問

す
れ

ば
い

い
。

83
.8
%

④
難

し
い

作
業

を
頼

ま
れ

た
の

だ
か

ら
、

Ａ
さ

ん
は

大
変

だ
。

1.
0%

⑤
そ

の
他

3.
8%

72



職
場

の
ル

ー
ル

の
指

導
に

つ
い

て

60

【
場

面
１

５
：

作
業

中
の

返
事

】

Ａ
さ

ん
は

今
、

デ
ー

タ
の

入
力

中
で

す
。

デ
ー

タ
の

入
力

を
し

て
い

る
途

中
で

、
上

司
に

名
前

を
呼

ば
れ

ま
し

た
。

Ａ
さ

ん
は

デ
ー

タ
を

入
力

し
て

い
る

途
中

だ
っ

た
の

で
、

区
切

り
の

良
い

と
こ

と
ま

で
入

力
し

て
か

ら
、

「
は

い
」

と
返

事
し

ま
し

た
。

考
え

方
（
有

効
回

答
10

2社
）

％

①
Ａ

さ
ん

は
、

仕
事

に
集

中
し

て
い

る
の

だ
か

ら
、

や
む

を
得

な
い

。
2.
9%

②
Ａ

さ
ん

が
デ

ー
タ

を
入

力
中

な
こ

と
は

見
れ

ば
わ

か
る

の
だ

か
ら

、
上

司
は

Ａ
さ

ん
の

様
子

を
見

て
声

を
か

け
れ

ば
い

い
。

13
.3
%

③
名

前
を

呼
ば

れ
た

の
に

は
、

何
か

理
由

が
あ

る
だ

ろ
う

か
ら

、
Ａ

さ
ん

は
す

ぐ
に

返
事

を
し

た
方

が
い

い
。

58
.1
%

④
名

前
を

呼
ば

れ
た

ら
、

す
ぐ

に
返

事
を

し
な

い
と

い
け

な
い

が
、

Ａ
さ

ん
は

デ
ー

タ
の

入
力

中
だ

っ
た

し
、

区
切

り
の

良
い

と
こ

ろ
で

返
事

を
し

て
い

る
の

だ
か

ら
問

題
は

な
い

。
5.
7%

⑤
そ

の
他

6.
9%

61

職
場

の
ル

ー
ル

の
指

導
に

つ
い

て
指

導
を

必
要

と
す

る
従

業
員

の
有

無

指
導

の
必

要
性

低
い

場
⾯

指
導

の
必

要
性

⾼
い

場
⾯

62

職
場

の
ル

ー
ル

の
指

導
に

つ
い

て
指

導
者

に
つ

い
て

概
ね

社
内

の
み

で
対

応
可

外
部

の
⽀

援
者

と
と

も
に

対
応

外
部

⽀
援

者
と

連
携

し
て

指
導

63

•
「
発

達
障

害
が

あ
る

従
業

員
」
を

把
握

し
て

い
る

特
例

子
会

社
は

３
９

社
（
10
5社

の
３

７
％

）
•

圧
倒

的
に

自
閉

症
圏

が
多

く
、

学
習

障
害

・
注

意
欠

陥
多

動
性

障
害

は
少

な
い

(１
) 

雇
⽤

さ
れ

て
い

る
発

達
障

害
者

数

1
0
2

4
5

1
3

1

1
0

1
7

1
3

3
5

1
2

0

2
0

4
0

6
0

8
0

1
0
0

1
2
0

広 汎 性 発 達 障 害

自 閉 症

高 機 能 自 閉 症

ア ス ペ ル ガ ー 症 候 群

学 習 障 害

注 意 欠 陥 多 動 性 障 害

そ の 他 の 発 達 障 害

人 数
療

育
手

帳
　

（
n
=
1
8
1
）

精
神

障
害

者
保

健
福

祉
手

帳
　

(n
=
2
2
)

雇
⽤

さ
れ

て
い

る
発

達
障

害
者

に
つ

い
て

73



64

⽀
援

機
関

が
24

社
（

62
％

）
家

族
か

ら
8社

（
21

%
）

学
校

か
ら

7社
（

18
％

）
本

⼈
か

ら
6社

（
15

％
）

「
医

師
の

診
断

書
に

よ
る

」
は

3社
（

8％
）

従
事

す
る

業
務

に
つ

い
て

は
、

企
業

内
に

⽤
意

さ
れ

た
作

業
の

中
か

ら
「

で
き

る
仕

事
」

を
特

定
し

て
配

置
す

る
な

ど
の

⼯
夫

が
な

さ
れ

て
い

る
。

障
害

者
雇

⽤
の

た
め

に
設

⽴
さ

れ
た

企
業

な
ら

で
は

の
配

置
で

あ
る

と
い

え
る

。
な

お
、

発
達

障
害

を
特

定
し

た
業

務
の

切
り

出
し

は
⾒

出
さ

れ
な

か
っ

た
。

(２
)発

達
障

害
の

確
認

⽅
法

(３
)発

達
障

害
者

が
従

事
す

る
業

務
に

つ
い

て

採
用

に
際

し
て

職
場

実
習

や
ト

ラ
イ

ア
ル

雇
用

等
、

支
援

機
関

を
利

用
す

る
、

も
し

く
は

学
校

経
由

で
紹

介
さ

れ
る

際
に

、
緊

密
な

連
携

関
係

の
も

と
、

雇
用

へ
の

移
行

が
進

め
ら

れ
た

と
み

ら
れ

る

雇
⽤

さ
れ

て
い

る
発

達
障

害
者

に
つ

い
て

作
業

遂
⾏

⾯
で

の
配

慮

業
務

⼯
程

の
細

分
化

単
独

作
業

や
繰

り
返

し
作

業
等

へ
適

正
配

置
⾃

分
の

ペ
ー

ス
で

仕
事

が
進

め
ら

れ
る

よ
う

に
配

慮
必

ず
点

検
が

必
要

マ
メ

な
声

か
け

と
⽀

援
機

関
と

の
連

携
指

導
、

伝
達

事
項

を
統

⼀
等

作
業

指
⽰

の
⼯

夫
⼝

頭
指

⽰
で

は
な

く
、

視
覚

化
し

、
わ

か
り

や
す

く
指

⽰
す

る
毎

⽇
の

ミ
ー

テ
ィ

ン
グ

に
よ

り
、

作
業

予
定

を
確

認
し

安
⼼

さ
せ

る
マ

ン
ツ

ー
マ

ン
の

き
め

細
か

い
指

導
と

確
認

指
⽰

は
完

結
明

確
に

、
あ

い
ま

い
な

表
現

は
避

け
る

等

65

配
置

に
際

し
た

発
達

障
害

者
へ

の
具

体
的

な
配

慮
事

項

雇
⽤

さ
れ

て
い

る
発

達
障

害
者

に
つ

い
て

特
性

理
解

に
基

づ
く

指
導

突
然

の
変

更
指

⽰
な

ど
⾏

わ
な

い
環

境
の

変
化

に
つ

い
て

は
事

前
に

情
報

を
与

え
る

等
具

体
的

な
理

由
の

説
明

と
⾏

動
確

認

⽇
々

の
健

康
状

態
の

把
握

と
カ

ウ
ン

セ
リ

ン
グ

障
害

発
⽣

時
の

観
察

と
休

養
等

の
対

応
疲

れ
た

様
⼦

の
時

は
、

随
時

休
憩

を
取

ら
せ

る
仕

事
に

集
中

で
き

る
環

境
の

整
備

等

精
神

的
・

⾝
体

的
な

安
定

へ
の

配
慮

66

特
性

が
理

解
さ

れ
れ

ば
、

知
的

障
害

者
や

精
神

障
害

者
へ

の
雇

用
経

験
の

中
で

、
職

場
適

応
支

援
が

行
わ

れ
て

い
く

可
能

性
が

示
唆

さ
れ

て
い

る

配
置

に
際

し
た

発
達

障
害

者
へ

の
具

体
的

な
配

慮
事

項
（

続
き

）

67

人
数

療
育

精
神

判
定

A
卸

・
小

売
業

製
造

50
人
未

満
2

○
○

○
工
程
変
更
に

対
応
で
き
な
い

作
業
切
り
替
え
の
時
の

確
認

B
サ

ー
ビ

ス
業

事
務

50
人
未

満
7

○
○

情
報
管
理
が
で
き
な
い

ル
ー
ル
の
説
明
と

行
動
確
認

C
サ

ー
ビ

ス
業

事
務

農
園

芸

50
人
以

上

10
0 人

未
満

16
○

○
○

○
○

○
職
場
の
マ
ナ
ー
を

守
れ
な
い

職
場
の
行
動
様
式
の

説
明
と
行
動
確
認

D
サ

ー
ビ

ス
業

事
務

50
人
未

満
17

○
○

○
○

曖
昧
な
表
現
が

理
解
で
き
な
い

明
確
な
言
語
に
よ
る

指
示
と
行
動
確
認

E
サ

ー
ビ

ス
業

事
務

50
人
未

満
4

○
○

○
感
覚
過
敏
が
あ
る

座
席
の
変
更

F
サ

ー
ビ

ス
業

事
務

清
掃

50
人
未

満
3

○
○

発
達
障
害
者
同
士
、
距
離

が
う
ま
く
と
れ
な
い

所
属
変
更
の
た
め
の
異
動

G
製
造

業
事

務
園

芸
10

0 人
以

上
2

○
○

○
○

発
達
障
害
者
同
士
、
距
離

が
う
ま
く
と
れ
な
い

所
属
変
更
の
た
め
の
異
動

H
サ

ー
ビ

ス
業

事
務

10
0 人

以
上

4
○

○
○

○
精
神
不
安
定
に
な
る

カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ

I
サ

ー
ビ

ス
業

事
務

50
人
未

満
5

○
○

○
○

○
共
同
作
業
に
入
れ
な
い

（
精
神
の
不
安
定
）

単
独
業
務
に
工
程
変
更

発
達
障
害
の
あ
る
従
業
員

の
人
数
及
び
障
害
者
手
帳

企
業

業
種

職
種

障
害

の
あ
る

従
業
員

数
発
達
障
害
者
の

支
援
課
題

企
業
で
の
対
応

表
１

．
ヒ

ア
リ

ン
グ

対
象

企
業

の
概

要
（

平
成

21
年

6 月
現

在
）

自
閉
症

高
機
能

自
閉
症

把
握

し
て

い
る
障

害
名

ア
ス
ペ

ル
ガ
ー

症
候
群

広
汎
性

発
達
障

害

支
援

・
対
応

の
例

そ
の
他

(
A
D
H
D
,

L
D
等
)

発
達

障
害

社
員

に
対

す
る

具
体

的
⽀

援
の

状
況

74



68

特
例

⼦
会

社
の

⽀
援

体
制

•
特

例
子

会
社

と
親

会
社

（
一

般
企

業
）
の

関
係

性
に

よ
っ

て
分

類

•
親

会
社

（
一

般
企

業
）
で

担
う

こ
と

が
可

能
な

支
援

の
範

囲
は

？

特
例

子
会

社
と

親
会

社
の

関
係

性
特

例
子

会
社

の
独

立
性

強
親

会
社

と
の

関
係

性
強

親
会

社
近

接
親

会
社

内
特

例
子

会
社

と
親

会
社

特
例

子
会

社

親
会

社
か

ら
の

受
託

業
務

あ
り

A
社

・
B

社
C

社
・
D

社
E

社
・
F社

G
社

H
社

・
I社

図
.

特
例

子
会

社
と

親
会

社
の

関
係

性
に

よ
る

分
類

イ
メ

ー
ジ

発
達

障
害

社
員

に
対

す
る

具
体

的
⽀

援
の

状
況

69

⽀
援

体
制

：
Ａ

社
-特

例
⼦

会
社

の
独

⽴
性

が
強

い
企

業
-

•
O
JT

の
実

施
、

適
性

配
置

の
工

夫

•
不

適
応

に
対

す
る

直
接

指
導

•
職

場
の

ル
ー

ル
の

指
導

•
家

庭
と

の
連

携


特

例
子

会
社

発
達

障
害

者
の

勤
務

場
所

専
任

指
導

員
の

役
割

親
会

社
と

の
関

わ
り

方


特
例

子
会

社
は

親
会

社
か

ら
独

立
し

て
運

営
を

行
っ

て
お

り
、

支
援

に
お

い
て

も
関

わ
り

は
特

に
な

い
。

⼯
程

変
更

に
⾃

ら
対

応
で

き
な

い
aさ

ん
（

⾃
閉

症
）

作
業

遂
⾏

⾯
で

の
配

慮

70

特
性

職
場

環
境

課
題

指
導

ス
タ

ッ
フ

は
特

性
を

理
解

し
た

対
応

を
⽇

ご
ろ

か
ら

重
視

。

ホ
ー

ル
作

業
へ

の
切

り
替

え
が

必
要

な
と

き
、

状
況

に
気

づ
か

な
い

Ａ
さ

ん
に

指
導

ス
タ

ッ
フ

が
声

か
け

を
す

る
。

拒
否

す
る

場
合

に
は

「
給

料
を

も
ら

う
た

め
に

は
指

⽰
に

従
わ

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

」
こ

と
を

説
明

。
そ

れ
で

も
拒

否
す

る
時

は
帰

宅
さ

せ
る

こ
と

も
あ

っ
た

。

Ａ
さ

ん
は

働
く

こ
と

へ
の

意
志

が
強

く
、

継
続

的
な

働
き

か
け

に
よ

り
、

現
在

は
声

か
け

の
み

で
切

り
替

え
が

可
能

と
な

っ
て

い
る

。

対
応

作
業

変
更

へ
の

抵
抗

が
強

い
。

バ
ッ

ク
ヤ

ー
ド

で
洗

い
物

中
で

あ
っ

て
も

、
業

務
の

繁
閑

で
ホ

ー
ル

作
業

を
担

当
す

る
必

要
が

あ
る

。

ホ
ー

ル
作

業
へ

の
切

り
替

え
が

必
要

だ
が

、
気

づ
か

な
い

71

⽀
援

体
制

：
C社

-親
会

社
・

関
連

会
社

で
の

障
害

者
⽀

援
も

⾏
う

企
業

-

•
教

材
・
マ

ニ
ュ

ア
ル

作
成

・
作

業
工

程
の

見
直

し

•
親

会
社

派
遣

従
業

員
に

、
現

地
指

導
. 親

会
社

へ
の

説
明

•
親

会
社

所
属

の
本

人
相

談
、

親
会

社
へ

の
ア

ド
バ

イ
ス


特

例
子

会
社

、
親

会
社

へ
派

遣
、

親
会

社
常

駐
発

達
障

害
者

の
勤

務
場

所

専
任

指
導

員
の

役
割

親
会

社
・

関
連

会
社

と
の

関
わ

り
方


特

例
子

会
社

従
業

員
の

障
害

特
性

等
に

つ
い

て
説

明
を

受
け

る
.


従

業
員

の
支

援
方

法
に

つ
い

て
、

特
例

子
会

社
の

専
任

指
導

員
か

ら
ノ

ウ
ハ

ウ
を

学
び

、
日

々
助

言
を

得
な

が
ら

、
親

会
社

従
業

員
が

対
応

.

ノ
ウ

ハ
ウ

の
普

及
・
伝

達
の

可
能

性

75



安
定

し
た

業
務

遂
⾏

の
た

め
⼈

間
関

係
に

調
整

を
要

し
た

cさ
ん

（
⾃

閉
症

）

⼈
間

関
係

と
作

業
⼯

程
へ

の
配

慮

72

特
性

職
場

環
境

課
題

⾳
へ

の
過

敏
。

精
神

不
安

定
に

よ
る

不
適

応
⾏

動
が

⽣
じ

や
す

い
。

清
掃

作
業

に
同

僚
と

共
同

で
従

事
。

同
僚

に
よ

る
常

同
⾏

動
（

⾆
打

ち
）

を
⽿

障
り

に
感

じ
、

カ
ッ

タ
ー

で
同

僚
の

ポ
ケ

ッ
ト

を
切

っ
て

し
ま

っ
た

。

Ｃ
さ

ん
が

Ｐ
Ｃ

に
興

味
を

持
ち

、
ス

キ
ル

も
あ

っ
た

こ
と

か
ら

、
デ

ジ
タ

ル
作

業
部

署
へ

⼀
時

的
に

担
当

さ
せ

た
。

作
業

適
応

で
き

た
た

め
、

そ
の

ま
ま

異
動

。

デ
ジ

タ
ル

部
署

で
は

作
業

マ
ニ

ュ
ア

ル
を

作
成

し
、

先
輩

従
業

員
か

ら
指

導
を

受
け

て
い

る
。

ル
ー

チ
ン

作
業

で
あ

る
確

認
業

務
に

従
事

し
、

適
応

し
て

い
る

。
業

務
に

時
間

が
空

く
と

不
安

に
な

る
こ

と
も

あ
る

が
、

そ
の

場
合

は
シ

ュ
レ

ッ
ダ

ー
作

業
を

担
当

さ
せ

る
な

ど
し

、
問

題
⾏

動
は

⽣
じ

て
い

な
い

。

対
応

73

⽀
援

体
制

：
E社

-特
例

⼦
会

社
の

指
導

ス
タ

ッ
フ

に
よ

る
主

導
的

⽀
援

の
あ

る
企

業
-

•
適

正
配

置
の

た
め

作
業

ス
キ

ル
の

評
価

、
障

害
特

性
の

把
握

•
作

業
手

順
の

定
型

化
、

職
場

環
境

の
調

整

•
能

力
に

応
じ

た
個

別
指

導
、

体
調

管
理


特

例
子

会
社

、
親

会
社

内
事

務
所

発
達

障
害

者
の

勤
務

場
所

専
任

指
導

員
の

役
割

親
会

社
と

の
関

わ
り

方


支
援

に
お

い
て

親
会

社
の

関
わ

り
は

特
に

無
く
、

業
務

委
託

で
の

関
わ

り
の

み
。

同
僚

の
⾔

動
で

不
安

定
に

な
る

eさ
ん

（
知

的
障

害
・

広
汎

性
発

達
障

害
）

⼈
間

関
係

と
作

業
⼯

程
へ

の
配

慮

74

特
性

職
場

環
境

課
題

環
境

変
化

、
対

⼈
交

渉
に

よ
っ

て
精

神
不

安
・

不
適

応
⾏

動
が

⽣
じ

や
す

い
。

商
品

包
装

作
業

（
知

的
障

害
重

度
の

⼈
が

多
い

部
署

）
を

担
当

。

同
僚

に
⼲

渉
さ

れ
る

と
感

じ
、

パ
ニ

ッ
ク

が
頻

繁
に

発
⽣

。

３
．

企
業

に
お

け
る

就
労

・
定

着
⽀

援
の

現
状

と
課

題

指
導

担
当

者
が

都
度

相
談

を
⾏

い
、

７
年

半
対

応
し

て
い

た
が

、
結

果
的

に
は

異
動

を
検

討
。

⼿
先

は
器

⽤
だ

が
、

園
芸

に
は

向
か

な
い

と
判

断
。

漢
字

の
読

み
が

苦
⼿

で
な

い
こ

と
も

あ
り

、
親

会
社

内
の

メ
ー

ル
サ

ー
ビ

ス
に

異
動

。

異
動

後
の

職
場

環
境

で
、

指
導

担
当

者
が

固
定

さ
れ

て
い

な
い

こ
と

、
チ

ー
ム

プ
レ

イ
が

要
求

さ
れ

る
、

時
間

帯
ご

と
に

仕
事

内
容

が
変

化
す

る
、

周
囲

の
騒

⾳
が

気
に

な
る

な
ど

か
ら

不
安

定
、

⽋
勤

が
増

加
。

ジ
ョ

ブ
コ

ー
チ

に
よ

る
専

⾨
的

・
集

中
⽀

援
を

開
始

。
不

安
定

の
要

因
分

析
か

ら
対

応
を

検
討

。
本

⼈
の

落
ち

着
く

ス
ペ

ー
ス

確
保

、
体

調
確

認
の

⾯
談

に
よ

り
1⽇

の
仕

事
配

分
を

決
め

る
こ

と
で

、
安

⼼
感

を
得

ら
れ

、
⽋

勤
が

減
少

し
た

。

対
応

75

⽀
援

体
制

：
G社

の
例

-親
会

社
従

業
員

も
指

導
を

担
当

す
る

企
業

-

•
ル

ー
ル

の
指

導
、

１
分

間
ス

ピ
ー

チ
・
文

字
指

導
、

生
活

リ
ズ

ム
管

理
、

職
業

能
力

の
判

断
、

適
正

配
置

の
検

討

•
家

庭
と

の
面

談

•
親

会
社

部
署

常
駐

の
従

業
員

に
直

接
指

導
、

親
会

社
へ

の
説

明


特

例
子

会
社

常
駐

、
親

会
社

部
署

へ
の

常
駐

発
達

障
害

者
の

勤
務

場
所

専
任

指
導

員
の

役
割

親
会

社
と

の
関

わ
り

方


親
会

社
常

駐
の

従
業

員
（
特

例
子

会
社

所
属

）
の

業
務

管
理

、
直

接
指

導

３
．

企
業

に
お

け
る

就
労

・
定

着
⽀

援
の

現
状

と
課

題

76



後
輩

を
意

識
し

す
ぎ

て
不

安
定

に
な

る
gさ

ん
（

広
汎

性
発

達
障

害
）

⼈
間

関
係

と
作

業
⼯

程
へ

の
配

慮

76

特
性

職
場

環
境

課
題

こ
だ

わ
り

や
対

⼈
緊

張
に

よ
り

精
神

不
安

定
、

不
適

応
⾏

動
が

⽣
じ

や
す

い
。

PC
に

よ
る

デ
ー

タ
⼊

⼒
作

業
を

担
当

。

後
輩

に
指

導
し

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

と
過

剰
な

意
識

を
持

っ
て

い
る

。
業

務
マ

ニ
ュ

ア
ル

作
成

時
に

パ
ニ

ッ
ク

が
起

こ
っ

た
。

同
じ

障
害

を
持

つ
後

輩
に

対
し

て
、

緊
張

が
増

し
て

い
っ

た
。

３
．

企
業

に
お

け
る

就
労

・
定

着
⽀

援
の

現
状

と
課

題

後
輩

と
同

じ
業

務
は

避
け

て
、

デ
ス

ク
の

配
置

を
引

き
離

し
た

。
本

⼈
の

み
で

業
務

が
完

結
す

る
よ

う
職

務
を

再
設

計
し

た
。

業
者

対
応

な
ど

慣
れ

な
い

こ
と

も
あ

っ
た

た
め

、
指

導
ス

タ
ッ

フ
が

１
年

程
度

同
席

し
て

対
応

を
図

っ
た

。
時

折
パ

ニ
ッ

ク
が

⽣
じ

る
こ

と
も

あ
る

が
、

指
導

ス
タ

ッ
フ

が
本

⼈
に

聞
き

取
り

、
問

題
を

整
理

す
る

と
落

ち
着

い
た

。
同

じ
部

署
に

ジ
ョ

ブ
コ

ー
チ

的
役

割
の

従
業

員
が

あ
り

、
⼿

が
空

い
た

際
は

他
の

部
署

を
⼿

伝
う

習
慣

が
⾝

に
つ

い
て

き
た

。
ミ

ス
は

時
々

⽣
じ

る
が

、
会

社
側

は
そ

の
都

度
対

策
を

講
じ

れ
ば

よ
い

と
考

え
て

い
る

。

対
応

77

⽀
援

体
制

：
Ｉ

社
の

例
-親

会
社

と
の

関
係

性
が

強
い

企
業

-

•
業

務
管

理
、

個
別

指
導

、
定

期
的

相
談

、

•
親

会
社

社
員

に
対

す
る

障
害

特
性

の
説

明


親

会
社

本
社

、
親

会
社

支
社

内
設

置
の

特
例

子
会

社
員

で
構

成
さ

れ
た

部
署

発
達

障
害

者
の

勤
務

場
所

専
任

指
導

員
の

役
割

親
会

社
の

関
わ

り
方


直

接
支

援
は

行
っ

て
い

な
い

適
切

な
⾏

動
、

職
場

の
マ

ナ
ー

が
守

れ
な

い
I さ

ん
（

広
汎

性
発

達
障

害
）

職
場

の
ル

ー
ル

の
理

解
と

⾏
動

化
の

指
導

78

特
性

職
場

環
境

課
題

こ
だ

わ
り

や
対

⼈
意

識
の

状
況

に
よ

り
不

適
切

⾏
動

が
⽣

じ
や

す
い

。

PC
に

よ
る

デ
ー

タ
⼊

⼒
作

業
を

担
当

。

Ｉ
さ

ん
は

、
褒

め
ら

れ
た

同
僚

が
う

ら
や

ま
し

く
、

⾃
ら

も
褒

め
ら

れ
よ

う
と

担
当

し
て

い
た

メ
ー

ル
を

正
確

さ
を

無
視

し
て

急
い

で
仕

分
け

た
。

誤
配

が
40

0通
も

⽣
じ

社
内

で
⼤

問
題

と
な

っ
た

。
気

に
⼊

ら
な

い
従

業
員

へ
の

メ
ー

ル
を

意
図

的
に

誤
配

す
る

こ
と

も
あ

っ
た

。

職
業

セ
ン

タ
ー

と
指

導
員

、
親

も
含

め
た

三
者

会
議

を
開

き
、

⾏
動

が
改

善
さ

れ
な

い
場

合
に

は
雇

⽤
は

継
続

で
き

な
い

こ
と

を
伝

え
た

。

親
の

理
解

と
協

⼒
を

得
て

、
職

業
セ

ン
タ

ー
で

１
週

間
の

訓
練

と
指

導
を

実
施

。
本

⼈
は

反
省

し
、

現
在

は
仕

事
に

復
帰

し
て

い
る

。
他

者
が

迷
惑

だ
と

思
っ

た
ら

Ｉ
さ

ん
に

サ
イ

ン
を

出
す

と
い

う
ル

ー
ル

を
決

め
た

。
Ｉ

さ
ん

は
サ

イ
ン

を
⾒

て
⾃

ら
の

⾏
動

を
コ

ン
ト

ロ
ー

ル
す

る
よ

う
努

め
て

い
る

。

対
応

79

特
例

⼦
会

社
・

親
会

社
の

⽀
援

体
制

の
特

徴

•
特

性
評

価
、

適
正

配
置

、
作

業
⼯

程
の

⼯
夫

、
育

成
プ

ロ
グ

ラ
ム

の
実

施
等

、
特

例
⼦

会
社

な
ら

で
は

の
⽀

援
体

制
を

構
築

•
親

会
社

・
関

連
会

社
で

働
く

従
業

員
が

い
た

場
合

、
特

例
⼦

会
社

指
導

員
に

よ
る

⼿
厚

い
職

場
適

応
⽀

援
が

実
施

さ
れ

て
い

た

•
親

会
社

が
障

害
の

あ
る

従
業

員
の

⽀
援

に
関

わ
る

場
合

、
特

例
⼦

会
社

に
よ

る
⽀

援
・

助
⾔

が
必

須
で

あ
っ

た

77



80

特
例

⼦
会

社
に

よ
る

発
達

障
害

者
へ

の
対

応

•
採

⽤
前

、
採

⽤
後

の
研

修
、

配
置

等
を

事
前

に
⼗

分
検

討
し

て
も

、
想

定
外

の
事

態
や

ト
ラ

ブ
ル

が
⽣

じ
て

い
た

。

•
障

害
者

雇
⽤

の
経

験
（

主
に

知
的

・
精

神
へ

の
対

応
）

を
⽣

か
し

た
特

例
⼦

会
社

な
ら

で
は

個
別

的
対

応
が

⾏
わ

れ
て

い
た

•
専

⾨
的

知
識

と
⽀

援
経

験
の

豊
富

な
、

指
導

員
（

障
害

者
指

導
担

当
）

の
存

在
が

⼤
き

い
。

81

親
会

社
（

⼀
般

企
業

）
に

よ
る

⽀
援

の
範

囲
と

可
能

性
•

関
係

性
の

強
弱

や
⽀

援
体

制
の

如
何

に
関

わ
ら

ず
、

⽀
援

の
中

核
は

特
例

⼦
会

社

•
本

⼈
の

就
職

先
が

親
会

社
・

関
連

会
社

で
あ

っ
て

も
、

特
例

⼦
会

社
と

同
様

の
⽀

援
が

必
要

な
例

も
あ

り

•
親

会
社

に
よ

る
⽀

援
の

範
囲

は
、

特
例

⼦
会

社
の

助
⾔

・
援

助
と

関
連

し
て

い
る

•
特

例
⼦

会
社

か
ら

ノ
ウ

ハ
ウ

の
伝

達
・

普
及

可
能

性
が

あ
っ

た
企

業
は

１
社

の
み

企
業

に
お

け
る

新
⼊

社
員

の
職

場
適

応
・

定
着

に
関

す
る

調
査

特
性

に
即

し
た

雇
⽤

⽀
援

の
選

択
を

⽀
援

す
る

た
め

の
検

討

82

調
査

対
象

：
企

業
デ

ー
タ

ベ
ー

ス
か

ら
抽

出
し

た
45

00
社

（
回

収
率

13
.4

％
：

60
2社

）
調

査
時

期
：

平
成

22
年

5⽉
〜

6⽉
調

査
内

容
：

企
業

の
概

要
と

障
害

者
⽀

援
に

関
す

る
意

識
新

卒
採

⽤
の

概
要

と
障

害
者

雇
⽤

の
状

況
等

採
⽤

に
際

し
て

重
視

す
る

項
⽬

・
課

題
と

採
⽤

後
の

達
成

職
場

の
ル

ー
ル

の
指

導

分
析

対
象

企
業

の
概

要
(1

)分
析

対
象

企
業

の
規

模
・

業
種

別
内

訳

83

(2
) 

採
⽤

状
況

（
Ｈ

22
年

度
）

78



84

障
害

者
雇

⽤
の

現
状

一
般

扱
い

の
雇

用
に

限
定

す
れ

ば
60

2社
中

４
社

で
把

握
さ

れ
る

に
と

ど
ま

る
。

雇
用

の
現

状
と

課
題

に
つ

い
て

は
無

記
入

の
た

め
詳

細
不

明

採
⽤

⽅
法

85

際
⽴

っ
て

実
施

さ
れ

て
い

る
わ

け
で

は
な

い

採
⽤

配
置

・
採

⽤
時

に
求

め
る

能
⼒

、
採

⽤
後

の
指

導
体

制

86

採
⽤

時
に

求
め

る
能

⼒

87

79



配
慮

の
現

状
と

課
題

88

指
導

に
よ

り
問

題
解

決
が

図
ら

れ
た

事
例

（
⾃

由
記

述
）

配
慮

の
現

状
と

課
題

89

問
題

解
決

が
困

難
と

な
っ

た
事

例
（

⾃
由

記
述

）

職
場

の
ル

ー
ル

の
指

導
に

つ
い

て

90

【
場

面
１

：
備

品
の

私
的

利
用

】

机
の

上
に

は
、

Ａ
さ

ん
の

仕
事

に
必

要
な

「
ボ

ー
ル

ペ
ン

、
鉛

筆
、

は
さ

み
、

ホ
チ

キ
ス

、
セ

ロ
ハ

ン
テ

ー
プ

」
が

置
か

れ
て

い
ま

し
た

。
先

輩
職

員
Ｂ

係
長

は
「

こ
れ

ら
の

文
房

具
は

、
Ａ

さ
ん

が
使

っ
て

良
い

も
の

で
す

」
と

説
明

し
ま

し
た

。
Ａ

さ
ん

は
、

自
宅

の
セ

ロ
ハ

ン
テ

ー
プ

が
残

り
少

な
く

な
っ

て
い

る
こ

と
を

思
い

出
し

ま
し

た
。

帰
り

に
、

「
Ａ

さ
ん

が
使

っ
て

も
良

い
」

と
言

わ
れ

た
文

房
具

の
中

か
ら

、
セ

ロ
ハ

ン
テ

ー
プ

を
持

っ
て

帰
り

ま
し

た
。

考
え

方
（
有

効
回

答
58

2社
）

％

①
「
Ａ

さ
ん

が
使

っ
て

も
良

い
」
と

言
わ

れ
た

も
の

だ
か

ら
、

特
に

問
題

は
な

い
。

0.
5%

②
会

社
使

う
も

の
な

の
で

、
持

っ
て

帰
る

の
は

良
く
な

い
。

96
.9
%

③
セ

ロ
ハ

ン
テ

ー
プ

は
使

え
ば

な
く
な

る
も

の
だ

か
ら

、
ま

た
、

新
し

い
セ

ロ
ハ

ン
テ

ー
プ

を
も

ら
え

ば
い

い
。

0.
7%

④
持

っ
て

帰
る

の
は

良
く
な

い
か

も
し

れ
な

い
が

、
「
持

っ
て

帰
っ

て
は

い
け

な
い

」
と

い
わ

れ
て

い
な

い
か

ら
特

に
問

題
は

な
い

。
0.
2%

⑤
そ

の
他

1.
2%

係
長

か
ら

、
「
こ

れ
ら

の
文

房
具

は
、

Ａ
さ

ん
が

使
っ

て
も

良
い

も
の

で
す

」
と

説
明

を
う

け
、

自
宅

用
に

持
っ

て
帰

っ
た

。

調
査

項
⽬

の
設

定

職
場

に
お

け
る

「
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

」
と

「
ビ

ジ
ネ

ス
マ

ナ
ー

」
を

構
成

す
る

内
容

に
つ

い
て

、
標

準
化

さ
れ

た
妥

当
な

領
域

や
項

⽬
が

設
定

さ
れ

て
い

る
わ

け
で

は
な

い
。

若
年

者
の

就
職

に
際

し
て

必
要

と
な

る
「

若
年

者
就

職
基

礎
能

⼒
」

の
習

得
に

よ
り

採
⽤

可
能

性
を

⾼
め

る
た

め
の

事
業

（
YE

Sプ
ロ

グ
ラ

ム
:

Yo
ut

h 
Em

pl
oy

ab
ili

ty
 S

up
po

rt
-P

ro
gr

am
）

に
お

い
て

定
義

さ
れ

た
内

容
の

う
ち

、
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

能
⼒

職
業

⼈
意

識
ビ

ジ
ネ

ス
マ

ナ
ー

の
評

価
項

⽬
を

具
体

的
な

⾏
動

レ
ベ

ル
で

再
構

成
し

、
調

査
す

る
領

域
と

項
⽬

を
選

定
し

た
。

91

80



コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
に

つ
い

て
設

定
し

た
７

領
域

と
項

⽬
数

領
域

項
目

数

情
報

の
理

解
３

情
報

の
伝

達
７

報
告

・
連

絡
・

相
談

４

意
思

の
表

明
３

相
手

の
意

見
の

尊
重

５

意
見

集
約

・
交

換
３

組
織

内
外

の
行

動
６

92

ビ
ジ

ネ
ス

マ
ナ

ー
等

に
つ

い
て

設
定

し
た

５
領

域
と

項
⽬

数

領
域

項
目

数

挨
拶

等
の

基
本

３

電
話

の
使

い
方

の
基

本
６

訪
問

・
来

客
対

応
の

基
本

７

社
会

人
と

し
て

の
役

割
や

責
任

５

職
業

観
７

93

新
⼊

社
員

に
求

め
る

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
（

ビ
ジ

ネ
ス

マ
ナ

ー
等

）
の

能
⼒

に
つ

い
て

採
⽤

時
の

期
待

：
御

社
が

新
規

採
⽤

に
際

し
て

採
⽤

時
に

重
視

す
る

内
容

に
つ

い
て

、
重

視
す

る
程

度
を

４
段

階
で

評
価

し
、

回
答

欄
の

あ
て

は
ま

る
数

字
に

○
を

つ
け

て
く

だ
さ

い
。

達
成

の
時

期
：

御
社

に
就

職
を

め
ざ

す
者

は
、

こ
れ

ら
の

課
題

を
い

つ
ま

で
に

達
成

し
て

い
く

こ
と

が
望

ま
し

い
と

お
考

え
で

す
か

。
回

答
欄

の
あ

て
は

ま
る

と
こ

ろ
に

○
を

つ
け

て
く

だ
さ

い
。

3 
←

2 
←

1 
←

0
と

て
も

重
視

す
る

重
視

す
る

あ
ま

り
重

視
し

な
い

全
く

重
視

し
な

い

５
←

４
←

３
←

２
←

１
就

職
後

3年
以

上
就

職
後

1年
就

職
後

半
年

就
職

後
3ヶ

⽉
就

職
時

94

情
報

の
理

解

9
.2

8
.5

5
.3

06

1
2

1
8

相 手 の 主 張 を    

理 解 で き る

正 し い 理 解 の た め に

質 問 で き る

言 外 の 意 味 を    

理 解 で き る 　

月 数
点 数

3

2.
55

点

2.
26

点
2.

15
点

12

情
報

の
伝

達
1
6
.9

1
4
.4

1
4
.8

1
1
.1

7
.9

5
.9

1
6
.4

06

1
2

1
8

正 し く 情 報 を     

伝 え ら れ る

伝 達 内 容 を      

ま と め て 説 明 で き る

与 え ら れ た 時 間 内 に  

説 明 で き る

相 手 の 理 解 に あ わ せ て

説 明 で き る

レ ジ メ を 活 用 し て   

意 見 を 伝 え ら れ る

レ ジ メ を 活 用 し て   

説 明 で き る

説 明 に 必 要 な レ ジ メ を

作 成 で き る

月 数

2.
50

点

3

2.
25

点

2.
05

点
1.

94
点

1.
73

点
1.

72
点

1.
70

点

2 1点 数

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
の

項
⽬

情
報

の
理

解
情

報
の

伝
達

95
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96
97

挨
拶

等
の

基
本

4
.6

6
.0

3
.3

06

1
2

1
8

挨 拶 ･ お 詫 び や お 礼 が

適 切 に で き る

好 感 を 持 た れ る    

応 答 が で き る

敬 語 の 種 類 や 表 現 を  

使 い 分 け る

月 数

2
.4

3
点

3 2 1点 数

2
.2

1
点

2
.1

2
点

電
話

の
使

い
方

の
基

本 4
.2

4
.5

4
.3

3
.6

4
.8

4
.6

06

1
2

1
8

マ ナ ー に 則 し て   

携 帯 電 話 を 使 え る

電 話 が 適 切 に    

受 け ら れ る

電 話 の 取 り 次 ぎ が　

適 切 に で き る

電 話 の メ モ を    

作 る こ と が で き る

電 話 で 適 切 な    

言 い 方 が で き る

取 り 次 げ な い 電 話 の

対 応 が で き る

月 数

2
.0

2
点

1
.9

3
点

1
.8

8
点

1
.8

8
点

1
.8

3
点

1
.9

1
点

点 数3 2 1

ビ
ジ

ネ
ス

マ
ナ

ー
の

項
目

挨
拶

等
の

基
本

電
話

の
使

い
方

の
基

本

98
99
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10
0

【
期

待
す

る
⽔

準
が

2点
以

上
・

期
待

す
る

達
成

時
期

が
6ヶ

⽉
未

満
】

開
⽰

し
て

理
解

と
配

慮
を

求
め

る
必

要
が

あ
る

の
か

【
期

待
す

る
⽔

準
が

2点
以

上
・

期
待

す
る

達
成

時
期

が
12

ヶ
⽉

未
満

】

雇
⽤

後
の

⼀
般

研
修

期
間

等
で

達
成

が
⾒

込
め

る
の

か
、

開
⽰

し
て

理
解

と
配

慮
を

求
め

る
必

要
が

あ
る

の
か

【
期

待
す

る
⽔

準
が

2点
以

下
・

期
待

す
る

達
成

時
期

が
12

ヶ
⽉

以
上

】

雇
⽤

後
の

⼀
般

研
修

や
O

JT
 の

み
な

ら
ず

、
⾃

⼰
研

修
等

を
活

⽤
し

て
達

成
が

⾒
込

め
る

の
か

、
開

⽰
し

て
理

解
と

配
慮

を
求

め
る

必
要

が
あ

る
の

か

10
1

⼀
般

企
業

で
の

就
職

後
の

課
題

（
企

業
内

研
修

や
O

JT
）

採
⽤

後
の

⼀
般

研
修

や
O

JT
だ

け
で

は
適

切
に

⾏
動

す
る

こ
と

が
難

し
い

場
合

に
ど

う
す

る
か

•
職

業
文

化
の

学
習

•
キ

ャ
リ

ア
の

形
成

通
常

の
企

業
内

研
修

や
O

JT
で

期
待

⽔
準

に
到

達
で

き
る

か
？

10
2

お
わ

り
に

職
業

準
備

性
未

達
成

へ
の

課
題

を
⽀

援
す

る
た

め
に
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障
害

者
職

業
総

合
セ

ン
タ

ー
職

業
セ

ン
タ

ー
で

開
発

し
た

プ
ロ

グ
ラ

ム
•

発
達

障
害

者
の

た
め

の
職

場
対

人
技

能
ト

レ
ー

ニ
ン

グ
（
Jo
b 
re
la
te
d 
Sk
ill
s T

ra
in
in
g;
 JS
T）

•
発

達
障

害
者

の
ワ

ー
ク

シ
ス

テ
ム

・
サ

ポ
ー

ト
プ

ロ
グ

ラ
ム

リ
ラ

ク
ゼ

ー
シ

ョ
ン

技
能

ト
レ

ー
ニ

ン
グ

ス
ト

レ
ス

・
疲

労
の

セ
ル

フ
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
と

対
処

方
法

•
発

達
障

害
者

の
ワ

ー
ク

シ
ス

テ
ム

・
サ

ポ
ー

ト
プ

ロ
グ

ラ
ム

ナ
ビ

ゲ
ー

シ
ョ

ン
ブ

ッ
ク

の
作

成
と

活
用

10
4

就
労

セ
ミ

ナ
ー

個
別

相
談

作
業

W
S

S
P

の
全

体
像

問
題

解
決

技
能

ト
レ

ー
ニ

ン
グ

職
場

対
人

技
能

ト
レ

ー
ニ

ン
グ

（
J
S

T
）

リ
ラ

ク
ゼ

ー
シ

ョ
ン

技
能

ト
レ

ー
ニ

ン
グ

マ
ニ

ュ
ア

ル
作

成
技

能
ト

レ
ー

ニ
ン

グ

職
業

準
備

支
援

発
達

障
害

者
就

労
支

援
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム

事
業

所
で

の
体

験
実

習
等

を
通

じ
た

実
践

的
な

支
援

（
実

践
的

支
援

）
【
４

週
間

程
度

】

セ
ン

タ
ー

内
で

の
技

能
体

得
の

た
め

の
講

座
（
技

能
体

得
講

座
）

【
８

週
間

程
度

】

就
労

セ
ミ

ナ
ー

・
問

題
解

決
技

能

・
対

人
技

能
ト

レ
ー

ニ
ン

グ
・

リ
ラ

ク
ゼ

ー
シ

ョ
ン

技
能

・
作

業
マ

ニ
ュ

ア
ル

作
成

技
能

・
事

業
所

で
の

体
験

実
習

を
実

施
（

各
種

技
能

を
事

業
所

で
実

践
的

に
支

援
）

・
事

業
所

で
の

支
援

状
況

を
踏

ま
え

、
技

能
体

得
講

座
等

を
再

実
施

常
設

の
模

擬
的

就
労

場
面

を
活

用
し

た
作

業
支

援
個

別
相

談

個
別

課
題

の
対

応
策

等
に

つ
い

て
の

話
し

合
い

技
能

体
得

講
座

で
学

ん
だ

技
能

の
実

践
、

そ
の

結
果

を
踏

ま
え

た
再

支
援

セ
ン

タ
ー

内
で

の
作

業
支

援
か

ら
事

業
所

内
で

の
作

業
支

援
に

移
行

さ
せ

、
作

業
支

援
、

就
労

支
援

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

、
個

別
相

談
を

体
系

的
に

実
施

実
施

状
況

や
翌

日
の

支
援

内
容

等
の

確
認

等

求
職

活
動

支
援

・
応

募
す

る
事

業
所

に
合

わ
せ

て
ナ

ビ
ゲ

ー
シ

ョ
ン

ブ
ッ

ク
（

対
象

者
の

特
性

や
対

応
方

法
等

を
説

明
す

る
資

料
）

を
活

用
。

・
応

募
す

る
事

業
所

に
合

わ
せ

た
面

接
練

習
を

実
施

。

・
事

業
所

面
接

に
カ

ウ
ン

セ
ラ

ー
が

同
行

し
、

ナ
ビ

ゲ
ー

シ
ョ

ン
ブ

ッ
ク

に
基

づ
き

説
明

。

・
事

業
所

に
対

し
て

、
対

象
者

の
雇

入
れ

に
係

る
職

場
環

境
調

整
の

助
言

や
支

援
制

度
の

紹
介

等
を

実
施

。

ハ
ロ

ー
ワ

ー
ク

、
発

達
障

害
者

支
援

セ
ン

タ
ー

等
の

関
係

機
関

に
よ

る
連

絡
協

議
会

、
個

別
の

関
係

機
関

と
の

調
整

等
を

通
じ

て
、

支
援

対
象

者
の

把
握

、
他

の
支

援
機

関
へ

の
誘

導
等

、
地

域
の

実
情

に
応

じ
た

発
達

障
害

者
の

就
労

支
援

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

を
構

築

発
達

障
害

者
就

労
支

援
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
の

構
築

地
域

障
害

者
職

業
セ

ン
タ

ー
に

お
け

る
発

達
障

害
者

支
援

発
達

特
性

ス
ト

レ
ス

・
不

安
・
パ

ニ
ッ

ク
対

処
自

己
効

力
感

発
達

特
性

の
理

解

感
覚

特
性

視
覚

受
信

優 位 性

視
覚

←
→

 聴
覚

同
時

←
→

 継
次

聴
覚

受
信

受
信

・
理

解

ワ
ー

キ
ン

グ
メ

モ
リ

ー

判
断

・
思

考

手
先

協
応

性
全

身
運

動
能

力

正
確

性
速

度

身
だ

し
な

み
時

間
遵

守
場

に
応

じ
た

行
動

・
発

言

定
型

柔
軟

作
業

特
性

送
信

送
信

・
行

動

ル
ー

ル
・
マ

ナ
ー

対
人

状
況

受
信

余
暇

成
功

体
験

ワ
ー

ク
シ

ス
テ

ム
・
サ

ポ
ー

ト
プ

ロ
グ

ラ
ム

に
お

け
る

ア
セ

ス
メ

ン
ト

の
視

点

本
人

周
囲

注
意

・
多

動
特

性

受
信

特
性

プ
ラ

ン
ニ

ン
グ

思
考

の
偏

り
・
思

い
こ

み

意
思

決
定

二
次

障
害

視
覚

指
示

理
解

モ
デ

リ
ン

グ
文

字
・
マ

ニ
ュ

ア
ル

細
部

へ
の

注
目

・
弁

別

言
語

指
示

理
解

短
い

言
語

指
示

長
い

言
語

指
示

曖
昧

な
言

語
指

示

表
情

・
感

情
・
身

振
り

G
oサ

イ
ン

・
N

oG
oサ

イ
ン

手
順

時
間

メ
モ

取
り

・
手

順
書

作
成 優

先
順

位

日
課

・
服

薬
・
金

銭

ブ
レ

イ
ン

・
ス

ト
ー

ミ
ン

グ

視
覚

過
敏

性
聴

覚
過

敏
性

触
覚

過
敏

性
嗅

覚
過

敏
性

前
庭

覚
過

敏
性 不
注

意
フ

ァ
ン

タ
ジ

ー
集

中
持

続
・
過

集
中 多

動
性

衝
動

性

発
達

障
害

者
の

た
め

の
職

場
対

⼈
技

能
ト

レ
ー

ニ
ン

グ
（

Ｊ
Ｓ

Ｔ
）

•
JS

Tと
は

、
障

害
者

職
業

総
合

セ
ン

タ
ー

職
業

セ
ン

タ
ー

が
実

施
す

る
発

達
障

害
者

の
ワ

ー
ク

シ
ス

テ
ム

・
サ

ポ
ー

ト
プ

ロ
グ

ラ
ム

（
W

SS
P）

の
「

就
労

セ
ミ

ナ
ー

」
に

お
け

る
技

能
ト

レ
ー

ニ
ン

グ
と

し
て

開
発

し
た

⽀
援

技
法

で
あ

る
。

•
対

⼈
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

の
ス

キ
ル

に
焦

点
を

当
て

、
職

場
で

の
基

本
的

対
⼈

マ
ナ

ー
等

に
つ

い
て

グ
ル

ー
プ

ワ
ー

ク
の

中
で

視
覚

的
な

補
助

教
材

を
使

⽤
し

、
当

事
者

に
よ

る
ロ

ー
ル

プ
レ

イ
や

意
⾒

交
換

を
⾏

い
な

が
ら

、
職

場
で

必
要

と
な

る
対

⼈
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

の
ス

キ
ル

習
得

を
図

る
こ

と
が

JS
Tの

⽬
的

で
あ

る
。

10
7

基
本

的
な

考
え

方

①
職

場
で

必
要

と
さ

れ
る

背
景

や
体

得
さ

れ
る

意
義

等
の

知
識

付
与

②
ど

の
職

場
で

も
共

通
す

る
場

面
や

ス
キ

ル
を

厳
選

す
る

③
タ

ー
ゲ

ッ
ト

と
す

る
ス

キ
ル

を
ロ

ー
ル

プ
レ

イ
等

の
モ

デ
リ

ン
グ

を
通

し
て

わ
か

り
や

す
く

提
示

④
受

講
者

個
々

人
の

認
知

特
徴

の
ア

セ
ス

メ
ン

ト
結

果
を

踏
ま

え
て

支
援

基
本

課
題

応
用

課
題

挨
拶

す
る

・
報

告
す

る
・
質

問
す

る
・
確

認
す

る
・
確

認
す

る
・
職

場
で

謝
る

遅
刻

し
た

時
の

対
応

・
残

業
を

引
き

受
け

る
・
残

業
を

断
る

人
の

そ
ば

を
通

る
時

に
は

・
会

話
を

遮
り

、
要

件
を

伝
え

る
・
休

憩
時

の
会

話
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１
Ｊ

Ｓ
Ｔ

と
は

？

●
Ｊ
Ｓ

Ｔ
（
Ｊ
ｏ
ｂ

ｒｅ
ｌａ

ｔｅ
ｄ

Ｓ
ｋ
ｉｌ
ｌｓ

Ｔ
ｒａ

ｉｎ
ｉｎ

ｇ
）
は

、
日

本
語

で
は

「
職

場
に

お
け

る
対

人
技

能
ト

レ
ー

ニ
ン

グ
」
と

言
い

ま
す

。

●
職

業
生

活
を

円
滑

に
送

る
た

め
に

は
、

上
司

や
同

僚
と

の
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

が
、

大
事

な
要

素
の

一
つ

に
な

り
ま

す
。

●
当

プ
ロ

グ
ラ

ム
で

は
、

こ
れ

か
ら

職
場

を
目

指
す

方
の

た
め

に
、

自
分

の
気

持
ち

や
考

え
を

、
職

場
の

上
司

や
同

僚
に

う
ま

く
伝

え
ら

れ
る

よ
う

に
な

る
こ

と
を

目
的

と
し

て
、

Ｊ
Ｓ

Ｔ
を

行
い

ま
す

。

－
１

－

Ｊ
Ｓ

Ｔ
本

⼈
向

け
オ

リ
エ

ン
テ

ー
シ

ョ
ン

資
料

よ
り

抜
粋

２
Ｊ

Ｓ
Ｔ

の
進

め
⽅

●
「

自
分

の
気

持
ち

や
考

え
を

、
う

ま
く

伝
え

ら
れ

る
よ

う
に

な
る

」
に

は
、

職
場

で
必

ず
求

め
ら

れ
る

ス
キ

ル
（
挨

拶
や

質
問

等
）
に

つ
い

て
、

①
な

ぜ
そ

れ
ら

が
必

要
か

を
考

え
る

こ
と

、
②

自
分

は
ど

の
程

度
で

き
て

い
る

か
を

考
え

る
こ

と
が

ま
ず

必
要

に
な

り
ま

す
。

●
そ

の
上

で
、

③
自

分
の

目
標

を
決

め
、

④
実

際
の

場
面

を
想

定
し

て
練

習
し

て
い

く
こ

と
（
ロ

ー
ル

プ
レ

イ
）
が

重
要

で
す

。

－
２

－

Ｊ
Ｓ

Ｔ
本

⼈
向

け
オ

リ
エ

ン
テ

ー
シ

ョ
ン

資
料

よ
り

抜
粋

２
Ｊ

Ｓ
Ｔ

の
進

め
⽅

（
詳

細
）

－
３

－
※

さ
ら
に
、
作
業
場
面
等
で
実
践
練
習
し

、
ス
キ
ル
の
習
得
を
目
指
し
ま
す
。

（
１
）

ウ
ォ
ー
ミ
ン
グ
ア
ッ
プ
（
「
今
日
の
一
言
」
、
簡
単
な
ゲ
ー
ム
）
を
行
い
ま
す
。

（
２
）

練
習
す
る
ス
キ
ル
に
つ
い
て
、
①
な
ぜ
そ
の
ス
キ
ル
が
職
場
で
必
要
な
の
か
、
②
自
分
は

ど
の
程
度
可
能
か
を
考
え
ま
す
。

（
３
）

ス
タ
ッ
フ
が
「
悪
い
見
本
」
と
「
良
い
見
本
」
を
演
じ
ま
す
。
そ
れ
を
も
と
に
、
ス
キ
ル

を
適
切
に
活
用
す
る
た
め
の
ポ
イ
ン
ト

等
に
つ
い
て
意
見
交
換
を
し
ま
す
。

（
５
）
④
ロ
ー
ル
プ
レ
イ
を
行
い
、
良
か
っ
た
点
、
工
夫
す
れ
ば
更
に
良
く
な
る
点
、
具
体
的
な

工
夫

策
を

出
し

合
い

ま
す
。

（
４
）
「
今
日
の
テ
ー
マ
」
に
関
連
し
た
“
職
場
の
対

人
対
応
で
困
っ
て
い
る
こ
と
”
が
あ
れ
ば
、

支
障
の
な
い
範
囲
で
具
体
的
な
状
況
を
お
話
い

た
だ
き
、
意
見
交
換
し
な
が
ら
、
③
自
分
の

目
標

を
決

め
ま

す
。

Ｊ
Ｓ

Ｔ
本

⼈
向

け
オ

リ
エ

ン
テ

ー
シ

ョ
ン

資
料

よ
り

抜
粋

《
補

⾜
》

Ｊ
Ｓ

Ｔ
、

作
業

、
個

別
相

談
の

関
連

性

－
4－

Ｊ
Ｓ

Ｔ

作
業

個
別

相
談

①
練

習
し

た
ス

キ
ル

を
作

業
場

面
で

使
用

②
使

用
し

た
結

果
を

個
別

相
談

で
振

り
返

る

③
「
工

夫
す

れ
ば

更
に

良
く
な

る
点

」
が

あ
れ

ば
、

作
業

場
面

で
意

識
し

て
再

練
習

す
る

Ｊ
Ｓ

Ｔ
で

練
習

し
た

ス
キ

ル
は

、
作

業
場

面
で

実
際

に
使

っ
て

み
な

が
ら

習
得

を
目

指
し

て
い

き
ま

す
。

ス
キ

ル
の

習
得

Ｊ
Ｓ

Ｔ
本

⼈
向

け
オ

リ
エ

ン
テ

ー
シ

ョ
ン

資
料

よ
り

抜
粋

85



３
Ｊ

Ｓ
Ｔ

の
ル

ー
ル

●
Ｊ
Ｓ

Ｔ
の

ル
ー

ル
は

、
次

の
と

お
り

で
す

。
必

ず
守

り
ま

し
ょ

う
。

①
人

の
良

い
と

こ
ろ

を
ほ

め
、

自
分

の
良

い
と

こ
ろ

を
見

つ
け

ま
し

ょ
う

。

②
良

い
練

習
が

で
き

る
よ

う
に

、
他

の
人

を
助

け
ま

し
ょ

う
。

③
意

見
・
質

問
は

手
を

挙
げ

て
か

ら
、

話
し

ま
し

ょ
う

。

④
体

調
が

悪
い

時
は

、
ス

タ
ッ

フ
に

申
し

出
れ

ば
、

後
ろ

に

設
け

た
見

学
席

で
見

学
す

る
こ

と
も

で
き

ま
す

。

－
5－

Ｊ
Ｓ

Ｔ
本

⼈
向

け
オ

リ
エ

ン
テ

ー
シ

ョ
ン

資
料

よ
り

抜
粋

地
域

障
害

者
職

業
セ

ン
タ

ー
を

は
じ

め
と

す
る

全
国

の
就

労
支

援
機

関
等

に
お

い
て

実
施

さ
れ

て
い

る
。

最
近

で
は

障
害

者
雇

用
に

取
り

組
む

企
業

で
活

用
し

た
い

と
い

う
声

も
あ

る
。

本
⼈

の
選

択
を

⽀
援

す
る

た
め

に

作
業

場
⾯

で
評

価
す

る
企

業
の

期
待

⽔
準

に
て

ら
し

て
評

価
す

る

「
で

き
な

い
」

こ
と

を
「

で
き

な
い

」
と

う
け

と
め

る
「

で
き

な
い

」
こ

と
を

「
で

き
な

い
」

と
う

け
と

め
る

「
で

き
る

仕
事

」
で

⾃
⽴

を
め

ざ
す

「
で

き
る

仕
事

」
で

⾃
⽴

を
め

ざ
す

⼯
夫

に
よ

り
作

業
遂

⾏
が

可
能

に
な

る
か

配
慮

が
あ

れ
ば

作
業

遂
⾏

が
可

能
か

避
け

た
⽅

が
よ

い
作

業
が

あ
る

か

11
3

体
験

す
る

こ
と

を
通

し
て

理
解

を
深

め
る

こ
と

が
で

き
る

①
働

く
⽬

的
を

確
認

し
②

働
く

態
度

に
理

解
を

深
め

③
⾃

分
⾃

⾝
の

興
味

や
関

⼼
、

能
⼒

・
適

正
等

へ
の

理
解

を
深

め
る

相
談

を
通

し
て

理
解

が
適

正
化

す
る

体
験

は
「

職
場

を
模

し
た

場
｣で

、
さ

ら
に

、
職

場
に

お
い

て
具

体
的

に

11
4

を
段

階
的

に
設

定
す

る

◆
さ

ま
ざ

ま
な

作
業

を
経

験
す

る
こ

と
で

、
働

く
こ

と
に

対
す

る
理

解
を

深
め

る

◆
模

擬
的

な
職

場
等

の
場

⾯
で

、
作

業
特

性
や

職
場

で
求

め
ら

れ
る

様
々

な
⾏

動
規

範
を

学
習

す
る

◆
職

場
体

験
や

実
習

な
ど

を
通

し
て

働
く

⽬
的

／
働

く
態

度
／

興
味

・
関

⼼
・

能
⼒

・
適

性
な

ど
へ

の
理

解
を

深
め

る

◆
ト

ラ
イ

ア
ル

雇
⽤

や
ジ

ョ
ブ

コ
ー

チ
⽀

援
な

ど
を

通
し

て
適

応
可

能
性

や
環

境
調

整
に

つ
い

て
の

理
解

を
深

め
る

【
円

滑
な

適
応

の
た

め
に

省
略

で
き

な
い

経
験

や
⽀

援
に

つ
い

て
検

討
】

体
験

的
に

学
習

す
る

場
⾯

採
用

後
の

研
修

を
通

し
て

職
場

適
応

に
対

す
る

自
信

を
深

め
る

／
合

理
的

な
配

慮
を

明
確

化
す

る

11
5
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の
背

景
を

知
る

◆
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

(⾔
葉

の
理

解
）

⼒
は

⼗
分

か
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

の
31

項
⽬

／
ビ

ジ
ネ

ス
マ

ナ
ー

の
28

項
⽬

…
…

苦
⼿

な
領

域
や

課
題

が
あ

る
か

…
…

◆
適

切
な

⾏
動

（
態

度
）

が
理

解
で

き
て

い
る

か
な

ぜ
、

そ
の

よ
う

な
⾏

動
が

必
要

な
の

か
わ

か
っ

て
い

な
い

た
め

に
で

き
な

い
わ

か
っ

て
い

る
が

、
で

き
な

い
わ

か
っ

て
い

る
が

、
や

ら
な

い
等

◆
ル

ー
ル

や
マ

ナ
ー

は
守

れ
て

い
る

か

◆
作

業
遂

⾏
は

、
期

待
に

応
え

る
⽔

準
か

ど
の

よ
う

な
配

慮
が

必
要

か
「

配
慮

が
あ

れ
ば

で
き

ま
す

」
で

よ
い

か

【
円

満
な

対
⼈

関
係

の
た

め
に

必
要

と
な

る
⽀

援
に

つ
い

て
検

討
】

「
対

⼈
関

係
の

問
題

」

問
題

の
背

景
の

把
握

を
通

し
て

対
人

関
係

の
課

題
を

知
る

／
合

理
的

な
配

慮
を

明
確

化
す

る

11
6

1)
当

事
者

・
家

族
の

ニ
ー

ズ
や

主
観

的
評

価
を

把
握

し
て

い
る

こ
と

客
観

的
評

価
に

基
づ

い
た

特
性

を
理

解
し

て
い

る
こ

と

2)
主

観
的

評
価

と
客

観
的

評
価

の
ギ

ャ
ッ

プ
を

把
握

し
て

い
る

こ
と

適
正

な
特

性
理

解
を

共
有

す
る

た
め

の
課

題
を

明
確

に
す

る
こ

と

3)
評

価
結

果
を

体
験

的
に

フ
ィ

ー
ド

バ
ッ

ク
す

る
機

会
や

継
続

的
に

相
談

で
き

る
場

⾯
を

も
つ

こ
と

4)
連

携
に

か
か

わ
る

⽀
援

者
間

で
利

⽤
者

の
適

正
な

特
性

理
解

を
共

有
し

、
⽬

標
に

む
か

っ
て

役
割

を
分

担
で

き
る

こ
と

連
携

関
係

者
の

⽀
援

⽬
標

の
認

識
に

ギ
ャ

ッ
プ

が
な

い
こ

と

効
果

的
な

⽀
援

の
た

め
に

⽀
援

と
連

携
の

課
題

11
7

【
関

連
資

料
】

障
害

者
職

業
総

合
セ

ン
タ

ー
調

査
研

究
報

告
書

№
83

   
 2

00
8 

 
軽

度
発

達
障

害
者

の
た

め
の

就
労

⽀
援

プ
ロ

グ
ラ

ム
に

関
す

る
研

究
…

…
ワ

ー
ク

・
チ

ャ
レ

ン
ジ

・
プ

ロ
グ

ラ
ム

（
試

案
）

の
開

発
…

…
№

88
   

 2
00

9 
 

発
達

障
害

者
の

就
労

⽀
援

の
課

題
に

関
す

る
研

究
№

10
1 

 2
01

1 
 

発
達

障
害

者
の

企
業

に
お

け
る

就
労

・
定

着
⽀

援
の

現
状

と
課

題
に

関
す

る
基

礎
的

研
究

№
11

2 
 2

01
3

若
年

者
就

労
⽀

援
機

関
を

利
⽤

す
る

発
達

障
害

の
あ

る
若

者
の

就
労

⽀
援

の
課

題
に

関
す

る
研

究
№

11
9 

 2
01

4
発

達
障

害
者

の
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

・
ス

キ
ル

の
特

性
評

価
に

関
す

る
研

究
〜

F&
T感

情
識

別
検

査
拡

⼤
版

に
基

づ
く

検
討

〜
№

13
6 

 2
01

7
発

達
障

害
者

の
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

・
ス

キ
ル

の
特

性
評

価
に

関
す

る
研

究
（

そ
の

２
）

〜
新

版
F&

T感
情

識
別

検
査

の
試

⾏
に

基
づ

く
検

討
〜

障
害

者
職

業
総

合
セ

ン
タ

ー
資

料
シ

リ
ー

ズ
№

10
0

就
業

経
験

の
あ

る
発

達
障

害
者

の
職

業
上

の
ス

ト
レ

ス
に

関
す

る
研

究
障

害
者

職
業

総
合

セ
ン

タ
ー

リ
ー

デ
ィ

ン
グ

ス
職

業
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

発
達

障
害

の
あ

る
⼈

が
よ

り
よ

い
就

労
を

実
現

す
る

た
め

に
障

害
者

職
業

総
合

セ
ン

タ
ー

発
達

障
害

者
就

労
⽀

援
レ

フ
ァ

レ
ン

ス
ブ

ッ
ク

障
害

者
職

業
総

合
セ

ン
タ

ー
職

業
セ

ン
タ

ー
実

践
報

告
書

№
31

発
達

障
害

者
の

ワ
ー

ク
シ

ス
テ

ム
・

サ
ポ

ー
ト

プ
ロ

グ
ラ

ム
職

場
対

⼈
技

能
ト

レ
ー

ニ
ン

グ
（

JS
T）

の
改

良

ht
tp

://
w

w
w

.n
iv

r.j
ee

d.
or

.jp
/in

de
x.

ht
m

l#
re

se
ar

ch

11
8

C
h
e
c
k 

!
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精
神
障
害
者
の
採
⽤
⾯
接
ポ
イ
ン
ト

〜
⾯
接
は
雰
囲
気
作
り
か
ら
始
ま
る
〜

第
４

回
精

神
障

害
者

就
労

定
着

⽀
援

連
絡

会
【

20
19

.3
.1

3】

C
op

yr
ig

ht
 (c

) _
__

__
A

ll 
R

ig
ht

s 
R

es
er

ve
d.

 

み
ず

ほ
ビ

ジ
ネ

ス
・

チ
ャ

レ
ン

ジ
ド

株
式

会
社

C
op

yr
ig

ht
 (c

) M
iz

uh
o 

Fi
na

nc
ia

l G
ro

up
, I

nc
. A

ll 
R

ig
ht

s 
R

es
er

ve
d.

経
営
理
念
・
沿
⾰

1.
会

社
が

発
展

す
る

こ
と

に
よ

っ
て

社
員

が
幸

せ
に

な
り

、
社

員
の

幸
せ

を
通

し
て

社
会

に
貢

献
す

る
。

2.
⼈

を
育

て
る

と
共

に
、

社
員

の
夢

を
後

押
し

す
る

。
3.

社
員

の
能

⼒
を

⾼
め

、
信

頼
さ

れ
る

仕
事

を
⾏

う
こ

と
に

よ
り

社
会

の
お

役
に

⽴
つ

。

※
⼤

切
に

し
て

い
る

三
つ

の
⾔

葉
「
感
謝
」
「
思
い
や
り
」
「
相
互
理
解
」

共
通

す
る

の
は

「
や
さ
し
さ
」
と
「
信
頼
」

経
営
理
念

設
⽴

：
19

98
年

（
平

成
10

年
）

12
⽉

10
⽇

（
資

本
⾦

1,
00

0万
円

）
※

社
名

の
「

チ
ャ

レ
ン

ジ
ド

」
と

は
設

⽴
当

時
に

⽶
国

を
中

⼼
に

使
わ

れ
て

い
た

⽤
語

で
、

「
⾃

分
の

障
が

い
に

負
け

る
こ

と
な

く
積

極
的

に
社

会
進

出
を

し
て

い
こ

う
と

の
チ

ャ
レ

ン
ジ

精
神

を
持

つ
⼈

達
」

の
こ

と
営

業
開

始
：

19
99

年
（

平
成

11
年

）
4⽉

1⽇
、

同
年

4⽉
特

例
⼦

会
社

認
定

（
全

国
93

番
⽬

）
20

02
年

10
⽉

㈱
み

ず
ほ

HD
を

親
事

業
主

と
す

る
グ

ル
ー

プ
会

社
認

定
（

適
⽤

第
1号

）
20

03
年

4⽉
㈱

み
ず

ほ
FG

を
親

事
業

主
に

変
更

社
名

変
更

：
20

15
年

10
⽉

㈱
ビ

ジ
ネ

ス
・

チ
ャ

レ
ン

ジ
ド

よ
り

現
社

名
に

変
更

沿
⾰

C
op

yr
ig

ht
 (c

) M
iz

uh
o 

Fi
na

nc
ia

l G
ro

up
, I

nc
. A

ll 
R

ig
ht

s 
R

es
er

ve
d.

所
在
地
等

【
特

例
⼦

会
社

制
度

】
・

障
が

い
者

の
雇

⽤
に

つ
い

て
は

、
法

律
で

雇
⽤

義
務

が
課

せ
ら

れ
て

い
ま

す
。

全
従

業
員

に
占

め
る

障
が

い
者

の
割

合
（

障
が

い
者

雇
⽤

率
）

と
し

て
⺠

間
企

業
は

2.
2％

に
定

め
ら

れ
て

い
ま

す
。

・
特

例
⼦

会
社

制
度

と
は

、
障

が
い

者
の

雇
⽤

に
特

別
の

配
慮

を
し

た
⼦

会
社

が
⼀

定
の

要
件

を
満

た
し

て
い

る
場

合
、

そ
の

⼦
会

社
に

雇
⽤

さ
れ

て
い

る
障

が
い

者
は

親
会

社
に

雇
⽤

さ
れ

て
い

る
も

の
と

み
な

し
て

、
親

会
社

の
障

が
い

者
雇

⽤
率

を
計

算
（

グ
ル

ー
プ

会
社

認
定

の
場

合
は

認
定

さ
れ

た
グ

ル
ー

プ
を

合
算

）
す

る
こ

と
が

で
き

る
制

度
で

す
。

本
社

：
〒

19
4-

00
22

 東
京

都
町

⽥
市

森
野

1-
13

-1
5

※
 町

⽥
市

の
理

由
：

①
銀

⾏
施

設
活

⽤
、

②
銀

⾏
メ

ー
ル

便
活

⽤
、

③
駐

⾞
場

確
保

（
⾞

椅
⼦

対
応

）
、

④
施

設
に

⾞
椅

⼦
対

応
エ

レ
ベ

ー
タ

・
ト

イ
レ

完
備

、
⑤

障
が

い
者

の
通

勤
が

⾄
便

、
⑥

町
⽥

市
が

福
祉

施
策

に
熱

⼼
事

務
所

等
：

①
本

館
（

⼀
の

屋
第

⼀
ビ

ル
2･

3階
）

⑤
BK

本
店

（
内

幸
町

本
部

ビ
ル

21
階

）
②

別
館

（
⼩

⽥
急

ｼﾃ
ｨﾋ

ﾞﾙ
町

⽥
2･

6階
）

⑥
TB

本
店

（
呉

服
橋

本
部

ビ
ル

19
階

）
③

新
館

（
⻑

⾕
川

ビ
ル

2階
）

⑦
鶴

⾒
業

務
セ

ン
タ

ー
（

鶴
⾒

ハ
ー

ト
ビ

ル
8階

）
④

BK
本

店
（

⼤
⼿

町
本

部
ビ

ル
23

階
）

※

※
 ㈱

み
ず

ほ
銀

⾏
[B

K]
の

10
0％

⼦
会

社

連
 

結
 

対
 

象

営
 

業
 

関
 

係

㈱
み
ず
ほ
フ
ィ
ナ
ン
シ
ャ
ル
グ
ル
ー
プ
（
親
事
業
主
）

[F
G]

み
ず
ほ
ビ
ジ
ネ
ス
・
チ
ャ
レ
ン
ジ
ド
㈱
（
特
例
⼦
会
社
）

[M
BC

]

㈱
み
ず
ほ
銀
⾏

[B
K]

み
ず
ほ
信
託
㈱

[T
B]

み
ず
ほ
証
券
㈱

[S
C]
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社
員
情
報
等

社
員

数
：

27
8名

（
含

む
常

勤
役

員
2名

、
常

勤
監

査
役

1名
、

顧
問

1名
）

[2
01

9年
2⽉

1⽇
現

在
]

内
障

が
い

者
21

9名
（

内
重

度
35

名
）

男
性

15
8名

、
⼥

性
61

名
（

ポ
イ

ン
ト

25
4.

5）
平

均
年

齢
：

30
.6

歳
（

平
均

在
籍

年
数

4.
4年

）
就

業
時

間
：

8:
40

-1
7:

10
（

平
⽇

）
通

勤
時

間
：

30
分

未
満

…
43

名
、

30
分

-6
0分

未
満

…
80

名
、

60
分

以
上

…
96

名

社
員
情
報

(1
) 

第
⼀

種
障

害
者

作
業

施
設

設
置

等
助

成
⾦

（
設

備
・

整
備

）
(2

) 
第

⼆
種

障
害

者
作

業
施

設
設

置
等

助
成

⾦
（

賃
借

）
(3

) 
障

害
者

福
祉

施
設

設
置

等
助

成
⾦

（
福

祉
施

設
）

(4
) 

重
度

障
害

者
等

通
勤

対
策

助
成

⾦
（

住
宅

⼿
当

・
駐

⾞
場

）
そ

の
他

助
成
⾦
活
⽤

□
 障

が
い

者
従

業
員

数
推

移
（

○
内

数
値

は
期

）
（
⼈
）

⽐
率

⽐
率

⽐
率

⽐
率

⽐
率

肢
体

7
64
%

23
29

30
%

29
30

22
%

31
20
%

33
15
%

聴
覚

2
18
%

10
13

14
%

12
12

9%
15

10
%

14
6%

内
部

0%
5

5
5%

5
5

4%
5

3%
6

3%

視
覚

1
9%

1
1

1%
1

2
1%

2
1%

1
0%

知
的

1
9%

9
37

38
%

53
64

48
%

74
47
%

10
0

46
%

精
神

0%
5

12
12
%

14
21

16
%

30
19
%

65
30
%

計
11

10
0%

53
97

10
0%

11
4

13
4

10
0%

15
7

10
0%

21
9

10
0%

⑳
18

.3
19

.2
.1

①
99

.3
障

が
い

⑫
10

.3
⑰

15
.3

⑱
16

.3
⑲

17
.3
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組
織
図

※
L＝

ﾘｰ
ﾀﾞ

ｰ、
SL

＝
ｻﾌ

ﾞﾘ
ｰﾀ

ﾞｰ
、

JL
=

ｼﾞ
ｭﾆ

ｱﾘ
ｰﾀ

ﾞｰ

う
ち

1名

1

1
1

1

1 1

2
1

3
1

1
2

2

1
4

2

5名

1
11

25
42

名
4

1
362 34

6

4
3

53
名

9名 42
名

1健
常 2 1 29

6
1

9名
1

15

53
名

2

29
名

2
1

13
名

1

15
名

2
1

1

13

1
1

5
2

1
1

1
1

1
3

5
2

1
1

3

1

⼤
⼿

町
業

務
チ

ー
ム

業
務

第
⼆

部

⼤
⼿

町
業

務
部

43
名

43
名

43
名

1

精
神

合
計 7名

1
2

2JL
肢

体
聴

覚
内

部
視

覚
知

的

鶴
⾒

業
務

セ
ン

タ
ー

鶴
⾒

業
務

チ
ー

ム

内
幸

町
業

務
チ

ー
ム

呉
服

橋
業

務
チ

ー
ム

内
幸

町
業

務
部

呉
服

橋
業

務
部

社
 

⻑

オ
ン

ラ
イ

ン
チ

ー
ム

業
務

第
⼀

部
メ

ー
ル

サ
ー

ビ
ス

チ
ー

ム

オ
フ

ィ
ス

サ
ー

ビ
ス

チ
ー

ム

業
務

開
発

チ
ー

ム

総
務

･⼈
事

部

職
場

定
着

⽀
援

チ
ー

ム
企

画
部

7名 37
名

32
名

3

部
⻑

等
L

SL

取
締

役

※
常

駐
JC

：
町

⽥
本

社
5、

⼤
⼿

町
8、

内
幸

町
12

、
呉

服
橋

2、
鶴

⾒
5

（
障

が
い

者
の

管
理

職
・

ﾘｰ
ﾀﾞ

ｰ格
19

名
）

合
計

 2
74

名
2

6
3

8

電
⼦

ス
ト

レ
ー

ジ
チ

ー
ム

40
名

総
務

･⼈
事

チ
ー

ム

企
画

チ
ー

ム

2

1

15
名

11
名

1

C
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) M
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精
神
保
健
福
祉
⼿
帳

所
持
者
（
町
⽥
本
社
）
内
訳

■
精

神
疾

患
統

合
失

調
症

：
8名

、
う

つ
病

：
４

名
、

双
極

性
障

害
：

１
名

、
社

会
性

不
安

障
害

：
１

名
■

発
達

障
害

AD
S：

4名
（

う
ち

、
AD

HD
診

断
：

1名
）

■
上

記
以

外
⾼

次
脳

機
能

障
害

：
１

名
、

て
ん

か
ん

：
１

名

発
達

障
害

を
伴

う
愛

の
⼿

帳
、

療
育

⼿
帳

を
所

持
し

て
い

る
社

員
は

カ
ウ

ン
ト

を
し

て
い

ま
せ

ん
。

C
op
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ht
 (c

) M
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o 

Fi
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l G
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nc
. A

ll 
R
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s 
R
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⾯
接
の
ポ
イ
ン
ト

■
何
を
聞
く
の
か
？
何
を
確
認
し
た
い
の
か
？

・
体

調
管

理
（

病
気

の
理

解
、

服
薬

の
⼤

切
さ

、
不

調
の

サ
イ

ン
、

主
治

医
へ

の
信

頼
、

等
）

・
⾃

⼰
理

解
（

⽣
活

リ
ズ

ム
、

対
⼈

関
係

、
得

意
・

不
得

意
、

労
働

意
欲

、
将

来
の

夢
、

等
）

■
だ
か
ら
、
そ
の
質
問
が
必
要
に
な
る

・
服

薬
し

て
い

る
薬

品
名

が
回

答
で

き
て

も
、

服
薬

を
す

る
理

由
や

効
果

を
知

る
こ

と
が

重
要

。
・

病
状

の
安

定
が

･･
･

過
活

動
を

招
く

、
無

理
を

す
る

、
我

慢
す

る
、

不
調

に
つ

な
が

る
。

・
⾃

分
⾃

⾝
が

働
き

た
い

と
思

っ
て

い
な

け
れ

ば
、

仕
事

を
し

て
も

幸
せ

に
は

な
ら

な
い

。

■
相
⼿
を
緊
張
さ
せ
な
い
理
由

・
良

き
⼈

材
も

緊
張

を
し

て
い

れ
ば

、
表

情
は

硬
く

、
回

答
も

し
ど

ろ
も

ど
ろ

。
・

相
⼿

を
思

い
や

る
気

持
ち

は
、

ど
の

よ
う

な
場

⾯
で

も
⼤

切
な

こ
と

で
す

。
勿

論
、

⾯
接

で
も

。

C
op
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ht
 (c

) M
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R
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⾯
接
の
ポ
イ
ン
ト
②

■
得
た
回
答
で
何
を
連
想
す
る
の
か
？

・
⾟

い
経

験
を

乗
り

越
え

て
き

た
⽅

々
で

あ
る

こ
と

を
⼼

に
留

め
て

く
だ

さ
い

。
・

そ
の

⽅
が

、
⾃

社
で

働
い

て
い

る
イ

メ
ー

ジ
が

で
き

る
有

効
な

質
問

で
あ

る
か

否
か

。

■
既
存
社
員
と
の
関
係
性
は
⼤
丈
夫
か
？

・
控

え
め

な
⽅

と
消

極
的

な
⽅

、
元

気
が

良
い

⽅
と

⾃
⼰

主
張

が
強

い
⽅

･･
･。

異
な

り
ま

す
。

■
⾃
⼰
認
識
の
重
要
性

・
客

観
的

に
⾃

分
を

⾒
つ

め
る

こ
と

は
容

易
で

は
あ

り
ま

せ
ん

。
・

隣
の

芝
⽣

は
⻘

く
⾒

え
る

も
の

で
す

。
⾃

分
の

「
⾝

の
丈

」
と

「
伸

び
代

」
を

知
る

強
み

。
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事
例
１

統
合
失
調
症

⼥
性
（
40
代
）

12
.0
 

16
.0
 

16
.0
 

20
.0
 

20
.0
 

20
.0
 

24
.0
 

24
.0
 

24
.0
 

30
.0
 

30
.0
 

30
.0
 

30
.0
 

30
.0
 

30
.0
 

30
.0
 

30
.0
 

30
.0
 

30
.0
 

30
.0
 

30
.0
 

30
.0
 

30
.0
 

・2
0
0
7
年
1
0
月
入
社

週
4
日
/
1
日
3
時
間
勤
務
か
ら
開
始
。

・入
社
7
年
後
、
2
0
1
4
年

7
月

頃
よ
り
職

場
の
環

境
変

化
等

で
体

調
不

良
と
な
る
。

・
服

薬
調

整
を
目

的
と
し
、
約
4
ヶ
月
間
の
入
院

（
2
0
1
4
年

1
0
月

～
2
0
1
5
年

1
月

）
。

・
退

院
後

、
生

活
リ
ズ
ム
を
整

え
る
た
め
に
病

院
デ
イ
ケ
ア
を
半
年
程
度
、
利
用
。

・
復

職
を
目

標
と
し
た
職

業
セ
ン
タ
ー
の
リ
ワ
ー
ク
支

援
室

を
利
用
（2

0
1
5
年
9
月
～
1
1
月
）。

・
通

勤
訓

練
か
ら
1
日
2
～
6
時
間
の
試

験
出

社
を
実

施
（
2
0
1
6
年

1
月

～
9
月

）
。

・約
2
年
間
の
治
療
、
療
養
、
訓
練
を
経
て
、
2
0
1
6
年

1
0
月

1
日

か
ら
復

職
。

C
op

yr
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ht
 (c

) M
iz

uh
o 

Fi
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R
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R
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⾯
接
時
の
エ
ピ
ソ
ー
ド

■
⾃
分
は
⼤
丈
夫
。
フ
ル
タ
イ
ム
勤
務
で
O
Kで

す
。

・
当

時
、

フ
ル

タ
イ

ム
勤

務
に

つ
い

て
主

治
医

の
了

承
は

受
け

て
い

ま
せ

ん
で

し
た

。

■
学
⽣
時
代
の
話
を
し
た
が
ら
な
い
傾
向
が
あ
っ
た
。

・
⼤

学
⽣

の
時

、
友

⼈
と

の
対

⼈
関

係
に

よ
り

発
症

。

■
事
務
職
の
イ
メ
ー
ジ
が
ま
っ
た
く
無
か
っ
た
。

・
本

当
は

花
屋

か
カ

フ
ェ

の
店

員
に

な
り

た
か

っ
た

。
し

か
し

、
親

の
反

対
を

受
け

て
･･

･。

C
op
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ig

ht
 (c

) M
iz
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o 

Fi
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事
例
３

統
合
失
調
症

男
性
（
40
代
）

20

30

37
.5

37
.5

37
.5

37
.5

37
.5

37
.5

37
.5

37
.5

37
.5

37
.5

37
.5

37
.5

37
.5

・2
0
1
1
年
1
2
月
入
社

週
5
日
/
1
日
4
時
間
勤
務
か
ら
開
始
。

・
前

職
の
人

間
関

係
で
発

症
。
当

時
は
幻

聴
等

に
よ
り
外

出
が
で
き
な
い
状

態
。

・
発

症
間

も
な
く
の
治

療
開

始
と
ご
家

族
の
献

身
的

な
サ

ポ
ー
ト
で
回

復
を
す
る
も

病
院

デ
イ
ケ
ア
や

支
援

機
関

等
の
存

在
を
知

ら
ず
、
家

庭
で
の
療

養
が
続
く
。

・
ポ
ス
テ
ィ
ン
グ
の
ア
ル
バ

イ
ト
等

を
経

て
、
合

同
面

接
会

で
当

社
に
入

社
。

・
入

社
後

、
支

援
機

関
の
登

録
と
通

院
同

行
を
実

施
。
サ
ポ
ー
ト
体
制
を
構
築
。

・入
社
1
年
半
後
、
フ
ル
タ
イ
ム
勤

務
（
8
:4
0
～

1
7
:1
0
/
日

）
の
契

約
社

員
と
な
り
、

2
年
目
か
ら
正
社
員
と
な
る
。

・
チ
ー
ム
メ
ン
バ

ー
か
ら
の
信

頼
が
厚

く
、
2
0
1
7
年

4
月

に
ジ
ュ
ニ
ア
リ
ー
ダ
ー
と
な
り

2
0
1
8
年

5
月

に
は
サ

ブ
リ
ー
ダ
ー
へ

昇
進

。
現

在
も
チ
ー
ム
の
要

と
し
て
活

躍
中

。

C
op
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ht
 (c

) M
iz

uh
o 

Fi
na

nc
ia

l G
ro

up
, I

nc
. A

ll 
R

ig
ht

s 
R

es
er

ve
d.

⾯
接
時
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
②

■
⽀
援
機
関
っ
て
、
何
で
す
か
？

・
社

内
外

か
ら

受
け

る
サ

ポ
ー

ト
の

重
要

性
を

お
話

し
ま

し
た

。

■
す
み
ま
せ
ん
、
今
の
質
問
を
も
う
⼀
度
、
お
伺
い
し
た
い
の
で
す
が
？

・
礼

儀
正

し
く

質
問

を
聞

き
直

す
⽅

は
、

意
外

と
少

な
い

か
も

し
れ

ま
せ

ん
。

■
主
治
医
は
就
職
活
動
を
開
始
し
た
こ
と
を
喜
ん
で
い
ま
す
。

・
主

治
医

を
信

頼
し

て
い

る
⽅

は
、

病
状

だ
け

で
な

く
、

⽣
活

や
気

持
ち

も
安

定
し

て
い

ま
す

。
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⾯
接
の
ポ
イ
ン
ト
③

■
⾯
接
官
も
⾒
ら
れ
て
い
る

・
⾯

接
官

の
マ

ナ
ー

と
常

識
。

⾯
接

官
の

ス
キ

ル
が

試
さ

れ
て

い
る

こ
と

を
お

忘
れ

な
く

。

■
お
互
い
様

・
⾯

接
は

社
員

を
育

て
る

⼊
⼝

で
す

。
⼈

材
育

成
は

社
員

が
い

な
け

れ
ば

始
ま

ら
な

い
。

■
求
職
者
を
包
括
的
に
み
る

・
履

歴
書

の
⽂

字
だ

け
で

は
な

く
、

対
象

者
の

バ
ッ

ク
ボ

ー
ン

を
想

像
す

る
。

C
op
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ht
 (c
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iz
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. A

ll 
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ht

s 
R
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d.

定
着
⽀
援
の
ポ
イ
ン
ト

■
本
⼈
と
会
社
だ
け
で
課
題
や
問
題
の
解
決
を
し
な
い
。

・
⽀

援
機

関
、

医
療

機
関

、
ご

家
族

や
保

護
者

か
ら

の
理

解
と

協
⼒

を
必

ず
得

る
。

■
定
期
的
な
⾯
談
だ
け
で
は
な
く
、
⽇
々
の
会
話
を
⼤
切
に
す
る
。

・
ご

家
族

な
ど

の
プ

ラ
イ

ベ
ー

ト
な

問
題

や
課

題
、

誰
に

も
打

ち
明

け
て

い
な

い
悩

み
な

ど
は

本
⼈

の
⼼

に
負

荷
が

掛
か

り
「

体
調

不
良

」
と

い
う

「
望

ま
し

く
な

い
サ

イ
ン

」
で

発
覚

す
る

。

■
絶
対
に
決
め
付
け
な
い
。

・
改

善
策

な
ど

会
社

が
⼀

⽅
的

に
決

め
る

の
で

は
な

く
、

本
⼈

と
⼀

緒
に

考
え

る
。

但
し

、
例

外
は

あ
り

ま
す

が
･･

･
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精
神
障
害
者
の
採
⽤
⾯
接
ポ
イ
ン
ト

〜
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
〜

第
４
回

精
神
障
害
者
就
労
定
着
⽀
援
連
絡
会

【
20

19
.3

.1
3】

C
op

yr
ig

ht
 (c

) _
__

__
A

ll 
R

ig
ht

s 
R

es
er

ve
d.

 

み
ず
ほ
ビ
ジ
ネ
ス
・
チ
ャ
レ
ン
ジ
ド
株
式
会
社

C
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Fi
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R

ig
ht

s 
R
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ve
d.

採
⽤
⾯
接
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
解
説
①

・
・
・
・
・
。

緊
張
し
て
い
ま
す
か
？

⼤
丈
夫
で
す
よ
。

肩
の
⼒
を
抜
い
て
、
深
呼
吸
を
し
ま
し
ょ
う
！

・
合
理
的
配
慮
と
し
て
、
⽀
援
者
や
保
護
者
の
同
席
は
、
ご
了
承
さ
れ
る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

・
対
象
者
の
緊
張
度
が
⾼
い
場
合
、
気
持
ち
を
和
ま
せ
る
会
話
と
深
呼
吸
を
促
す
こ
と
を
お
勧
め
し
ま

す
。 ・
履
歴
書
を
受
け
取
る
際
、
良
い
場
所
を
素
早
く
⾒
つ
け
て
褒
め
て
差
し
上
げ
る
こ
と
も
ポ
イ
ン
ト
で

す
。

C
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) M
iz
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R
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d.

採
⽤
⾯
接
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
解
説
②

は
い
。
え
〜
と
、
私
の
名
前
は
…
。

で
は
、
⾯
接
を
始
め
ま
す
。

は
じ
め
に
簡
単
で
結
構
で
す
か
ら
、

お
名
前
と
ご
住
所
、
現
在
、
通
所
さ
れ
て
い
る
機
関
名
な
ど
、

簡
単
に
⾃
⼰
紹
介
を
お
願
い
し
ま
す
。

・
「
簡
単
に
」
を
強
調
す
る
こ
と
と
、
聞
き
た
い
内
容
を
具
体
的
に
⽰
す
こ
と
で
、

ス
ム
ー
ズ
に
⾃
⼰
紹
介
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

・
・
・
中
に
は
話
し
始
め
る
と
⽌
ま
ら
な
い
⽅
も
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
が
（
笑
）
。

C
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採
⽤
⾯
接
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
解
説
③

可
能
な
限
り
で
か
ま
い
ま
せ
ん
の
で
、

ご
⾃
⾝
の
障
が
い
若
し
く
は
疾
患
名
を
教
え
て
く
だ
さ

い
。

私
は
精
神
障
が
い
で
、
５
年
前
に
う
つ
病
を
発
症
し
ま
し
た

…
。

・
「
可
能
な
限
り
で
…
」
と
の
⾔
葉
を
添
え
る
な
ど
、
配
慮
を
忘
れ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

・
残
念
な
が
ら
、
就
職
し
た
い
気
持
ち
が
強
い
が
た
め
に
、
障
が
い
や
疾
患
か
ら
な
る
⽀
障
や

体
調
の
不
安
定
さ
を
隠
し
た
が
る
⽅
が
い
ま
す
。
求
職
者
の
回
答
だ
け
を
鵜
呑
み
に
せ
ず
、

⽀
援
者
等
か
ら
正
し
い
情
報
を
聞
く
こ
と
も
重
要
に
な
り
ま
す
。
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採
⽤
⾯
接
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
解
説
④

病
状
は
安
定
し
て
お
り
、
訓
練
以
外
に
趣
味
を
楽
し
む
こ
と
や
家
事
も
で
き
て
い
ま
す
。

体
調
不
良
に
な
る
前
の
サ
イ
ン
は
あ
り
ま
す
か
？

・
診
断
名
は
同
じ
で
も
個
々
に
よ
り
症
状
は
異
な
り
ま
す
。
体
調
不
良
に
な
る
サ
イ
ン
も
⼤
切
で
す
が
、

そ
れ
を
未
然
に
防
ぐ
⼯
夫
な
ど
も
認
識
さ
れ
て
い
る
か
確
認
す
る
こ
と
も
重
要
で
す
。

・
体
調
不
良
の
サ
イ
ン
と
だ
け
聞
い
て
し
ま
う
と
上
⼿
く
回
答
が
で
き
な
い
⽅
も
お
ら
れ
ま
す
。

気
候
や
環
境
の
変
化
、
対
⼈
関
係
な
ど
、
具
体
例
を
加
え
る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。
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採
⽤
⾯
接
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
解
説
⑤

質
問
は
、
相
⼿
を
思
い
や
り
・
分
か
り
や
す
く
・
具
体
的
に
。

・
何
か
悩
ん
だ
り
、
困
っ
た
り
し
た
と
き
の
相
談
相
⼿
は
誰
で
す
か
？
な
ど
、
⾃
分
だ
け
で
悩
み
を

抱
え
込
ん
で
い
な
い
か
の
確
認
も
必
要
で
す
。

・
単
に
志
望
動
機
を
聞
く
の
で
は
な
く
、
「
仕
事
が
し
た
い
」
「
働
き
た
い
」
と
思
っ
た
理
由
や

き
っ
か
け
を
聞
く
こ
と
で
、
本
当
の
就
労
意
欲
を
聞
か
せ
て
も
ら
う
こ
と
も
⼤
切
で
す
。

・
⽀
援
者
が
同
席
さ
れ
た
場
合
、

求
職
者
の
回
答
に
疑
問
や
不
⾜
感
が
あ
る
時
、
「
今
の
解
答
に
補
⾜
等
は
あ
り
ま
す
か
」
な
ど

⽀
援
者
へ
も
質
問
を
し
ま
し
ょ
う
。

ま
た
「
⽀
援
者
か
ら
⾒
た
○
○
さ
ん
の
良
い
と
こ
ろ
、
サ
ポ
ー
ト
が
必
要
な
と
こ
ろ
な
ど

教
え
て
い
た
だ
け
ま
す
か
？
」
な
ど
求
職
者
の
特
性
把
握
度
を
確
認
す
る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。
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